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十
七
条
憲
法
諸
本
解
題
並
校
勘
記

阿

部

 

隆

ー

本

文

庫

の

前

身

で

あ

る

財

団

法

人

斯

道

文

庫

で

は

、

聖

徳

太

子

研

究

は

主

要

研

究

題

目

の

一

つ

に

入

っ

て

い

た

の

で

、

太

子

関

係

文

献 

は

か

な

り

蒐

め

ら

れ

て

あ

っ

た

。

そ

れ

を

ぅ

け

つ

い

だ

本

文

庫

で

も
、

太

子

研

究

に

つ

い

て

は

、

研

究

員

全

員

が

各

々

専

門

は

違

っ

て

い 

て
も
、

日

本

文

化

の

事

実

上

の

創

立

者

と

仰

ぐ

べ

き

太

子

に

つ

い

て

は

等

し

く

関

心

を

抱

き

、

い

ず

れ

共

同

研

究

を

し

た

い

と

は

話

合

っ 

て

い

た

が

、
銘

々

が

抱

え

て

い

る

当

面

の

研

究

題

目

に

忙

殺

さ

れ

て

、

残

念

な

が

ら

実

現

で

き

ず

に

い

る

。

た

ゾ

各

地

に

訪

書

調

査

に

出 

か

け

た

際

、

太

子

関

係

の

図

書

が

あ

れ

ば

、

調

査

し

且

つ

マ
ィ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に

複

写

す

る

ょ

ぅ

に

心

が

け

た

。

そ

れ

が

か

な

り

の

部

数 

に

達

す

る

に

至

っ

た

。

そ

れ

等

の

図

書

は

未

刊

の

写

本

で

、
大

部

分

が

聖

徳

太

子

伝

暦

か

中

世

時

代

の

伝

暦

の

注

釈

書

、

乃

至

は

伝

暦

を 

基

礎

に

せ

る

太

子

伝

記

類

、

次

に

十

七

条

憲

法

或

は

太

子

に

仮

託

付

会

さ

れ

た

四

節

願

文

•
未

来

記

•
御

記

文

等

を

憲

法

に

付

綴

す

る

類

近
世
初

期
以
前



ニ

で
あ
っ
た
。
室
町
末
迄
の
太
子
崇
仰
の
歴
史
を
迎
る
と
'
 

著
作
講
義
の
如
き
図
書
文
献
の
上
で
は
、

三
経
義
疏
や
十
七
条
憲
法
の
講
読
研 

究
は
法
隆
寺
や
南
都
の
極
め
て
寥
々
た
る
一
部
の
学
僧
に
行
わ
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
大
勢
に
は
殆
ど
影
響
を
及
し
て
い
な
い
。
平
安
中
期
に 

先
行
の
種
々
の
太
子
伝
を
集
大
成
し
た
「
聖
徳
太
子
伝
暦
」
が
成
立
し
て
か
ら
は
、
太
子
讃
仰
の
拠
り
所
と
な
っ
た
の
は
伝
暦
で
、
爾
来 

太
子
研
究
即
伝
暦
講
釈
の
観
を
呈
し
て
、

そ
の
秘
事
口
伝
ま
で
生
じ
て
、
室
町
末
に
至
る
ま
で
多
数
の
伝
暦
の
注
釈
書
や
伝
暦
を
敷
衍
せ 

る
太
子
伝
記
書
が
著
作
さ
れ
た
。
我
が
祖
先
に
長
い
間
生
き
描
か
れ
て
い
た
太
子
は
実
は
伝
暦
を
通
じ
て
の
太
子
像
で
あ
っ
た
。
明
治
以 

後
実
証
史
学
の
発
達
と
共
に
伝
暦
の
太
子
伝
と
し
て
の
価
値
は
下
落
し
た
。
況
や
伝
暦
の
神
異
奇
談
に
輪
を
か
け
尾
を
つ
け
て
付
会
せ
る 

そ
の
末
書
に
於
て
ぉ
や
。

従
っ
て
平
安
ょ
り
室
町
末
に
至
る
間
営
々
と
し
て
継

# ;
さ
れ
た
伝
暦
注
釈
書
と
太
子
伝
記
書
は
一
顧
も
さ
れ 

ず
、
各
地
の
公
私
の
文
庫
や
名
山
石
室
裡
に
忘
却
さ
れ
、
そ
の
所
在
も
、
書
名
も
、
撰
者
も
、
系
統
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
殆
ど
五 

里
霧
中
の
有
様
で
放
置
さ
れ
て
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
極
め
て
僅
か
な
が
ら
、
大

日

本

仏

教

全

書

の

「
聖
徳
太
子
御
伝
叢
書
」

や

「
聖
徳
太 

子
全
集
」
巻
三
に
翻
印
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、

そ
れ
も
校
訂
に
遺
憾
が
多
い
。

私
共
は
太
子
関
係
の
マ
ィ
ク&

フ
ィ
ル
ム
が
漸
次
蒐
収
さ
れ
る
に
つ
れ
、

こ
の
際
積
極
的
に
太
子
関
係
の
古
鈔
本
を
全
国
的
に
博
捜 

し
、

で
き
る
だ
け
複
写
し
て
そ
れ
を
整
理
調
査
し
、
将
来
の
太
子
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
企
て
、
幸

に

昭
和
四
十
ニ
年
.
四
十
三
年
に
文 

部
省
の
科
学
研
究
費
の
補
助
を
受
け
、

一
部
所
蔵
者
の
都
合
で
調
査
の
で
き
ぬ
も
の
が
あ
る
が
、

ほ
ゾ
調
査
と
複
写
の
目
的
を
達
成
し
得 

た
。

一
方
、
毎
週
聖
徳
太
子
伝
暦
の
輪
読
会
を
開
い
て
、

そ
の
校
訂
証
注
の
編
纂
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
輪
読
に
於
て
、
伝
暦
の
鈔
本
は 

鎌
倉
か
ら
近
世
初
に
至
る
各
時
代
に
間
断
な
く
存
し
、

そ
れ
に
は
詳
細
な
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
平
安
後
期
ょ
り
近
世
初
に
至
る 

訓
点
の
変
遷
の
資
料
と
も
な
る
の
で
、
各
本
の
訓
点
も
併
せ
て
忠
実
に
比
較
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
読
み
合
せ
が
十
七
条
憲
法
に
至
っ 

た
時
、
憲
法
は
伝
暦
の
み
な
ら
ず
、
書
紀
や
憲
法
の
単
行
本
も
一
切
網
羅
し
て
、
比
較
対
照
し
て
み
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。



昨
昭
和
四
十
六
年
は
た
ま
く
聖
徳
太
子
御
聖
忌
一
千
三
百
五
十
年
に
当
っ
た
の
で
、
鴻
恩
を
報
謝
し
奉
る
私
共
の
微
志
を
表
す
る
一 

端
と
し
て
、
輪
読
会
で
編
輯
せ
る
ノ
ー
ト
の
う
ち
十
七
条
憲
法
の
み
を
整
理
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
が
、
遅
延
を
重
ね
年
を
越 

し

て

こ

、
に
至
っ
た
次
第
で
あ
る
。

そ
れ
は
十
七
条
憲
法
が
室
町
時
代
末
に
至
る
間
各
時
代
に
い
か
に
享
受
さ
れ
た
か
を
考
察
す
る
資
料
を
提
供
す
る
の
が
趣
旨
で
あ
る
。
 

こ
の
考
察
に
は
種
々
の
方
法
が
あ
り
、
様
々
の
資
料
を
用
い
る
必
要
が
あ
る
。
各
時
代
諸
本
の
訓
点
を
比
較
す
る
こ
と
は
あ
く
ま
で
そ
の 

一
端
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
漢
文
で
記
さ
れ
た
憲
法
本
文
を
ど
う
訓
む
か
は
そ
の
享
受
の
原
初
に
し
て
そ
の
端
的 

な
る
表
徴
で
あ
る
。

こ
の
考
察
は
或
る
意
味
で
迂
遠
の
業
と
嗤
わ
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
。

し
か
し
私
共
は
敢
て
そ
の
資
料
を
整
理
し
て
、
従 

来
等
閑
に
付
さ
れ
て
い
る
盲
点
を
補
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
此
は
単
に
国
語
学
の
訓
点
資
料
の
意
味
で
作
成
し
た
も
の
で
は
な
い
。
憲 

法
に
は
諸
本
に
よ
っ
て
そ
の
本
文
に
出
入
異
同
が
見
ら
れ
、
従
来
の
校
勘
に
は
未
だ
不
備
が
見
ら
れ
る
の
で
、
新
に
付
す
る
こ
と
に
し
た
。
 

使
用
資
料
を
室
町
末
に
限
定
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
は
前
代
に
比
し
学
風
が
一
変
し
、
室
町
末
ま
で
と
別
の
取
り
扱
い
を
必
要
と
し
、
漢 

文
訓
読
に
於
て
は
、
現
代
の
訓
点
は
江
戸
時
代
の
そ
れ
に
ほ
ゾ
依
っ
て
い
る
か
ら
、

こ

、
に
は
割
愛
し
た
。

一
部
近
世
初
の
書
写
或
は
刊 

行
の
本
に
及
ん
だ
の
は
、

そ
れ
は
前
代
の
遺
風
を
と
ゾ
め
、

且
つ
江
戸
以
降
に
移
る
過
程
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。

憲
法
享
受
史
の
研
究
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
資
料
に
各
時
代
に
撰
述
さ
れ
た
憲
法
注
釈
書
が
あ
る
。

そ

の

代

表

的

な

も

の

は

「
聖
徳
太
子 

全
集
」
第
一
巻
に
翻
印
さ
れ
て
い
る
が
、
未
刊
本
中
翻
印
し
た
い
も
の
も
あ
っ
た
が
、
今
回
は
割
愛
し
た
。

そ
の
代
り
本
解
題
中
に
注
釈 

書
に
関
し
て
は
、
比
較
的
詳
細
に
言
及
し
て
欠
を
補
っ
た
。
上
記
の
如
く
、
今
回
の
発
表
は
今
後
の
研
究
の
基
礎
資
料
を
学
界
に
提
供
す 

る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
の
で
、

そ
の
考
証
断
案
論
評
は
殆
ど
省
略
し
て
、

こ

、
に
翻
印
せ
る
資
料
使
用
に
際
し
て
読
者
が
必
要
と
す
る
注 

記
事
項
程
度
の
解
説
に
と
ゾ
め
た
。



十
七
条
憲
法
全
文
の
溯
り
得
る
最
も
古
い
本
は
、
周
知
の
如
く
日
本
書
紀
に
掲
載
さ
れ
た
引
文
で
あ
る
。
此
に
次
ぐ
の
は
聖
徳
太
子
伝 

暦
所
引
文
で
あ
る
。
現
存
の
憲
法
単
行
本
の
い
ず
れ
も
も
と
は
こ
の
両
書
の
い
ず
れ
か
に
原
づ
い
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
諸
本
対
照
に
採 

択
せ
る
本
も
便
宜
上
こ
の
三
種
に
分
類
し
、
以
下
の
解
題
も
そ
れ
に
応
じ
て
説
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

た
ゾ
こ
の
第
三
の
憲
法
単
行
本
と 

い
う
の
は
厳
密
に
言
え
ば
適
当
な
術
語
で
は
な
い
。
憲
法
の
み
一
部
の
単
行
に
な
っ
て
い
る
本
も
な
い
で
は
な
い
が
、

そ
の
多
く
は
或
は 

注
釈
書
で
あ
っ
た
り
、

或

は

太

.子
の
名
に
仮
託
乃
至
は
付
会
せ
る
、

四
天
王
寺
縁
起
•
四

節

願

文

•
太

子

(
御
廟
石
)
起

注

文

•
松
子 

伝

•
聖
徳
太
子
碼
碯
御
記
文
•
聖

徳

太

子

未

来

記

.
聖

徳

太

子

御

記

文

•
徳

失

鏡

•
聖
徳
太
子
御
製
作
五
十
八
ヶ
条
の
中
の
い
ず
れ
か
と 

合
綴
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

ま
た
室
町
時
代
以
後
は
、
憲

法

•
御
成
敗

式

目

は

教

養

•
教
訓
書
と
し
て
普
及
し
た
の
で
、
式
目
と
合 

写
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
従
っ
て
憲
法
単
行
書
と
称
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
他
に
適
当
な
語
が
思
い
浮
ば
ぬ
の
で
、
便
宜
上
憲
法
単 

行
書
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
書

紀

•
伝
暦
所
引
以
外
の
も
の
と
い
う
意
味
に
と
っ
て
頂
き
た
い
。

こ
の
う
ち
伝
暦
並
に
そ
の
注
釈
書
に
つ 

い
て
は
、
私
は
昨
年
太
子
一
千
三
百
五
十
年
御
聖
忌
記
念
出
版
の
聖
徳
太
子
研
究
会
編
「
聖
徳
太
子
論
集
」i

f

稍
針1

* ¥
0-
3

に
寄
稿
せ 

る

「
室
町
以
前
成
立
聖
徳
太
子
伝
記
類
書
誌
」

に
論
証
を
試
み
た
の
で
、
記
述
が
そ
れ
と
重
複
し
、
詳
細
は
此
に
は
省
略
し
た
。

日
本
書 

紀
の
如
く
先
学
の
研
究
の
多
い
も
の
は
説
明
を
簡
に
し
、
従
来
考
証
の
乏
し
い
書
に
は
本
解
題
と
し
て
は
必
要
以
上
に
言
を
費
し
た
所
が 

あ
る
。
書
名
の
下
に
略
称
を
記
し
た
本
は
こ
の
訓
読
並
に
校
異
に
採
択
せ
る
本
で
あ
る
。

こ
の
訓
読
並
に
校
異
の
版
下
原
稿
が
で
き
上
っ 

た
後
で
、
新
に
気
づ
い
た
本
が
あ
り
、
調
査
を
行
っ
た
が
、
法
隆
寺
蔵
伝
暦
以
外
は
残
念
な
が
ら
追
補
が
で
き
ず
、
解
題
と
校
勘
記
に
於 

て
の
み
ふ
れ
た
。
但
し
訓
と
し
て
は
掲
出
本
以
外
に
特
に
新
に
追
加
を
要
す
る
ほ
ど
独
自
の
も
の
は
な
い
。

本

調

査

並

に

「
麗
|
十
七
条
憲
法
訓
読
並
校
異
」

に
つ
い
て
は
、

貴
重
な
る
秘
笈
の
閲
覧
と
複
写
撮
影
を
御
許
可
賜
っ
た
所
蔵
者
各
位



の
御
芳
志
の
お
か
げ
に
負
ぅ
所
極
め
て
多
く
、
謹
ん
で
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

一
日

本

書

紀

(
卷
廿
ニ
推
古
紀
)
所

引

本 

東

洋

文

庫

(
岩
崎
文
庫
)
蔵

〔
平
安
〕
写

本

(
略

称

「
岩
崎
」
)

卷

廿

ニ

•
廿
四
の
両
卷
を
存
し
、
寛
平
延
喜
頃
の
写
と
見
ら
れ
、

朱

筆

の

ヲ

コ

ト

点

•
句
点
、

墨

筆

の

訓

点

•
声
点
が
詳
細
に
付
さ 

れ
、
本
文
の
書
写
年
代
は
、
平

安

初

写

の

田

中

本

(
卷
廿
ニ
は
欠
)

に
次
ぎ
、
付
訓
本
と
し
て
は
書
紀
諸
本
中
最
古
の
鈔
本
で
あ
る
。
訓 

点
は
ほ
ゾ
三
種
か
ら
成
り
、
第

一

次

の

朱

ヲ

コ

ト

点

•
墨
訓
は
平
安
中
期
末
一
条
天
皇
の
頃
と
推
定
さ
れ
、
等

二

次

朱

ヲ

コ

ト

点

•
墨
訓

(兼
良
)

は
院
政
期
と
思
わ
れ
、
第
一
次
点
の
上
に
重
ね
て
ぅ
っ
た
箇
所
も
あ
る
。
第

三

次

墨

筆

訓

点

は

巻

末

に

「
以

卜

部

家

本

校

之

(
花
押
)
」

と 

あ
る
如
く
、

一
条
兼
良
が
ト
部
家
本
を
以
て
校
合
書
入
せ
る
も
の
で
あ
る
。
従

っ

て

こ

の

第

三

次

の

訓

•
校

注

は

次

の

吉

田

兼

右

本

と一 

致
す
る
所
が
多
い
。
本
訓
読
表
に
於
て
は
、
各
次
の
訓
を
識
別
せ
し
め
る
為
に
、
岩

崎

本

に

限

っ

て

「
岩

崎

I
」

「
岩

崎

=
」

「
岩
崎
皿
」 

と
し
て
、
別
々
に
並
列
し
て
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。

北

野

天

満

宮

蔵

〔
平
安
後
期
〕
写

本

(
略

称

「
北
野
」
)

廿

八

冊

(
巻

ニ

.

一
四
欠
)
は

院

政

時

代

•
鎌

倉

時

代

.
南

北

朝

時

代

•
室

町

時

代

.
江
戸
時
代
と
書
写
年
代
及
び
テ
キ
ス
ト
を
異
に 

す
る
取
り
合
せ
本
で
、
神
紙
伯
家
資
継
王
の
蔵
で
あ
っ
た
が
、
後
に
平
野
神
社
ト
部
兼
永
の
有
に
な
り
、
後
転
々
と
し
て
元
禄
時
代
北
野 

神
社
に
奉
納
さ
れ
た
。
卷
廿
ニ
は
院
政
時
代
初
期
の
写
本
類
に
属
し
、

そ

の

頃

の

朱

筆

の

ヲ

コ

ト

点

(
紀
伝
点
)
•
句
点
、
墨
筆
の
訓
点
、
 

校
合
注
等
の
書
入
が
入
っ
て
い
る
。

こ
の
院
政
時
代
書
写
本
類
は
古
本
系
統
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
巻
は
ト
部
本
の
系
統
で
あ
る
。
 

宮

内

庁

書

陵

部

蔵

〔
平
安
末
鎌
倉
初
間
〕
写

本

(
略

称

「
書
陵
部
」
)



し
ヽ

巻

ニ

•
十

•
十

二

ー

十

七

•
廿
一
ー
廿
四
の
存
十
二
巻
。
各
巻
筆
写
年
代
を
異
に
す
る
が
、
鎌
倉
後
の
巻
ニ
を
除
き
、
冬
く
院
政
時
代 

か
ら
鎌
倉
初
間
の

写
。
卷
廿
ニ
推
古
紀
は
ほ
f
前
掲
北
野
本
と
同
系
。
朱

筆

ヲ
コ

ト

点

(
紀
伝
点
)
環
筆
訓
点
が
附
さ
る

。

天
理
図
書
館
蔵
天
文
九
年
ト
部
兼
右
書
写
校
合
本
(
略

称

「
吉
田
」
)

卷
三
以
下
卷
卅
に
至
る
廿
八
冊
。
卷
卅
末
の
天
文
九
年
十
一
月
の
吉
田
兼
右
の
奥
書
や
各
巻
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
大
永
五
年
累
代
の
ト 

部
本
を
紛
失
し
た
の
で
、

三
条
西
実
隆
が
永
正
十
年
十
ー
年
に
書
写
せ
る
卜
部
本
を
重
写
し
、
ト

部

兼

致

本

.
禁

裏

本

.
ー
条
兼
良
書
写 

卜
部
本
と
対
校
し
、
不
審
の
所
.は

日

本

紀

決

釈

•
字
訓
抄
等
に
よ
っ
て
正
改
し
た
と
い
ぅ
。
そ
の
他
北
野
系
の
本
と
の
対
校
注
や
養
老
私 

記

•
日
本
書
紀
私
記
等
の
訓
説
も
書
入
さ
れ
て
い
る
。
朱

筆

の

ヲ

コ

ト

点

•
句
点
、
墨
筆
の
訓
点
が
精
密
に
附
さ
れ
、
別

訓

.
校
合
注
の 

書
入
が
甚
だ
多
い
。
卜
部
本
を
底
本
と
し
な
が
ら
、
本

文

•
訓
説
両
面
に
わ
た
っ
て
周
密
な
対
校
を
加
え
た
こ
の
本
は
、
書
紀
の
殆
ど
企 

巻
を
存
し
、
豊
富
な
訓
説
を
遺
し
て
い
る
。
卜
部
家
が
学
者
と
し
て
頭
角
を
表
し
た
の
は
錄
倉
時
代
で
あ
る
か
ら
、
ト
部
本
は
元
来
王
朝 

以
来
の
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
た
或
る
一
定
の
本
文
•
訓
説
を
純
粋
に
伝
え
た
と
い
ぅ
よ
り
は
、
諸
本
を
独
自
の
見
解
を
以
て
校
定
し
、
諸 

家
の
訓
説
を
折
衷
し
て
加
点
せ
る
性
格
を
有
す
る
。
従

っ

て
こ
の

兼
右
本
は
さ
ら
に
諸
点
本
を
広
く
参
照
し
、

そ
れ
を
伝
え
た
功
績
を
有 

す
る
が
、
他
面
そ
の
古
態
の
純
粋
性
を
損
っ
て
、
変
容
混
淆
の
弊
を
来
し
て
い
る
こ
と
も
免
れ
な
い
。

内

閣

文

庫

蔵

〔
近
世
初
〕
写

本

(
略

称

「
内
閣
」
)

永
正
本
と
も
言
わ
れ
、
前
掲
兼
右
本
の
底
本
と
な
っ
た
、
永

正

十

•
十
一
年
三
条
西
実
隆
が
卜
部
家
本
を
書
写
せ
る
本
の
慶
長
頃
の
重 

鈔
で
あ
る
。
朱

筆

の

ヲ

コ

ト

点

•
句
点
、
墨
筆
の
訓
点
が
附
さ
れ
、
校
注
の
首
書
が
あ
る
。

た
ゾ
実
隆
本
に
欠
く
神
代
巻
は
ト
部
兼
夏
本 

に
よ
っ
て
い
る
。
慶
長
十
五
年
古
活
字
版
は
此
に
よ
っ
た
ら
し
く
、
現
行
流
布
本
の
祖
本
と
な
っ
て
い
る
。

〔
寛
永
頃
〕
刊

本

•
同

寛

文

九

年

修

本

(
略

称

「
寛
文
版
」
)



慶
長

十

五

年

跋

刊

古

活

字

版

(
無
訓
)
は
、

洛
陽
野
子
三
白
が
三
条
西
実
隆
本
に
基
い
て
校
定
翻
印
し
、

書
紀
三
十
巻
完
本
の
最
初
の 

刊
行
で
あ
っ
た
。
寛
永
頃
そ
れ
を
覆
刻
し
、
ト
部
本
系
の
訓
点
を
附
刻
し
た
整
版
本
が
上
梓
さ
れ
た
。

そ
の
板
木
を
使
用
し
て
、
刊
記
を 

追
加
す
る
為
に
、

三
白
の
跋
文
の
葉
を
改
雕
し
て
、
寛
文
九
己
酉
年
正
月
吉
辰
の
年
記
と
武
村
市
兵
衛
昌
常
以
下
四
名
の
刊
行
者
名
を
入 

れ
た
の
が
、
現
行
流
布
本
の
所
謂
寛
文
版
で
あ
る
。
寛
永
頃
の
整
板
本
と
別
版
の
如
く
言
わ
れ
て
い
る
が
、
同
版
修
補
で
あ
る
。

こ
の
板 

木
は
以
後
江
戸
時
代
を
通
じ
随
分
後
ま
で
使
用
さ
れ
て
、
刷
印
を
重
ね
た
の
で
、

そ
の
間
幾
次
か
の
修
補
が
加
え
ら
れ
、
訓
点
等
に
小
異 

が
見
ら
れ
る
。

ま
た
江
戸
後
期
の
覆
刻
も
あ
る
。
憲
法
の
箇
所
で
も
そ
の
出
入
異
同
に
気
づ
い
た
が
、
所
謂
寛
文
版
の
修
補
刷
印
に
つ
い 

て
は
実
際
に
諸
本
を
比
較
対
照
せ
る
調
査
が
未
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
残
念
な
が
ら
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
明
で
き
ぬ
。

こ

、
で 

は
修
補
の
な
い
覆
古
活
字
附
訓
本
を
掲
出
し
た
。

ニ
聖
徳
太
子
伝
暦
所
引
本

伝
暦
の
現
存
諸
本
は
厳
密
に
言
え
ば
、
字
句
の
異
同
が
相
互
に
か
な
り
多
い
が
、
大
き
な
意
味
で
大
差
の
あ
る
異
本
は
存
し
な
い
。

し 

か
し
伝
存
諸
本
を
大
ま
か
に
類
別
す
る
な
ら
ば
甲
類
本
と
こ
類
本
の
ニ
つ
、

そ
れ
に
故
藤
原
猶
雪
博
士
が
提
出
さ
れ
た
所
謂
原
撰
本
の
三 

つ
に
大
別
さ
れ
る
。
甲
類
に
は
比
較
的
古
い
鈔
本
が
此
に
属
し
、

こ
類
本
は
寛
永
刊
本
を
代
表
と
し
、
比
較
的
書
写
の
降
っ
た
鈔
本
の
系 

統
で
あ
る
。
甲

•
乙
両
種
本
の
形
の
上
で
の
差
の
大
き
な
目
安
は
、
本

願

縁

起

•
暦

録

•
七
代
記
等
の
引
用
書
の
引
文
が
大
字
本
文
に
な 

っ
て
い
る
か
、
小
字
双
行
の
注
文
に
な
っ
て
い
る
か
に
あ
る
。
伝
暦
の
伝
存
本
は
殆
ど
全
て
に
詳
細
な
訓
点
が
附
さ
れ
、
古
訓
の
名
残
り 

を
と
ゾ
め
て
い
る
も
の
が
多
い
。
従
来
伝
暦
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
の
は
、

乙
種
の
寛
永
刊
本
か
日
本
仏
教
全
書
本
で
、

そ
の
古
本
に
属 

す
る
甲
類
本
は
国
史
大
系
本
に
至
る
ま
で
校
勘
に
殆
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
注
意
を
要
す
る
。



⑷

伝
暦
甲
類
本

宮

内

庁

書

陵

部

蔵

〔
鎌
倉
〕
•
貞
応
ニ
年
写
本
ニ
卷
ー
軸
並
一
冊
(
略

称

「
伏
見
」
)

伏
見
宮
家
旧
蔵
。
上

•
下
巻
は
元
来
夫
々
別
本
で
あ
っ
た
の
が
、
今
一
具
に
配
さ
れ
て
い
る
。
上
巻
は
巻
子
装
。
下
巻
は
両
面
書
の
冊 

子
装
。
下

巻

末

にr

貞
応
ニ
年|

五
月
七
日
書
写
了
』
本
云\

永
久
元
年
九
月
一
日
以
黒
移
点
了
并
本
所
无
之
文
等
付\

注

附

或

本

了

沙
 

門
賢
仁
」

な
る
貞
応
ニ
年
の
書
写
奥
書
と
永
久
元
年
の
本
奥
書
と
を
有
す
る
。
上
巻
に
は
奥
書
は
な
い
が
、
貞
応
を
下
ら
ぬ
頃
の
鎌
倉
時 

代
の
書

写

に

か

、
る
。
共
に
詳
細
な
る
墨
筆
の
訓
点
(

§
1 1
|
の「な? 5
リ
」の
^

| 1
|
|
^
な
れ
1
〔
此

.
四
声
点
並
に
異
本
と
の
校
合
注
が
書 

入
さ
れ
、
現
存
本
中
書
写
年
期
の
明
か
な
最
古
本
で
あ
る
。
下

巻

末

に

「
法
隆
寺
金
堂
中
尊
光
後
銘
文
」
(
以
覚
玄
律
師
之
本
写
之
)
を
附
記 

す
る
。
東
大
史
料
編
纂
所
に

こ
の
影
写
本
が
あ
る
。

書

陵

部

蔵

〔
江
戸
〕
写

本

ニ

巻

一

冊

(
略

称

「
続
類
従
」
)

和
学
講
談
所
旧
蔵
。

「
続
羣
書
類
従
百
八
十
九
下
」
原
本
。
他
の
諸
本
は
推
古
天
皇
十
五
年
ま
で
を
上
巻
、
以
下
を
下
巻
に
分
つ
が
、
 

こ
の
本
は
十
四
年
を
以
て
巻
上
の
終
り
と
す
る
。

巻

上

尾

に

「
長
寛
三
年
六
月
十
一
日
六
ヶ
度
交
点
了\

借
住
円
舜
之
」
、

巻

下

に

「
永 

万
元
年
六
月
十
九
日
書
借
住
円
舜
」

の
本
奥
書
を
移
写
し
、
全
巻
に
黄
筆
の
ヲ
コ
ト
点
、
朱

墨

両

筆

の

訓

点

•
校
注
の
書
入
が
多
い
。

こ 

の
黄
筆
点
に
つ
い
て
は
巻
上
末
に
、

「
黄
土
点
本
長
保
六
年
申
辰
三
月
七
日
書
写
点
了
之
」

「
本
有
有
猶
卅
七
歳
左
？
上
帖
ュ\

嘉
応
三
年 

二
月
十
一
日
点
了
/

黄
土
高
名
点
也
」
、
巻
下
末
に
、
「
永
久
元
年
九
月
一
日
以
墨
移
点
了
并
本
所
无
之
文
等
付
注
附
或
本
了
沙

F!
\

抑
賢 

仁
自
去
歳
冬
比
沈
於
重
病
之
患
弥
留
既
以
大
漸
猶
于
今
者
人
□
不
\
遂
除
念
仏
外
尤
無
益
也
雖
然
皆
学
仏
法
ロ
是
上宫

王
之
恩
沢
也
閑
思 

□
□
□
涙\

難
禁
仍
為
報
彼
大
恩
方
点
此
□
暦1

1
1
1

□
太
子
垂
□

□

□

一
 

仏
□
□
ロ

」
「
醍
醐
三
密
房
与
□
頼
大
納
言
木
工
頭
敦
高\

三 

人
読
点
也
黄
土
点
也
寛
弘
元
年
八
月
廿
一
日
書
本
」

と
。

こ

の
交
合
点
本
の
祖
本
の
本
奥
書
(
誤
写
が
あ
っ
て
識
読
し
難
い
)
に
ょ
っ
て
そ



の
由
来
を
ほ
ゾ

知
り
得
る
。
本
写
本
は
写
し
は
新
し
い
が
、

そ
の
祖
本
が
使
用
せ
る
黄
土
点
本
は
現
存
本
中
年
代
が
最
も
古
い
。

た
ゾ
本 

写
本
は
原
鈔
本
か
ら
幾
次
か
の
転
写
を
重
ね
た
写
本
で
あ
る
か
ら
、

か
な
り
旧
形
か
ら
外
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
黄
筆
の
ヲ
コ
ト
点
に
は 

多
少
点
の
位
置
に
ず
れ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の

本
は
奥
書
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
前
掲
の
貞
応
書
写
本
と
近
縁
関
係
に
あ
る
。
活 

版
本
続
群
書
類
従
本
は
原
訓
点
を
全
て
省
い
て
あ
る
。

彰
考
館
文
庫
に
は
藤
貞
幹
が
寛
政
八
年
に
ニ
条
法
眼
所
持
本
を
以
て
校
合
書
入
を
加
え
た
寛
永
五
年
刊
本
が
蔵
さ
れ
る
。

ニ
条
法
眼
蔵 

本
は
こ
の
永
万
元
年
円
舜
奥
書
本
で
、
貞
幹
は
校
合
識
語
も
移
写
し
、

ま

た

表

紙

•
本
文
首
尾
の
臨
写
を
附
綴
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ 

ば

「
興
福
寺
東
院
」

の
墨
書
、
表

紙

に

「
伝
領
訓
賢\

伝
領
覚
範\

借
住
円
舜
」

の
墨
署
が
あ
る
。

こ
の
永
万
奥
書
本
系
の
写
本
は
他
に 

東

京

大

学

附

属

図

書

館

蔵

(
南
葵
文
庫
旧
蔵
)
〔
江
戸
末
〕
写
本
ニ
冊
が
あ
り
、

続
群
書
類
従
原
本
に
あ
る
印
本
と
の
朱
筆
校
字
も
移
し
て 

あ
る
か
ら
、
和
学
講
談
所
本
の
重
鈔
で
あ
ろ
う
。
訓
点
黄
土
点
も
附
し
て
あ
る
が
、
書
陵
部
本
に
比
し
簡
略
で
、
校
合
識
語
は
移
写
さ
れ 

て
い
な
い
。
残
念
な
が
ら
、

こ
の
系
統
の
本
は
江
戸
末
の
写
本
の
み
で
、
旧
鈔
本
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

徳
島
本
願
寺
蔵
乾
元
ニ
年
写
本
ニ
卷
ニ
軸
(
略

称

^
^
」
)

(
師
力
)

巻
子
装
。
上

巻

末

に

「
乾
元
一
一
年
#

初

四

月

廿

六

日

於

法

隆

寺

西

室

第

六

坊

申

時

許\

書
写
了
筆
□
恵
厳\

為
出
離
生
死
頓
証
菩 

提
乃
至
法
界\

衆
生
平
等
利
益
耳
」

の
書
写
奥
書
、
下

巻

末

に

朱

筆

の

「
己
上
朱
点
法
隆
寺
本
"
以
テ
写
了
\

応
永
八
£

二
月
廿
一
日
於
ロ 

□
□
写
了
」

な
る
加
点
識
語
を
有
す
る
。

ま
た
安
政
六
年
の
東
都
竹
林
宝
持
院
堅
雄
の
改
装
補
修
識
語
及
び
元
治
元
年
の
菩
薩
近
円
竹
林 

陰
遁
知
息
の
施
入
識
語
が
あ
る
。
全
巻
に
亘
つ
て
精
密
な
訓
点
が
附
さ
れ
、

そ
の
訓
点
は
墨
筆
の
訓
点
、
別
手
の
朱
筆
の
送
仮
名
と
声
点 

清

濁

点

(
仮
名
に
も
朱
声
点
あ
り
)
か
ら
成
り
、

ま
た
音
義
校
合
注
が
書
入
さ
れ
て
い
る
。
墨
訓
点
は
時
代
を
異
に
す
る
ほ
ゾ
三
手
か
ら 

成
り
、

朱
訓
点
は
奥
書
の
示
す
如
く
応
永
八
年
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

ま
た
紙
背
に
は
本
文
と
同
時
頃
の
筆
を
以
て
、

古

徳

伝

•

一
巻
伝



一
〇

(
明 

一
)
•
巡

礼

記

•
南

岳

恵

思

禅

師

伝

.
大

唐

衡

嶽

高

僧

伝

•
宝

鑰

注

•
扶

桑

記

•
太

同

縁

起

•
倭

国

巡

礼

記

•
日

本

記

.
七

代

記

•
 

文

選

•
一
切
経
音
義
.
新

楽

府

•
沙
門
定

海

補

闕

字

勘

文

•
日

本

霊

異

記

•
論

語

疏

•
勝

鬉

疏

(
元晓

)
•
西

域

記

•
勝
*
法

窟

•
上宫
 

王

疏

.
善

光

寺

念

仏

記

.
桂

菀

珠

藥

抄

.
東

山

抄

.
昌

題

集

.
礼

記

.
鏡

水

抄

.
玉

篇

.
法

花

大

意

.
法

花

甫

正

記

.
敷
山
霜
月
会
€ 

起

•
年

代

記

•
明

達

律

師

伝

•
最

勝

王

経

•
元

興

寺

縁

起

•
古

今

注

•
両

卷

疏

•
後

漢

書

•
法隐

寺

縁

起

•
無

量

寿

経

*

ハ
角
堂
縁
起
.
 

断

罪

雑

抄

•
病

患

論

•
随

聞

義

.
世

風

記

•
名

例

律

•
薩

婆

多

部

律

抄

•
大

般

若

経

•
法

界

次

第

•
有

年

代

記

•
或

講

弍
ニ
ニ
輔
黄
図
.

(
沈
力
)

広

志

•
法

花

玄

賛

•
法

花

玄

賛

要

集

•
求
約
*
宋

書

•
韓

詩

外

伝

.
倭

漢

年

代

.
上

生

経

疏

•
三

教

指

帰

•
勝

鬉

経

疏

義

泓

抄

(明
空
)
* 

薬

師

経

疏

•
勝

*
経
御
製
疏
等
の
多
数
の
和
漢
の
内
外
典
ょ
り
の
引
用
を
抄
録
し
て
勘
注
を
な
し
、
間

に

「
私
云
」「

C

案

」
「
或
説
云
」 

や
音
義
注
、
訓
説
の
別
訓
を
交
え
て
詳
細
を
極
め
、
引
書
の
中
に
は
逸
書
を
含
み
極
め
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
伝
暦
廿
六
年
の
条
に
引 

用

さ

れ

た

r

大
唐
伝
戒
師
僧
名
記
伝
云
」

の

文

中

の

「
又
天
台
智
者
大
師
隋
帝
和
上
册
餘
年
」

に

つ

い

て

の

紙

背

注

に

「
常

本

三

十

余 

年
ト
ア
リ
今
校
も

/ ^
律
行
事
抄
資
持
記
中
二
四
十\

餘
年
ト
ア
リ
仍
直
之
畢
\
今
正
和
元S!

七
月
□

六
日
校
了 \

談
義
処
法
隆
寺
北
室
校 

主
恵
厳
」

と
記
し
て
あ
る
。

顕

真

の

「
聖
徳
太
子
伝
私
記
」
(古
今
目
録
抄
)
上

に

「
ニ

卷

伝

(伝
|&
を
指
す
)
裒

七

代

記

者

先

\

生
六
生 

唐
土
、

此
生
、

一
生
日
本
/

都
合
七
代
云 
> 

此
不
可
一
然1

/

已
云
大
唐
七
代
記一

不

可一

加
一
/

日
本
一
又
計
者
唐
：エ
，̂

\
七
代
、
即
貧
^
表 

白

見

」

と
あ
る
。

こ
の

裏
書
は
本
妙
本
の
裏
書
に
も
あ
る
。
従
っ
て
本
鈔
本
の
裏
書
も
先
行
の
そ
れ
を
移
写
し
た
も
の
で
、
本
鈔
本
の 

手

鈔

者

が
自

ら

輯

し

た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

本
鈔
本
の
テ
キ
ス
ト
は
大
体
甲
額
本
に
属
す
る
が
、

間

々

乙

類
本
に
合
致
す
る
所
も

あ 

り

、

少

し

く

混
合
的

な

要
素
を
含
ん
で
い
る
。

興
福
寺
蔵
徳
治
ニ
年
写
本
ニ
卷
四
帖
(
略

称

「
興
福
寺
」
)

折

帖

装

。

上

卷

末

本

文

同

筆

の

奥

書

に

「
文

永

肆

年

獅

十

ー

月

廿

ニ

日

於

定

林

寺

書

之

/

筆

師

慶

重

生

年

卅

八

』

于

時

徳

治

ニ

年

釘

五



月
廿
九
日
已
尅
於
菩
提
寺
牲
生
院
道
場
書
早
結
縁
執
笔
修
行
者I

f

 
/

徳
治
ニ
年
六
月
二
十
三
日
校
点
終
功
既
畢
/

校
合
于
多
本
加
点
於 

両
卷
畢
但
古
点
ロ
\

紙
繆
或
難
可
為
指
南
専
尋
字
書
添
削
\

旧
本
両
得
則
並
存
異
説
未
詳
則
直
任
古
\
説
豈
敢
臆
説
来
者
詳
焉
不
顧
魯
丹 

之
愚\
頑
偏
慕
斑
鳩
之
聖
敏
方
今
汗
与
筆
下
渡
将
点
争
而
已
」
、

下

巻

末

にr

于
時
徳
治
ニ
年
五
月
廿
六
日
於
菩
提
寺
性
生
/

院
已
尅
書 

写
了
執
笔
脩
行
者
良
巌
」

r

徳
治
ニ
年
六
月
十
日
校
勘
多
本
弃
偽
採
真
定
彼\

従
此
又
有
輙
添
削
猥
裨
補
偏
感
聖
徳
之
感
也\

何
難
賢
才 

之
難
今
且
受
皓
首
薜
衣\

之
跳
加
魯
丹\

荒
蕪
之
点
豈
非
感
老
学
之
志
忘
炎
暑
労
哉
(花
押
)
」

と
。
墨
筆
の
訓
点
、
校
合
注
の
書
入
が
附 

さ

れ

て

い

る

。

真
福
寺
蔵
観
応
元
年
写
本
巻
上
一
冊
(
略

称

「
真
福
寺
」
)

表
紙
に
巻
上
下
と
あ
る
が
、
今
下
巻
は
失
わ
れ
て
い
る
。
巻
上
は
十
四
年
に
終
り
、
尾

題

に

「
聖
徳
太
子
伝
暦
卷
上
下
」

と
。
巻
末
奥 

書
に
、
「
承
元
四
年f

十
二
月
午
剋
書
写
了
心
貞
\

此
志
非
名
利
愛
業
以
偏
書
写
功
生
>
世
々
値
遇
大
聖
為
上\

求
菩
提
下
化
有
情
也
惣 

者
自
始
過
去
二
親
至
于
乃
至
六
趣\

四
生
群
類
平
等
利
益
也
』
観
応
元
年g

五
月
二
日
於
中
州
地
蔵
院
\

以
一
夜
松
之
専
学
房
之
御
本
書 

写
之
了\

僧
淳
円
之\

同
三
日
点
耳
」

と
。
朱
墨
両
様
の
訓
点
朱
の
四
声
点
濁
点
が
附
さ
れ
、
別
訓
校
注
の
附
記
が
多
く
、
前
掲
伏
見宫
 

家

旧

蔵

本

•
続

群

書

類

従

本

(
特
に
別
訓
が
)

と
一
致
す
る
所
が
多
い
が
、
間
々
乙
類
本
と
合
致
す
る
所
も
あ
る
。

天

理

図

書

館

蔵

〔
鎌
倉
末
〕
写

本

ニ

卷

ニ

冊

(
略

称

「
天
理
甲
」
)

粘
葉
装
。
下
巻
第
卅
五
丁
以
下
寛
永
刊
本
を
以
て
補
写
。
上
巻
末
に
起
注
文
等
を
附
記
。
巻
末
に
天
保
四
年
雲
華
院
大
舎
が
こ
の
東
寺 

観
智
院
蔵
本
を
院
主
海
宝
僧
正
ょ
り
附
属
さ
れ
た
旨
の
手
跋
あ
り
。r

聆
濤
閣
鑑
蔵
記
」
「
岡
田
真
之
蔵
書
」
印
あ
り
。
大
倉
精
神
文
化
研 

究
所
に
本
鈔
本
の
影
写
本
を
蔵
す
。

法
隆
寺
蔵
観
応
ニ
年
釈
仲
甚
書
写
本
ニ
卷
ニ
軸
(
略

称

「
法
隆
寺
」
)



金
界
の
卷
子
装
。
上
巻
末
書
写
奥
書
に
、
「
観
応
ニ
年
醉
仲
春
下
旬
比
於
法
隆
寺
別
院\

上
宮
王
院
北
室
北
面
寮
写
之
訖
願
以
伝
記
書\

 

写

之

功

必

為

太

子

値

遇

之

縁

右

筆

仲

甚

」
、
下
巻
末
に
、
「
観
応
ニ
年I

初
夏
上
絃
候
於
洛
陽
中
御
門\

町
光
林
寺
□
□
写
之
訖
願
廻
一 

筆
之
微
功
速\

成

ニ

利

之

大

行

而

已

右

筆

仲

基

」

と
。
墨
筆
の
送
仮
名
、
朱

筆

の

返

点

•
音
訓
連
続
符
が
附
さ
れ
、
墨
筆
の
送
仮
名
に 

は
、
本

文

同

筆

の

外

に
薄
墨
の
や
ゝ
後
筆
(
左
旁
記
の
別
訓
校
注
、

四

声

点

.
濁
点
に
多
し
)
が
交
り
、

ま
た
少
し
く
朱
筆
の
校
字
旁
記 

が
ぁ
り
、
下
巻
紙
背
に
本
文
同
筆
の
勘
注
三
条
が
存
す
る
。

こ
の
本
は
古
く
か
ら
法
隆
寺
に
伝
っ
た
も
の
で
な
く
、
大
正
八
年
に
市
場
に 

出
た
の
を
、
故內

藤

湖

南

博

士

•
黒
板
勝
美
博
士
等
を
始
め
と
す
る
有
志
の
募
金
に
ょ
り
購
入
施
入
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
の
奉
加
帳
一
巻 

が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

西
本
願
寺
蔵
文
明
四
年
写
本
ニ
卷
ニ
帖
(
略

称

「
晒1

」
)

折
帖
装
。

上
巻
末
奥
書
に
、

「
連

ミ

所

持

之

志

在

之

処

於

南

都

不

慮

感

得

之

畢

偏

頼

上

宮

\
雷
霊
之
哀
憐
而
已\

天
文
十
八g

歳
十 

二
月
廿
九
日
天
台
秀
英
(花
押
)
」
、
下
巻
末
に
、
「
本
伝
云\

保
安
五
年
三
月
十
三
日
書
了
僧
荘
厳
\

以
同
十
四
日
点
了
是
法
隆
寺
本
也
点 

師
僧
文
朝
但
点
本
者
石
見
入
道
并
\

守
朝
已
講
被
点
之
本
薬
師
寺
/

前
律
師
御
房
被
点
撰
御
坐
本
以
点
写
耳
』
応

長

ニ

季

季

春

八

日

未 

剋
書
写
早
\

庶
以
此
筆
功
力
者
不
離
上
宮
生
>

/

世

>
如
影
随
順
在
>
処

>
為
諸
/
衆
生
善
友
知
識
一 

>
度
遙
五\

十
六
億
七
千
万
歳
慈 

民
下
生
者\

共
衆
生
見
仏
聞
法
矣
\

金

剛

仏

子

(梵
字
)
』
致
此
伝
暦
之
写
功
者
当
寺
第
十
六
世\

住
持
霊
波
長
老
存
命
之
時
此
料
紙
\

雖 

被
惣
置
有
本
来
仏
果
之
唱
/

以
降
積
星
霜
成
軽
塵
云
遺
弟
比
丘
印
秀
迎
御\

忌
為
報
恩
謝
徳
特
者
為
先
師
得
脱
\

豊
浦
寺
宝
蔵
寺
外
不
出 

御
本
申
出\

於
橘
寺
五
室
書
写
早\

伏
願
烈
上
宮
法
皇
之
族
弟
輩
共
昇
三
/

菩
提
之
覚蓦

而
已
\

罟
文
明
四
年g

七
月
七
日
/

仏
子
印 

秀

』
多
年
持
念
之
本
望
以
於
南
都
\

不

思

儀

感

得

之

畢

頼

本

願

雷

霊\

乗
二
世
照
覧
而
已\

天
文
十
八g

歳
十
二
月
廿
九
日
天
台
秀
英 

(花
押
)
」

と
。
送
仮
名
に
は
や

、
後
筆
の
別
手
が
僅
に
加
っ
て
い
る
。

こ
の
本
は
藤
原
猶
雪
博
士
の
所
謂
保
安
五
年
書
写
加
点
本
を
祖
本



と
す
る
豊
浦
寺
本
の
旧
形
を
示
す
と
思
わ
れ
る
唯
一
の
現
存
伝
本
で
あ

る

。

東

北

大

学

附

属

図

書

館

(
狩
野
文
庫
)
蔵

応

仁

ニ

年

写

本

ニ

卷

ニ

軸

(
略

称

「
狩
野
」)

巻

初

•
紙

背

•
巻

末

に

「
法
隆
寺\

律
学
院\

御
経
蔵
」

の
墨
印
。

上
巻
末
奥
書
に
、

「
于
#

延
文
第
二
暦
仲
夏
下
旬
候
今
年
潤
月
相 

当\

伝

之

間

依

不

所

持

馳

筆

訖

五

師

重

懐

六

十

三

』
応
仁
第
二
暦g

八
月
醉
廿
五
日S

於
法
隆
寺\

普
門
院
書
写
之
訖
雖
有
老
筆
之
憚 

依
堯
順
房\

所

望

如

形

移

之

了

権

律

師

寛

清1

u
±+
一ハ」
、
下

巻

末

に

「
_

延
文
第
五
暦
仲
夏
下
旬
候
今
年\

潤
月
分
相
当
伝
之
間
依
不 

所
持
馳
筆
訖\

五
師
重
懐
六
十
三
』
于
時
応
仁
第
二
暦g

九
月
九
日
於
法
隆
寺\

普
門
院
書
写
之
訖
琳
清
堯
順
房
為
所\

望
之
間
且
為 

聖
徳
法
皇
恩
徳
報
謝
値
遇\

結
縁
且
為
後
学
稽
古
紹
隆
三
宝
利
楽
有
情
乍
憚
拭\

老

眼

如

形

奉

移

之

畢

Jtbs
^ s
書
写
第
五
度
目\

右
筆
権

{■朱
筆
ノ

律

師

寛

清1

狀
±±
ハ
』

南
无
日
域
元
祖
上
宮
聖
徳
法
皇
内
証
救
世
大
慈
観
音
菩
薩
」

と
。
朱
筆
の
返
点
、
墨
筆
の
送
仮
名
が
附
さ
れ
、
少
し 

く
朱
筆
の
校
合
書
入
が
あ

る

。

大
日
本
仏
教
全
書
所
収
本
の
底
本
。
本
鈔
本
は
甲
類
本
で
あ

る

が

、

七
代
記
本
願
縁
起
等
が
一
部
小
字
双 

注
に
な
り
、
又
字
句
に
も
牲
々
乙
類
本
に
近
く
な
つ
て
い
る

所
が
あ
っ
て
、
甲
類
が
こ
類
に
移
り
行
く
一
種
の
混
合
本
で
あ

る

。

高
野
山
宝
寿
院
蔵
文
明
六
年
写
本
ニ
卷
ニ
軸
(
略

称

「
{§!§

」)

表
裏
両
面
書
卷
子
装
。
各
巻
末
に
和
文
の
音
義
注
を
附
し
、
下
巻
末
に
四
天
王
寺
勘
注
聖
徳
太
子
御
墓
所
事
等
を
抄
録
。
卷
上
末
奥
書 

に
、
「
文
明
六
年
押
十
月
廿
四
日
於
高
野
山
谷
上
多
聞
院
書
之\

住
持
重
義5

J S
」
、
下

巻

末

に

「
文
明
六
年5：

十
一
月
十
八
日
於
高
野 

山
谷
上
多
聞
院
上
下
ニ
卷
書
之
/

住

持

重

義

-ti«.
-t-®
g
」

と
。
墨
筆
の
訓
点
を
附
す
。

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
天
文
十
一
年
写
本
ニ
卷
ニ
冊
(
略

称

「
大
東
急
」)

狩

谷

掖

斎

•
伴

直

方

•
木
村
正
辞
等
旧
蔵
。

上
巻
末
奥
書
に
、

「
于
時
天
文
十
一
年
！

j

二
月
廿
六
日
於
摂
州
欠
郡
/

四
天
王
寺
東
僧
坊 

借
住
永
暹
依
所
望
不
顧
悪
筆
\

染
笔
端
了
若
後
代
>
残
者
披
見
之
次
念
仏\

一
 

返
御
廻
向
頼
入
而
已
/

当
寺
住
天
台
真
言
兼
学
沙
門
/

ニ
ニ



一
四

常
順
法
師
四
十
三
才\

持
主
借
住
永
暹
」
、
下
巻
末
に
御
廟
石
記
注
文
•
空

海

の

証

得

三

地

記

•
太

子

五

常

語

•
天
王
寺
守
護
一
十
五
所
本 

地
垂
迹
等
を
附
記
し
、
次

に

「
筆
者
借
住
常
順
^
;\

持
主
借
住
永
暹
」

と
墨
署
。
朱

引

•
墨
筆
訓
点
が
附
さ
る
。

四
天
王
寺
蔵
慶
長
十
一
年
写
本
ニ
巻
一
冊
(
略

称

「
1 1
」
)

巻

首

に

「
平
等
心
王
院
」
印

。
上

巻

末

奥

書

にr

慶
長
十
一
年
結
一
夏
於
嵯
峨
清
凉
寺
奥
院
地
蔵
院
/

畢
随
而
行
事
休
息
之
間
摸
写
之 

者
也
一
校
了
」
、

下
巻
末
に
、

「
墨
点
旱
』
慶
長
十
一
年f

九

月

廿

七

日

写

功

畢

賢

海

有

」

と
。

墨
筆
の
訓
点
四
声
点
濁
点
が
附
さ 

る
。

岩

瀬

文

庫

蔵

〔
室
町
〕
写
本
ニ
卷
ニ
冊

外

題

に

「
聖
徳
太
子
伝
抄
」

と
、
内

題

に

「
上
官
聖
徳
太
子
伝
等
抄
之

| 5
錄

籠

_
細
|
?
賊
之
」
と
題
す
る
如
く
、
伝
暦
全
文
と
四
天
王 

寺

縁

起

•
太
唐
王
代
記
起
注
文
そ
の
他
の
関
聯
資
料
を
抄
録
し
、

「
今
私
云
」

の
案
語
を
少
し
く
附
し
た
も
の
で
、

た
ゾ
太
子
誕
生
年
に 

つ

い

て

はr

但
於
誕
生
并
夢
年
者
依
此
伝
一
不
抄
之
頼
餘
伝
蜜
注
一
記
撰
之一

於
自
餘
細
事
者
多
分
用
之
一
抄
注
之
ー
処
也
」

と
云
ぅ
如
く
、
 

伝
暦
の
各
年
干
支
の
み
は
、
冒

頭

の

夢

の

年

をr
元
年
駐
」
、
誕

生

年

を

「
ニ
年§

」

に
作
り
、

以
下
そ
の
順
に
変
改
し
て
あ
る
。

墨
筆 

の
訓
点
、
朱
筆
の
声
点
が
附
さ
れ
、
少
し
く
朱
筆
の
書
入
が
あ
る
。
穂
久
邇
文
庫
に
こ
の
本
の
影
鈔
本
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。

㈣

伝
暦
乙
類
本

東
大
寺
図
書
館
蔵
文
明
一
六
年
写
本
ニ
卷
ニ
冊
(
略

称

「
g
0J$
」
)

表

紙

に

「
東
大
寺
印
」
の
朱
印
。
上
巻
末
奥
書
に
、

「
一
校
早
』
于
時
文
明
十
六
年|

五
月
日
於
南
都
五
智
光
院
北
坊
閑
窓
染
禿
筆
了\

 

比
丘
実
英
」
、
下

巻

末

に

「
一
校
了
』
于
時
文
明
十
六
年I

五
月
日
於
南
都
五
智
光
院
北
坊
閑
窓
染
/

禿

筆

記

比

丘

実

英

」

と
。

上
巻 

後
表
紙
裏
に
享
保
十
一
年
の
伝
領
識
語
が
あ
る
。
朱
点
朱
引
墨
筆
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。



上
巻
末
奥
書
に
、r

告
明
応
ニ
年I

七
月
十
三
日
談
義
結
願
読
師
舜
海
五
師
\

此
伝
者
願
順
得
業
筆
為
仏
法
結
縁
恐
申
也
主
禅
慶
」

と
。
 

上

下

巻

末

に

後

代

の

筆

で

「
太
子
伝
上
下
卷
\

奉
寄
付
英
m
法
印
所
也
/

九
州
肥
前
国
黒
髪
山
住
玄
純
」

な
る
施
入
識
語
が

あ
る
。
朱
筆 

に
て
加
点

さ
る
。

北

野

天

満

宮

蔵

〔
永
正
十
七
年
〕
写
本
ニ
卷
ニ
冊

下

巻

尾

にr

自
壬
午
入
滅
永
正
十
七鼸

迄
八
百
九
十
九
年
也\

自
癸
已
誕
生
永
正
十
七
迄
九
百
四
十
八
年
也\

六
十
六
代
一
条
院
自
正 

暦
三
年
駐
平
朝
臣
基
親
作\

至
永
正
十
七
年
_
迄
五
百
廿
九
年
也
」

と
い
ぅ
本
文
同
筆
の
識
語
が
記
さ
れ
、
朱
筆
音
訓
連
続
符
墨
筆
訓
点 

が
付

さ

れ

て
い
る
。

内

閣

文

庫

蔵

〔
近
世
初
〕
写
本
ニ
卷
ニ
冊

各

巻

首

「
紅
葉
山
本
」
印
。
慶
長
年
間
徳
川
家
庚
が
採
進
せ

し
め
た
本
で
、
近

藤

正

斎

「
右
文
故
事
」
巻 

一
(l

l f
JbiH
j
に

「
〔附
注
〕
按 

ニ
本
光
日
記
ニ
慶
長
十
九
年
十
月
二
十
九
日
s

殿
内
近
藤
源
左
衛
門
来
本
国
寺
よ
り
太
子
伝
武
冊
要
法
寺
よ
り
扶
桑
集
六
冊
持
参
ト
ア 

リ
即
板
倉
伊
賀
守
ノ
採
進
本
ナ
ル
へ
シ
又
按
一
一
コ
ノ
書
俗
一
一
平
氏
伝
ト
云
フ
平
基
親
ノ
撰
ナ
レ
ハ
ナ
リ
基
親
ハ
従
三
位
兵
部
卿
元
久
三
年 

出
家
ト
補
任
二
見
ユ
本
国
寺
ハ
洛
陽
五
条
ノ
南
ニ
ア
リ
日
蓮
宗
ナ
リ
」

と
。

天

理

図

書

館

蔵

〔
室
町
後
期
〕
写

本

ニ

卷

ニ

冊

(
略

称

「
天
理
乙
」
)

上
下
各
々
別
筆
の
取
り
合
せ
本
。
上
巻
は
厚
手
楮
紙
仮
綴
無
辺
無
界
で
あ
る
が
、
下
巻
は
白
界
を
設
け
厚
手
楮
斐
交
漉
紙
両
面
書
粘
葉 

装

。
下
巻
に
は
内
外
典
よ
り
の
引
用
が
行
間
に
旁
記
さ
れ
て
い
る
。

上
巻
末
奥
書
に
、

「
本
云
\

于
時
文
亀
ニ
I

十
二
月
日
於
法
隆
寺 

脇
之
坊
\

雖
悪
筆
憚
多
為
自
他
結
縁
翰
染
早
永
舜
\

敬

田

院

住

於

院

家

僧

坊

大

納

言

」

と
。
本
鈔
本
の
上
巻
は
乙
類
本
で
あ
る
が
、



下
巻
は
少
し
く
こ
類
に
合
ぅ
所
も
あ
る
が
、

乙
類
の
注
文
の
多
く
が
本
文
に
な
っ
て
い
る
等
大
体
は
甲
類
本
に
属
す
る
。

尾
題
の
左
右 

に
、
嘗
て
藤
原
猶
雪
氏
が
紹
介
せ
る
菅
原
為
長
本
の
奥
書
(
藤
原
氏
引
文
と
少
し
く
出
入
あ
り
)
が
、
次
の
如
く
本
文
と
は
別
筆
を
以
て 

移
写
さ
れ
て
い

る

(
後
述
参
照
)
。
但

し
こ
の

鈔
本
の
本
文
は
藤
原
氏
の
紹
介
さ
れ
た
為
長
本
で
は
な
い
か
ら
、
左
の
文
は
こ
の

本
元
来
の 

奥
書
で
は
な
く
、
参
照
資
料
と
し
て
引
載
し
た
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

太
子
平
氏
伝
作
者
之
事
古
来
不
知
菅
原
為
長
自
筆
平
氏
伝
奥
書
日
/

是
堤
中
納
言
兼
輔
卿
之
撰
也
d
秘
蔵
事
也
此
太
子
伝
今
高
辻
家
在 

之
\

平
中
納
言
太
子
伝
古
本
奥
書
日
延
喜
十
七
年
九
月
蔵
人
頭
兼
輔
撰\

又
日
此
書
本
兼
輔
卿
貫
首
之
時
所
撰也

'！?

按
兼
盛
者
光
孝
天 

皇
曾
孫\

篤
行
賜
平
姓
其
子
兼
盛
也
兼
輔
者
延
喜
十
八
八
廿
八
補
蔵
人
頭
後
任
/
中
納
言
右
衛
門
督
承
平
三
二
十
八
薨
世
号
堤
黄
門
是 

也
今
度
応
尹宫

\

所
望
清
書
此
伝
加
愚
点
者
也

此
書
堤
中
納
言
兼辅

紙
廿
丁
斗
書\

編
残
ノ
書
ナ
リ
平
兼
盛
続
也
以
為
太
子\

伝
題
平
中
納
言
太
子
伝
者
以
桓

寛
元
一
一
年
八
月
為
長

武
帝
後
胤\

平
中
納
言
以
所
持
本
為
長
写
之
故
不
忘\

其
本
書
平
中
納
言
太
子
伝
暦
ほ 

国

立

国

会

図

書

館

蔵

〔
近
世
初
〕
写

本

一

冊

(
略

称

「
国
会
甲
」)

巻

頭

遊

紙

に

「
山
城
国\

太
秦
\

広
隆
寺
」
、

本

文

首

尾

に

「
広
隆
寺
\摁

持
院
」

の
印
。

巻

頭

「
聖
徳
太
子
伝
暦
一
巻
M

M
平
氏 

撰

」
、
巻

尾

に

「
聖
徳
太
子
伝
暦
卷
下
」

と
題
す
る
が
、

実
際
は
巻
を
分
け
て
い
な
い
。

平
氏
伝
雑
勘
文
や
日
本
書
紀
等
ょ
り
の
抄
録
を 

遊
び
紙
や
眉
上
に
注
記
す
る
所
が
あ
る
。

国

立

国

会

図

書

館

蔵

〔
室
町
後
期
〕
写

本

ニ

卷

ニ

冊

(
略

称

「
国
会
こ
」)

向
山
黄
邨
旧
蔵
。

米

沢

市

立

図

書

館

蔵

〔
近
世
初
〕
写
本
ニ
卷
ニ
冊



巻

末

に

「
太
子
馬
脳
記
文
」
「
太
子
末
世
起
文
」
(
末

に

「
右
此
両
起
文
者
勝
定
院
義
持
将
軍
自
天
王
寺
申
出\

於
京
都
末
世
之
事
流
布 

之
畢
」

と
注
す
る
)
を
付
記
す
る
。
朱
点
朱
弓
朱
筆
返
点
、
星
筆
P
点
が
付
さ
る
。

四

天

王

寺

蔵

〔
室
町
後
期
〕
写
本
巻
上
一
冊

朱

筆

の

返

点

•
音

訓

連

続

符

•
声

点

•
濁
点
、
墨
筆
の
送
仮
名
が
付
さ
れ
、
訓
点
等
は
寛
永
刊
本
に
諸
本
中
最
も
近
い
。

石
上
神
社
旧 

蔵

。

寛

永

五

年

刊

本

ニ

卷

ニ

冊

(
略

称

「
寛
永
版
」
)

広
く
流
布
通
行
。
巻

末

奥

書

に

「
右
太
子
伝
者
於
和
州
法
隆
寺
一
校
畢
」

と
。
奧

書

の

次

に

刻

さ

れ

た

刊

記

に

「
寛
永
五
年
八
月
0 

板
木
屋
勝
兵
衛
開
板
」

と
あ
る
の
と
、
板

木

屋

以

下

が

「
野
田
庄
右
衛
門
」

と
な
っ
て
い
る
も
の
と
の
二
種
が
あ
る
。
共
に
同
版
で
あ
る 

が

、
板
木
屋
の
方
が
先
で
、

野
田
の
方
が
求
板
の
後
印
本
で
あ
る
。

寛
文
十
二
年
刊
本
ニ
卷
五
冊

外

題

r
g
g

聖
徳
太
子
伝
暦
」
、

版

心

「
首
書
太
子
伝
」

と
。
伝
暦
本
文
は
寛
永
五
年
刊
本
を
訓
点
と
共
に
踏
襲
す
る
。
但
し
明
か
な
誤 

刻
は
訂
正
し
て
あ
る
。
詳
細
な
評
注
を
付
し
た
所
謂
鼇
頭
本
で
、

こ
の
首
書
は
主
と
し
て
玉
林
抄
•
集
要
抄
に
拠
り
、
要
領
を
得
て
、
室 

町
以
前
の
伝
暦
注
釈
の
大
略
を
簡
便
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
刊

記

に

「
寛
文
十
二
壬
子
年
四
月
吉
旦
/

五
条
橋
通
塩
竈
町
丁
子
屋
\
吉 

田
五
郎
兵
衛
尉
刊
行
」

と
。

㈧

伝

暦

菅

家

正

本

(
藤
原
猶
雪
校
)
復
原
本

故
藤
原
猶
雪
博
士
は
、
東
京
大
震
災
で
焼
失
せ
る
東
大
図
書
館
蔵
釈
蒙
潮
手
校
「
太
子
伝
傍
註
」

な
る
室
町
末
近
世
初
間
写
本
を
基
礎 

に
し
て
、

該
本
に
対
校
書
入
さ
れ
た
菅
原
為
長
手
写
本
を
以
て
、

後
世
の
竄
入
を
含
ま
ぬ
伝
暦
の
原
形
を
示
す
正
本
と
断
定
し
、

且
つ

一
七



一
八

营

家
本
の
奥
書
か
ら
藤
原
兼辅

を
伝
暦
の
撰
者
と
推
定
せ
る
考
証
を
付
し
、
蒙
潮
本
の
書
入
に
よ
っ
て
菅
家
本
を
復
原
校
訂
せ
る
「
職
聖 

徳
太
子
伝
暦
」
(
I
l
y
f
l
M

fr-
聖
)
を
公
刊
さ
れ
た
。

爾
来
博
士
の
説
は
現
学
界
で
は
有
力
と
な
り
、

復
原
本
は
博
士
の
解
説
編
校
に
な 

る

「
聖
徳
太
子
全
集
」
卷
三
に
も
昭
和
十
九
年
重
刊
さ
れ
、
ま

た

雄

山

閣

発

行

の

雑

誌

「
古
典
研
究
」

ニ

卷

ニ

号

(
昭
和
十
二
年
刊
)
付
録 

「
十
七
条
憲
法
並
聖
徳
太
子
御
伝
集
」

(圭
室
諦
成
編
)

に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

焼
失
東
大
本
の
底
本
と
な
っ
た
の
は
、
豊
浦
寺
宝
蔵
本
を
文
明
四
年
印
秀
が
書
写
せ
る
本
(前
掲
の
西
本
願
寺
蔵
本
が
此
に
該
当
)
を
比
曾 

現

光

寺

(今
の
比
蘇
寺
)
の
可
空
が
伝
写
せ
る
本
で
、

そ
れ
に
洛
東
安
井
門
跡
文
庫
本
(
青
筆
)
•
南

都

阿

弥

陀

寺

本

(
朱
筆
)
を
以
て
校 

合
を
加
え
、
更
に
蒙
潮
が
菅
原
為
長
寛
元
三
年
書
写
本
を
以
て
校
合
書
入
(
紫
筆
)
を
施
し
た
校
本
で
あ
る
。
博
士
は
さ
ら
に
伏
見宫

本 

(
書
陵
部
現
蔵
)
、
流
布
本
の
代
表
と
し
て
の
大
日
本
仏
教
全
書
本
を
以
て
対
校
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
の
主
要
点
を
挙
げ
れ
ば
、
伝
暦
の
主 

要

引

書

の

「
暦
録
」
「
七
代
記
」
「
本
願
縁
起
」
等
の
引
用
が
伏
見
本
は
殆
ど
本
文
に
作
り
、
菅
家
本
を
除
く
他
本
は
或
は
本
文
或
は
注
文 

に
作
る
が
、

菅
家

本

は

そ

の

引

用

が

絶

無

で

あ

る

(
ち
な
み
に
こ
類
本
は
悉
く
注
文
と
な
る
)
。

従
っ
て
そ
の
引
文
は
も
と
追
記
の
注
文 

で
あ
っ
た
の
が
、
後
に
漸
次
誤
っ
て
本
文
に
竄
入
さ
れ
た
も
の
で
、
菅
家
本
は
そ
の
原
形
の
旧
姿
を
と

ゾ

め
る
正
本
で
あ
る
。

こ
の
推
定 

の
論
法
を
導
い
た
の
は
伝
暦
成
立
年
の
下
限
推
定
の
問
題
で
あ
る
。

即

ち

伝

暦

に

は

寛

弘

四

年

(
一
〇
◦
七
)
金
堂
内
か
ら
求
め
出
さ
れ 

て
か
ら

世
に
弘
っ
た
本
願
縁
起
が
引
か
れ
て
い
る
の
に
、

一
方
此
よ
り
廿
餘
年
前
の
永
観
ニ
年
(
九
八
四
)
に

源

為

憲

が

撰

述

せ

る

「
三 

宝
絵
詞
」

に

は

既

に

「
平
氏
撰
聖
徳
太
子
」

の
書
名
が
引
か
れ
て
い
る
。

こ

の

奇

態

な

る

矛

盾

は

「
本
願
縁
起
」
等
は
後
世
の
追
記
と
看 

做

す
こ

と

に

よ

っ

て

解
消
せ
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
博
士
を
し
て
菅
家
本
を
伝
暦
の
原
形
本
と
断
定
せ
し
め
る
動
機
た
ら 

し
め
た
も
の
は
伝
暦
成
立
年
代
の
下
限
推
定
に
都
合
が
よ
い
と
い
ぅ
一
点
に
帰
す
る
。

ま
た
博
士
は
為

長

本

の

左

の

奥

書

(
ほ
ぼ
同
文
が
前
掲
天
理
図
書
館
蔵
本
に
引
載
)

か
ら
、
著
者
を
藤
原
兼
補
と
断
定
さ
れ
た
。



古
本
奥
書
云
延
喜
十
七
年
九
月
蔵
人
頭
兼
輔
\

撰

又

云

此

書

平

(
^

1 ;
5 |
^

| 1
)
兼
輔
貫
首
之
時
所
撰
也
\

雜

按

兼辅

(

«

l l
I S
f

l l
し
、
)
者
光
孝
天
皇
曾
孫
篤
行
賜
平
姓
其\

子

兼

輔(〔l
i
l
l

l l—
)

也

。

延
喜
十
七
八
廿
八
補
蔵
人
頭
後

任
中
納
言\

右
衛
門
督
承
平
三
二
十
八
薨
世
号
堤
黄
門
是
也
今
度\

応
尹宫

所
望
清
書
此
伝
又
加
愚
点
者
也

寛

元

三

年

八

月

為

長

委

在

撮

要

講

要

(f
l l
s l
)

博
士
の
説
が
甚
だ
根
拠
薄
弱
で
あ
っ
て
現
段
階
の
史
料
を
以
て
し
て
は
成
立
し
難
い
こ
と
は
、
前

掲

の

「
室
町
以
前
成
立
聖
徳
太
子
伝 

記
類
書
誌
」

に
於
て
、
筆
者
は
批
判
し
た
か
ら
、

こ

、
に
詳
述
を
省
く
。

そ
の
要
を
あ
げ
れ
ば
、
本
願
縁
起
が
そ
の
奥
書
通
り
に
寛
弘
四 

年
初
め
て
出
現
し
た
と
い
う
伝
え
を
必
し
も
固
執
す
る
必
要
は
な
く
、
続
群
書
類
従
本
に
附
さ
れ
た
長
保
六
年
加
点
の
黄
土
点
が
同
本
所 

引
の
本
願
縁
起
に
も
附
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
同

縁

起

所

引

の

現

行

伝

暦

が

「
三
宝
宝
詞
」

に
引
か
れ
て
も
、
何
等
支
障
が
な
い
。
博
士
の 

復
原
本
に
ょ
っ
て
菅
家
本
を
考
察
す
れ
ば
、

こ
の
菅
家
本
は
甲
類
で
は
な
く
、

こ
類
と
も
多
少
字
句
に
出
入
は
あ
る
が
、
大
き
く
言
え
ば 

乙
類
に
近
く
、
言
わ
ば
小
字
双
行
の
注
文
の
な
い
こ
類
本
と
言
っ
て
ょ
い
。
甲
類
本
は
書
写
年
代
或
は
そ
の
祖
本
の
年
記
が
古
い
本
で
、

乙
類
本
は
い
ず
れ
も
室
町
以
降
の
本
で
、
鎌
倉
以
前
に
溯
る
写
本
は
伝
存
し
な
い
。
大

体

甲

•
こ
の
差
は
形
の
上
で
は
、
本
願
縁
起
等
の 

主
要
引
用
書
の
引
文
が
大
字
本
文
に
な
っ
て
い
る
か
、
小
字
双
行
の
注
文
に
な
っ
て
い
る
か
で
あ
る
。
甲
類
で
も
そ
の
本
文
の
形
態
が
書 

写

年

記

の

古

い

本

(
伏
見
宮
本
の
如
き
)

は
本
文
に
作
り
、

そ

れ

に

次

ぐ

の

は

(
阿

波

本

願

寺

.
西
本
願
寺
本
の
如
き
)
改
行
大
字
本
文 

に
作
り
、
降
っ
て
或
は
改
行
低
一
格
大
字
、
最
も
降
る
写
本
は
改
行
小
字
本
文
に
作
っ
て
い
る
。

こ
の

引
用
文
は
伝
暦
本
文
か
ら
見
れ
ば 

注
的
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
漸
次
純
然
た
る
本
文
と
は
区
別
し
て
記
載
さ
れ
、

乙
類
本
に
至
っ
て
小
字
双
行
の
注
と
し
て
本
文
に 

揷
ま
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
現
存
諸
本
の
比
較
の
上
で
は
餘
程
異
例
の
事
情
が
存
し
な
い
限
り
、
普
通
で
は
注
文
が 

後
世
謬
っ
て
本
文
に
竄
入
さ
れ
た
と
い
う
博
士
の
推
定
は
成
立
し
難
い
。
由
緒
伝
来
の
明
か
な
古
鈔
本
が
新
し
い
形
で
、
室
町
後
期
に
現

一
九



わ
れ
る
伝
来
不
明
の
比
較
的
新
し
い
写
本
に
の
み
旧
形
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
は
い
か
に
も
不
自
然
で
、
書
誌
上
異
例
に
す
ぎ
る
現
象
で 

あ

る

。

伝
暦
の
内
容
文
章
は
旧
記
や
先
行
の
太
子
伝
の
諸
書
の
文
を
掇
拾
輯
纂
し
た
恰
好
気
味
合
い
が
濃
厚
で
あ
る
か
ら
、

暦

録

•
本
願
縁 

起

•
七
代
記
等
を
本
文
中
に
そ
の
ま
、
引
用
す
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

ま
た
伝
暦
は
甚
だ
和
臭
の
強
い
漢
文
で
、
漢
文
語
法
上
の
正
格
に 

は
ま
ら
ぬ
誤
謬
を
往
々
犯
し
て
い
る
。
甲
類
と
こ
類
の
上
で
目
立
つ
字
句
上
の
差
異
の
特
徴
の
一
つ
は
乙
類
で
そ
の
誤
り
が
比
較
的
訂
さ 

れ
、
菅
家
本
は
乙
類
よ
り
さ
ら
に
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
此
は
後
人
が
伝
写
の
過
程
で
不
注
意
に
訛
り
誤
写
を
犯
し
た
と
い
ぅ
性 

質
の
も
の
で
は
な
い
。
意
識
的
な
要
素
が
あ
る
。
此
は
こ
類
は
後
人
が
甲
類
に
手
を
加
え
て
整
杳
し
た
本
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で 

は
あ
る
ま
い
か
。

こ
ぅ
考
え
て
来
る
と
菅
家
本
は
伝
暦
本
来
の
文
の
み
を
残
し
て
、
注
的
性
質
の
文
を
削
除
し
た
後
人
の
整
斉
本
で
、
寧 

ろ
却
て
後
出
本
た
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
い
か
。

な
お
主
と
し
て
伝
暦
に
依
っ
た
と
思
わ
れ
る
太
子
伝
を
弓
録
す
る
「
政
事
要
略
」 

「
本
朝
月
令
」
等
の
伝
暦
成
立
後
さ
ほ
ど
距
て
ぬ
平
安
朝
成
立
の
諸
書
が
い
づ
れ
も
現
行
本
伝
暦
を
使
用
し
た
と
見
ら
れ
る
本
文
を
有
し 

て
い
る
こ
と
を
飯
田
瑞
穂
氏
は
指
摘
し
て
い
る
{
/
d

g

』大1
1

s s
l

p

f装

)。

藤
原
兼
輔
撰
者
説
は
、
上
記
の
為
長
本
の
奥
書
が
そ
の
根
拠
で
あ
る
が
、

そ
の
文
章
の
表
現
に
は
為
長
自
身
が
兼
輔
説
に
疑
惑
を
抱
い 

て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
、
単
に
こ
の
奥
書
の
み
を
以
て
断
定
す
る
こ
と
は
軽
卒
に
失
す
る
。

伝
暦
伝
本
中
所
在
が
判
明
し
て
い
な
が
ら
、
筆
者
が
眼
福
を
恵
ま
れ
ぬ
本
は
、
内
藤
湖
南
博
士
旧
蔵
武
田
家
現
蔵
元
徳
三
年
写
本
、
法 

隆
寺
蔵
の
承
応

ニ

年

写

本

•
巻

子

装

写

本

•
巻

子

装

写

本

.

〔
室
町
〕
写

本

•
延
宝
七
年
識
語
写
本
、
高
野
山
正
智
院
蔵
正
暦
三
年
本
奥 

書
写
本
、
成篑

堂

文

庫

旧

蔵

〔
室
町
〕
写

本

(
巻
下
欠
)
で
あ
る
。

刈

谷
市
立
図
書
館
蔵
写
本
.
高
野
山
宝
城
院
蔵
写
本
の
如
き
板
本
と 

殆
ど
変
ら
ぬ
江
戸
時
代
写
本
類
の
如
き
は
紹
介
を
省
略
す
る
。



三

単

行

本三
千
院

蔵

承

安

三

年

写

(
文
治
三
年
加
点
追
記
)
本

一

巻

(
略

称

「
三
千
院
」
)

巻
子
装
。
紙

背

に

r

梶
井
門
跡
」

の
縫
印
あ
り
。

首
を
欠
き
題
名
不
明
。

四

天

王

寺

御

手

印

縁

起

(
「
常
陸
国
行
方
郡
」

の
行
ょ
り
存 

す
〕
•
十

七

憲

法

.
四

節

文

•
聖
徳
太
子
御
廟
注
文
の
三
篇
を
収
め
る
。
巻
末
奥
書
に
、

承
安
三
年
三
月
甘
二
日|

為
過
去
父
母
妻
子\

等
成
仏
得
道
終
書
写
功
了
/

散

□
惟
宗
季
重
本
名
忠
行 

(I

靡
！
0
已
上
十
七
憲
法
并
四
節
文
等
以
別
当
ロ
ロ
仁
本
加
点
了
\

文
治
三
年
八
月
五
日

墨

筆

の

ヲ

コ

ト

点

(
紀
伝
点
)
•
訓

点

•
声
点
が
附
さ
れ
て
い
る
。
憲

法

は

「
製
憲
法
十
七
条
手
書
奏
之
十
七
憲
法
」

と
前
書
が
あ
り
、
 

末

に

「
天

-
皇

大

悦

群

-
臣

各

写

，ニ

本

，
読

_
伝

天

下

云

上

| ^
^

1 ?
)
正

本

在

法

隆

寺

綱

封

御

倉

之

\

私

云

雛

格

云

推

古

天

皇

十

ニ

年

刊 

上
官
太
子
親
作\

憲
法
十
七
条
国
家
制
法
自
玆
始
」

と
あ
る
。
伝
暦
系
統
に
属
す
る
。

陽
明
文
庫
蔵
建
長
四
年
釈
宗
性
手
写
本
一
冊

厚
手
斐
紙
両
面
書
仮
綴
。
表

紙

に

「
太
子
十
七
憲
法
等
并
当
麻
寺
縁
起\

権
大
僧
都
宗
性
」

と
題
署
。
首
に
、
「
太
子
御
生
年
三
十
三f

 

歳
肇
制
憲
法
十
七
条
手
書
奏
之
其
状
云
」

と
前
書
し
、
末

に

「
天
皇
大
悦
群
臣
各
写
一
本
読
伝
天
下
天
下
大
悦
」

と
、
即
ち
伝
暦
本
系
。
 

次

に

「
起
注
文
」

「
犬
鳥
部
文
松
子
之
伝
云
」
を
写
し
、
末
に
宗
性
の
左
の
識
語
を
存
す
。

建
長
四
年
九
月
十
二
日
参
詣
太
子
御
廟
之
時
借
請
彼
住
侶\

之
本
写
取
之
畢
彼
所
写
取
之
本
紙
筆
珠
狼
藉
之
間
今
重
所
/

清
書
也
仰
願 

今
参
詣
之
功
有
誠
此
書
写
之
勤
不
空
求
捨
離
/

悪
趣
之
業
果
迷
託
生
浄
刹
之
花
台
見
仏
聞
法
済
生
利
物
焉
/

太
子
聖
霊
正
満
我
願
矣 

于
時
同
年
同
月
二
十
二
日I

於
東
大
寺
尊
勝
院
中
堂
東
廊
\

記
録
之
畢
\
右
筆
華
厳
宗
末
葉
法
印
宗
性
/

年
齢
五
十
一
\
夏
菔
三
十
九

ニ
ー



次

に

紙

を

改

め

て

「
当
麻
寺
縁
起
」
を
写
し
、
末
に
建
長
四
年
九
月
廿
二
日
の
宗
性
の
識
語
(
省
略
)
が
あ
る
。

弘
安
八
年
刊
十
七
条
憲
法

法

隆

寺

•
慶
應
義
塾
図
書
館
等
蔵
。
首

行

「
十
七
条
憲
法 

上
宮
太
子
作
」

と
題
し
、
巻

末

に

「
入
道
大
納
言
家
/

奉

施

入

十
 

七
条
憲
法 

/
右
文
者
依
為
本
願
聖
霊
御
作\

有

祈

念

事

開

摸

所

施

入

如

件\

 

弘

安

八

年

三

月

日

」

の
陰
刻
刊
記
が
附
さ
れ 

て
い
る
。
開
板
施
入
の
入
道
大
納
言
家
を
国
史
大
系
日
本
書
紀
の
解
説
は
入
道
右
府
花
山
院
定
雅
と
な
し
て
い
る
が
、
定
雅
は
大
納
言
を 

経
て
、
右
大
臣
に
昇
り
、
康
元
元
年
出
家
、
永
仁
ニ
年
に
薨
じ
、
粟
田
口
入
道
右
大
臣
と
号
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
の
人
で
あ
る
ま
い
。
 

和

田

英

松

博

士

は

「
入
道
大
納
言
家
と
は
如
何
な
る
人
か
。

文
永
五
年
、

権
大
納
言
藤
原
資
季
、

源
雅
家
、

同
顕
方
出
家
し
、
建
治
三 

年
、
同
藤
原
隆
顕
出
家
し
た
れ
ど
、
弘
安
八
年
以
後
ま
で
生
存
し
た
る
事
の
明
な
る
は
、
資
季
の
み
。
藤
原
隆
顕
も
世
に
あ
る
べ
き
年
齢 

な
れ
ど
、

薨
年
詳
な
ら
ず
。
」
(f e

l i
f
)
と
。

鎌
倉
時
代
太
子
信
仰
が
昂
っ
た
時
に
、

三
経
義
疏
等
と
共
に
法
隆
寺
に
於
て
開
板
さ
れ 

た
も
の
で
、

こ

の

頃

「
四
節
願
文
」
も
上
梓
さ
れ
、
共
に
そ
の
板
木
が
今
も
法
隆
寺
に
遺
存
し
て
い
る
。
本
文
は
書
紀
岩
崎
本
系
に
一
致 

す
る
。
後

に

述

べ

る

室

町

時

代

の

「
聖
徳
太
子
御
憲
法
玄
恵
註
抄
」

に

は

本

文

の

校

異

に

「
重
懐
ノ
摺
本
」
が
頻
繁
に
引
か
れ
て
い
る
。
 

筆
者
は
そ
の
遺
品
の
所
在
を
知
ら
な
い
。
重
懐
は
南
北
朝
時
代
の
法
隆
寺
五
師
で
、

「
太
子
伝
見
聞
記
」

の
著
者
で
あ
る
。

同
抄
の
校
異 

の
示
す
所
で
は
こ
の
弘
安
本
に
一
致
し
、

弘
安
版
の
重
印
か
或
は
新
刻
か
わ
か
ら
ぬ
が
、

藤
原
猶
雪
博
士
は
そ
の
根
拠
を
明
か
に
せ
ぬ 

が

、
貞

治

三

年

の

再

摺

と

す

る

(
「
十
七
条
憲
法
嘉
禎
本
」
の
解
題
)
。

た
、：

A

第

十

四

条

の

弘

安

版

の

「
五
百
之
乃
今
遇
賢
」
が

「
重
懐
ノ
摺
本 

ニ
ハ
五
百
歳
之
後
乃
今
遇
賢
ニ
作
レ
リ
」

と
あ
る
か
ら
、

こ

、
だ
け
が
違
っ
て
い
る
よ
ぅ
で
あ
る
。

龍
門
文
庫
蔵
正
安
三
年
書
写
本
一
冊
(
略

称

「
龍
門
正
安
」
)

四

天

王

寺

縁

起

•
十

七

条

憲

法

.
弘

法

大

師

御

記

•
四

節

文

•
松

子

伝

•
太
子
御
廟
石
起
注
文
が
厚
手
斐
緒
交
漉
紙
に
両
面
書
を
以



て
、
綴
葉
装
一
冊
に
収
め
ら
れ
、
巻

末

書

写

奥

書

に

「
正
安
三
年
九
月
廿
六
日
於
戒
光
坊
書
写
了 \

一
 

校
了 \

定
誉
」

と
。
憲
法
は
首
に 

「
十
七
条
憲
法
」

と
題
し
、
題
下
に
伝
暦
の
前
書
を
小
字
双
行
に
記
し
、
末
に
伝
暦
の
後
書
を
記
す
。
詳

細

な

訓

点

.
四

声

点

•
濁
点
が 

附
さ
れ
て
い
る
。
伝
暦
本
系
。

四
天
王
寺
蔵
嘉
禎
ニ
年
写
本
一
巻

池
田
庄
太
郎
氏
旧
蔵
、
従

来

「
池
田
本
」
或

は

「
嘉
禎
本
」

と
称
さ
れ
る
。

三

色

刷n

 

n

タ
ィ
プ
版
の
影
印
に
、
佐

伯

定

胤

•
姉
崎
正 

治

•藤
谷
俊
雄
.藤
原
猶
雪
四
氏
の
解
説
、
新
村
出
氏
の
序
を
附
し
、
「
十
七
条
憲
法
嘉
禎
本
」

と
題
し
、
昭

和

廿

ニ

年

(
序
そ
の
他
論
考
の 

日
付
は
昭
和
十
八
年
)
刊
行
さ
れ
た
。
但
し
こ
の
影
印
は
首
よ
り
第
三
条
の
一
行
ま
で
、
即
ち
印
刷
の
第
一
紙
の
部
分
の
朱
の
ヲ
コ
ト
点 

の
位
置
が
原
本
に
比
べ
る
と
ず
れ
て
、
全

般

に

や

、
下
に
下
り
、
ま

た

や

、
左
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
、
使
用
の
際
注
意
を
要
す
る
。
原
本 

は
新
裂
表
紙
を
添
ぇ
、
料
紙
は
斐
楮
交
漉
黄
紙
四
張
つ
な
ぎ
。
紙
幅
廿
六
.
五喱

。
烏
糸
欄
は
界
高
ニ
〇
*
ニ
極
、
界
幅
ー
.
七
極
。
毎
行
十 

七
乃
至
廿
字
。
巻
首
を
僅
か
闕
く
ら
し
い
が
、
題
名
外
の
本
文
に
は
闕
が
な
い
様
で
あ
る
。
条

文

の

前

に

本

文

よ

り

ニ

格

を

低

し

て

「
理 

非
誰
弁
」

に
始
る
序
に
当
る
漢
文
十
三
行
が
あ
り
、
次

に

「
推

古

天

皇

十

二

年

夏

四

月

戊

辰

皇

太

子

親

肇

作

二

憲

法

十

七

条

I」 

の
前
書
が
あ
っ
て
憲
法
本
文
に
入
り
、
末

一

行

を

あ

け

て

「
十
七
条
終
」
と
題
し
、
次
に
左
の
奥
書
が
あ
る
。

嘉
禎
ニ
丙
申
歳
九
月
三
日
書
写
畢

抑
件
文
為
秘
文
所
也
仍
是
東
大
寺
三
論
書
庫
/
得
之
即
就
而
書
写
所
反
覆
校
合
弗
私
一
字
後
/

者
修
学
之
輩
弗
可
許
加
狼
藉
者
矣
/

興 

福
寺
沙
門
良
是 

同
九
月
九
日
移
点
了 

(餘
)

嘉

禎

三

丁

酉

正

月

於

東

院

一

校

了



同
五
月
十
八
日
於
正
蔵
院
闍
梨
坊
御
本
再
校
了 

(l

p
_

§
)

廿
ー
日
依
命
校
合
悉
左
旁
書
記
了
碰

M S .
I I
1 X
錢
校
e

こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
興

福

寺

の

良

是

(
伝
未
詳
)
な
る
僧
が
嘉
禎
ニ
年
九
月
三
日
に
東
大
寺
三
論
書
庫
本
に
よ
っ
て
書
写
、
同
九
日
朱 

点

(
ヲ

コ
ト
点
等
)
を
移
点
、
翌
三
年
東
院
に
於
て
一
校
、
さ
ら
に
同
年
五
月
十
八
日
正
蔵
院
阿
闍
梨
坊
御
本
に
よ
っ
て
再
校
、

こ
の
行 

が
次
の
青
筆
と
同
筆
と
思
わ
れ
る
か
ら
、

こ

の

再

校

は

命

(
恐
ら
く
良
是
の
)

に
よ
っ

て

隆

良

•
誠
忍
の
両
僧
に
よ
っ
て
廿
一
日
ま
で
に 

交
替
で
青
筆
を
以
て
左
傍
に
移
写
さ
れ
た
も

の

で

あ

ろ

ぅ

。

伹

し

こ

の

左

旁

青

筆

は

「
交
校
合
」
と
あ
る
が
一
筆
で
あ
る
。

本
鈔
本
の
顕
著
な
る
特
色
は
、
憲
法
条
文
の
前
に
他
の
諸
本
や
書
紀
•
伝
暦
等
の
太
子
伝
記
類
に
も
見
な
い
前
書
が
序
の
如
く
附
し
て 

あ
る
こ
と
、
条
文
の
字
に
古
文
を
使
用
し
、
他
本
に
見
ぬ
独
特
の
字
句
と

|]!
読
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
写
本
と
ほ
ゾ
同
系
の
本 

に
は
、
既
に
こ
の
本
の
影
印
本
の
諸
氏
の
解
説
に
示
さ
れ
た
如
く
、
後
掲
の
慶
長
十
年
清
原
秀
賢
加
点
本
(
天
理
図
書
館
蔵
写
本
、
慶
長 

十
三
年
跋
刊
本
)
が
あ
り
、

ま

た

前

書

の

文

は

「
三
社
託
宣
」

や

「
法
明
抄
」

と
関
聯
が
あ
る
。

た
ゾ
累
家
の
秘
本
を
以
て
秘
点
を
加
え 

た
と
い
ぅ
秀
賢
加
点
本
で
は
こ
の
前
書
の
文
と
全
く
の
同
文
が
"
憲
法
と
は
別
の
独
立
の
文
と
し
て
憲
法
の
後
に
「
聖
徳
太
子
御
記
文
」 

と
題
さ
れ
、

r

徳
失
鏡
」

と
共
に
附
さ
れ
て
い
る
。

ま

た

名

古

屋

大

学

図

書

館

蔵

(
神
官
皇
学
館
旧
蔵
)
応
仁
三
年
奥
書
本
に
は
憲
法
.
 

太

子

御

製
記
五
十
八
ヶ
条
と
共
に
こ
の
文
が
「
聖
徳
太
子
御
記
文
」

と
題
し
て
合
写
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
嘉
禎
本
と
清
原
秀
賢
本
と
は
憲 

法
本
文
に
つ
い
て
は
多
少
の
出
入
を
見
る
が
、

こ

の

本

独

特

の

「
(
ニ
条
)
群
卿
有
礼
、

(
三
条
)
頌
声
、

(
十
条
)
誰
能
可
定
、

(
十
四 

条

)

五
百

歳
後
乃

令

遇
賢
、

(
十
七
条
)
大
事
不
可
独
断
」

の
字
に
関
す
る
限
り
一
致
し
て
い
る
。
従
っ
て
清
原
家
累
代
の
秘
本
と
は
こ 

の
本
の
系
統
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

但
し
訓
点
は
違
っ
て
い
る
。

こ

の

前

書

(
清

原

本

の

「
聖
徳
太
子
御
記
文
」
)

に
見
る
、

「
謀
計 

為
二
眼
前
之
利
潤
一
終
当
ニ
神
明
之
罸
—0
正
直
非
ニ
当
時
之
依
怙
(
遂
関
ュ
日
月
之
恵
—0
」

の
句
は
、

中
世
以

来

神

道

界

を

風

靡

し

た

「
三
社



託
宣
」

に
於

て

は

天

照

大

神

御

託

宣

(
た

ゾ

末

句

は

多

く

「蒙一一

日
月
憐
一
」

に
作
る
)

と
称
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
御
記
文
と
極
め
て 

類
似
し
た
文
を
包
含
し
て
や
、
長

文

と

な

っ

て

い

る

も

の

に

「
法
明
抄
」

な
る
も
の
が
あ
る
。
筆
者
の
管
見
せ
る
本
に
、
東
大
寺
図
書
館 

蔵
宗
性
大
徳
手
沢
本
、
高

野

山

持

明

院

蔵

(
高
野
山
大
学
図
書
館
寄
託
)
元
禄
十
六
年
釈
懐
英
書
写
本
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
貞
享
元
年
写
本
、
 

同
蔵
元
禄
三
年
写
本
、
京
大
国
史
研
究
室
蔵
近
世
初
写
本
が
あ
る
。
宗
性
本
は
、
表

紙

に

宗

性

の

筆

で

「
法
明
抄
」
と
題
し
、
「
権
大
僧
都 

宗
性
」

と
署
名
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
は
他
筆
の
鎌
倉
書
写
の
墨
付
三
丁
、

訓
点
が
附
さ
れ
、
末

に

「
自
関
東
被
遣
六
波
羅
状
也
云
々
」 

の
注
記
が
あ
る
。

高
野

山

本

は

十

七

ヶ

条

憲

法

に

附

さ

れ

「
法
明
抄
」

と
題
し
、

「
北
野
御
製
作
」
即
ち
菅
原
道
真
の
作
と
録
さ
れ
る
。
 

尊
経
閣
蔵
の
貞
享
元
年
写
本
は
一
条
関
白
殿
本
を
以
て
写
せ
る
旨
が
記
さ
れ
、

「
法
家
明
句
抄
」

と
題
し
、

同

文

庫

の

元

禄

写

本

はr

聖 

徳
太
子
法
明
抄
」

と
題
さ
れ
、
京

大

本

は

後

掲

の

如

く

「
上宫

法
王
法
明
抄
」
と
題
す
る
。

ま
た
後
掲
の
尊
経
閣
蔵
の
御
成
敗
式
目
•
十 

七
条
憲
法
等
を
合
写
せ
る
明
応
五
年
写
本
に
は
、

こ
の
法
明
抄
が
、

「
得
失
鏡
」
な
る
題
の
下
に
、
徳
失
鏡
の
文
の
末
に
接
続
さ
れ
て
い 

る
。

ち

な

み

に

「
本
朝
書
籍
目
録
」
の
政
要

の

部

に

「
法
家
明
句
抄
」
が
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
同
本
か
否
か
。

御

記

文

•
法

明

抄

•
三

社

託

宣

•
徳
失
鏡
は
、

こ

、
に
例
証
を
省
く
が
、

相
互
に
関
聯
し
合
い
、

同
じ
思
想
か
ら
撰
述
さ
れ
た
も
の 

で
、
文
章
も
部
分
的
に
は
共
通
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
平
安
末
ょ
り
鎌
倉
時
代
に
か
け
醸
さ
れ
た
神
道
的
一
派
の
思
潮
で
、

そ
れ
等
の 

流
れ
が
湊
集
し
て
鎌
倉
後
期
度
会
行
忠
に

ょ

っ

て

理
論
化
さ
れ
て
伊
勢
神
道
と
な
り
、
更
に
転
じ
て
吉
田
神
道
に
移
入
さ
れ
て
室
町
時
代 

に
盛
行
し
た
。

そ
の
別
派
的
な
流
れ
の
一
つ
に
旧
事
本
紀
の
偽
作
に
始
る
太
子
に
仮
託
附
会
す
る
一
種
の
太
子
流
神
道
と
も
言
ぅ
べ
き
一 

派
が
あ
っ
て
、

江
戸
時
代
に
至
る
ま
で
存
続
し
て
い
る
。

本

写

本

の

前

書

は

か

、
る
一
種
の
太
子
教
の
萠
生
の
産
物
と
見
る
べ
き
で
あ 

る
。
藤
谷
俊
雄
氏
が
こ
の
影
印
本
の
解
説
中
に
、

板
倉
本
の
「
十
七
憲
法
徳
失
鏡
」
が
伝
つ
た
清
原
家
は
吉
田
兼
俱
の
第
三
子
宣
賢
が
嗣
い
で
ゐ
る
の
で
、

当
時
両
家
の
間
に
密
接
な
関
係
の
あ
つ
た
こ



と
が
判
る
。

乂
三
社
託
宣
の
起
原
に
就
い
て
、

正
応
年
中
東
大
寺
東
南
院
聖
珍
親
王
の
時
に
庭
前
の
水
に
そ
の
文
字
が
現
れ
た
と
す
る
伝
説
が
あ
り 

(
三
社
託
宣
略
抄
)
、
江
戸
時
代
に
東
南
院
の
池
は
三
社
池
と
名
づ
け
ら
れ
て
ゐ
た
。
然
る
に
後
節
に
説
く
如
く
、
東
南
院
は
東
大
寺
に
於
て
は
「
三
論 

之
本
処
」
と
さ
れ
て
ゐ
る
処
で
あ
る
か
ら
(
東
大
寺
図
書
館
蔵
「
東
南
院
由
来
絵
図
」
)
、

池
田
本
奥
書
に
あ
る
「
東
大
寺
三
論
書
庫
」
は
恐
ら
く
東
南 

院
に
在
つ
た
の
で
あ
ら
ぅ
と
考
へ
ら
れ
、

此
処
に
皇
太
神宫

の
御
託
宣
と
称
さ
れ
る
も
の
、
原
形
と
な
つ
た铜

記
文
が
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と 

は
、
こ
の
問
題
の
解
明
に
何
か
役
立
ち
さ
ぅ
に
思
は
れ
る
と
い
ふ
こ
と
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。
^

親
|
林
針
4
)

と
述
べ
ら
れ
た
の
は
、
「
法
明
抄
」
を
所
有
し
た
宗
性
は
東
大
寺
の
三
論
復
興
に
尽
力
し
た
学
匠
で
東
南
院
と
は
関
係
の
あ
っ
た
こ
と
が 

想
像
さ
れ
る
こ
と
等
と
共
に
、
本
鈔
本
の
源
流
伝
承
を
考
察
す
る
上
に
暗
示
す
る
所
が
多
い
。

ま
た
藤
谷
氏
に
よ
れ
ば
、
良
是
が
一
校
を 

な
し
た
東
院
は
恐
ら
く
興
福
寺
の
東
院
で
、

こ
の
本
が
対
校
に
用
い
た
本
の
あ
っ
た
正
蔵
院
と
は
正
倉
院
と
い
ぅ
こ
と
で
あ
る
。

右
の
如
き
環
境
裡
よ
り
出
た
本
鈔
本
は
上
記
の
如
く
、
本

文

•
訓
読
上
他
の
諸
本
に
比
し
顕
著
な
る
特
色
を
有
し
て
い
る
。
本
文
か
ら 

言
え
ば
、

「
不
」
を

全

て

「
弗

」

に
作
り
、

「
和
」

は

古

文

のr

龢
」
に
作
り
、
第
十
三
条
の
「和
如
曾
識
」
の

「和
」
は

「益
」
に
作 

り
、
「
従

」

は

そ

の

本

字

r
ou
」
(
从
に
同
じ
)

に
作
る
。

そ
の
他
主
な
差
異
を
あ
げ
れ
ば
、

(四
条
)
是
以
群
卿
有
礼
(七
条
)
頌

声

則

起

(九
条
)
要
在
乎
信
(十
条
)
誰
能
可
定
(十
四
条
)
是
以
五
百
歳
後
乃
令 

遇

賢

(十
五
条
)
是
臣
道
矣
故
初
章
日
(十
七
条
)
大
事
不
可
独
断

訓
点
は
奥
書
に
見
る
如
く
、
嘉
禎
ニ
年
九
月
の
東
大
寺
三
論
書
庫
本
に
よ
る
墨
筆
の
返
点
•
送
仮
名
、
朱

筆

の

ヲ

コ

ト

点

•
連
合
符
、
 

嘉
禎
三
年
正
蔵
院
阿
闍
梨
御
坊
本
に
よ
る
青
筆
の
左
旁
の
送
仮
名
が
附
さ
れ
て
い
る
。
墨
筆
の
送
仮
名
に
は
極
め
て
僅
か
で
あ
る
が
、
や 

や
細
め
の
筆
跡
が
交
り
、
朱
筆
の
送
仮
名
が
一
部
左
旁
に
記
さ
れ
て
い
る
。
或
は
嘉
禎
三
年
正
月
の
東
院
に
於
け
る
一
校
か
。
青
筆
は
憲 

法
の
み
で
前
書
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

送
仮
名
は
墨
筆
よ
り
青
筆
の
方
が
詳
細
で
あ
る
。

ヲ
コ
ト
点
は
星
点
は
博
士
家
点
に
一
致
す
る



'か
、
線

点

.
#
点
に
は
読
解
を
試
み
る
と
矛
盾
が
生
じ
、

一
に
帰
納
し
難
く
、
全
体
と
し
て
何
の
点
に
属
す
る
か
決
定
し
難
い
。
移
点
者 

が
原
点
に
無
理
解
で
あ
っ
た
の
で
、
転
写
の
間
に
位
置
が
ゆ
が
め
ら
れ
て
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
後
述
の
如
き
事
情 

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
訓
点
は
個
々
の
語
彙
に
は
岩
崎
本
書
紀
等
の
古
点
と
一
致
す
る
所
が
か
な
り
あ
る
が
、
特
に
全
体
と
し
て
の 

調
子
に
諸
本
に
比
し
顕
著
な
差
異
特
色
を
帯
び
て
い
る
。
他
の
諸
本
と
比
較
し
て
、

ハ

•
ニ

•
モ

•
ト

等

の

助

辞

やr

ミ
」

の
敬
称
の
接 

頭
語
が
極
め
て
多
く
附
さ
れ
、
時
に
は
却
っ
て
誤
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
訓
は
で
き
る
だ
け
音
読
を
さ
け
て
、
意
味
を
汲
ん
だ
訓
読
に 

し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
い
。
他
に
殆
ど
な
い
訓
の
例
を
左
に
あ
げ
よ
う
。

ヲ
コ
ト
点
は
平
仮
名
を
以
て
翻
記
す
る
。

左
動
は
注
記
の
な 

い
の
は
全
て
青
筆
で
あ
る
。

(
一
条
)
以
て
レ
衞
を
為
す
レ
貴
"

為
す
レ
宗
"

隣
の
里
に
上
は
，

下
は
睦
て
論
#
事

を

(
一
一
条
〕

三
宝
を 

四
の
生
の
之
終
の
帰
な
"

ツ
キ
テ 

/
頁

っ

7
3 

\ 

マ
カ
レ
ル

オ

彐
コ
シ
マ
ニ
ノ
フ

何
の
世 

尤

悪

(三
条
)
四
の
時
の
順
ー
¥

_

¥

て万の気に得にレ通|
ニ
六
条
)
懲
し
レ
悪
を
誹
.11謗
上
の
失
を
,
 

(七
条
)
賢

i
哲は 

禍

乱

れ

則

繁

社

稷

(八
条
)
終
—日

に

(九
条
)
要
す
在
か
％

信
に

一
群

-

臣
共
#

は何の事か弗しレ成ら

サ
カ
シ
キ
ヒ
ト 

ミ
ク
ニ 

ヒ
ネ 

マ
ス 

カ
ナ 

マ
へ
ツ
キ
ミ
タ
チ
コ
、
ロ
ミ
ナ
ニ
ィ
ツ
レ
ノ
コ
ト
モ
ミ
ナ
、
リ
オ
へ
ヌ

无
は
レ
信
の
万
の
事
は
悉
"
敗
ん 

(
士
一
条
)
国
に
非
す
，ニ
ー
の
君
は
一
民
に
无
，一
両
の
主
は
，
(雜

齡

)

(

十
三
条
)
任

レ

官

に

(
十
四
条
)
患
は 

極
を
-
(
十
六
条
)
何
の
食

 

(
十
七
条
)
独

-
断

ィ
タ
リ 

ナ

=
カ
ク
ラ
ヮ
ナ
ム

こ
の
訓
の
中
に
は
誤
用
と
思
わ
れ
る
送
仮
名
も
存
す
る
が
、

そ
の
考
証
は
省
く
。
以

上

の

用

字

.
訓
読
を
見
る
と
、
部
分
的
或
は
単
語
の 

送
仮
名
は
か
な
り
古
め
か
し
い
が
、
全
体
を
通
読
す
る
と
、
古
態
を
と
ど
め
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
不
自
然
に
し
て
奇
異
な
感
を
抱
か 

し
め
る
。
即
ち
こ
と
さ
ら
古
文
の
字
を
使
用
し
、
無
理
に

9,
読
し
、
不
自
然
に
助
辞
を
多
く
加
え
て
い
る
点
に
、
故
意
に
異
を
立
て
る
作

ニ
七



二
八

為
的
な
擬
古
の
粉
飾
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
既
に
述
べ
た
如
く
、
本
写
本
は
恐
ら
く
は
太
子
に
仮
託
す
る
一
派
を
立
て
る
意
図
の
下
に 

生
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、

か

、
る
場
合
の
常
套
手
段
は
他
の
本
に
比
し
顕
著
な
る
特
色
と
古
色
と
を
以
て
擬
制
し
て
権
威
を
誇
示
す 

る

こ

と

で

あ

る

。

こ
の

前
書
の
文
は
、
故
姉
崎
正
治
博
士
が

右
読
み
去
っ
て
、
そ
の
所
説
の
ち
ぐ
は
ぐ
と
共
に
、
大
部
分
が
憲
法
条
章
の
意
義
と
懸
隔
し
て
ゐ
る
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
(
中
略
)

そ
の
他
一
々
は
記
さ
ぬ
が
、
此
文
で
奇
妙
な
事
は
、

一
句
一
句
だ
け
を
見
れ
ば
、
多
く
は
各
々
ど
れ
だ
け
か
の
意
味
が
あ
り
、

又
尤
も
ら
し
く
き
こ
え 

る
が
、

前
後
を
連
ね
て
見
る
と
、
く
ひ
ち
が
ひ
が
あ
り
、
或
は
明
か
に
衝
突
し
た
点
が
現
れ
て
来
る
。
而
し
て
、
支
梧
を
っ
ぎ
合
は
さ
う
と
し
て
、
折 

衷
混
合
が
結
着
は
一
層
そ
の
弱
点
を
さ
ら
け
出
す
に
終
っ
て
ゐ
る
。

最

後

行

の

「
弗
知
而
道
、

行
道
事
」
と
い
ふ
如
き
は
、

最
も
露
骨
の
例
に
な
ら 

う
。
さ
れ
ば
そ
の
間
に
用
ひ
て
あ
る
概
念
も
、

殆
ど
一
っ
と
し
て
首
尾
一
貫
し
得
る
も
の
は
な
く
、
人
、
天
、
神

、
道

、
理
、
知
、
行
な
ど
、
筆
者
は 

一
と
し
て
明
確
に
解
説
し
得
る
も
の
は
な
さ
さ
う
に
見
え
る
。
況
や
、
此
等
の
観
念
を
憲
法
の
意
義
内
容
に
連
結
し
て
説
明
す
る
に
於
て
を
や
。

此

の

「
御
記
文
」
が
い
っ
出
来
た
も
の
か
、
定
め
得
な
い
が
、

嘉
禎
を
去
る
こ
と
餘
り
遠
か
ら
ぬ
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
、
当
時
大
分
行
は
れ
て
ゐ
た 

一
種
の
合
理
主
義
の
産
物
と
考
へ
ら
れ
る
。

例
へ
ば
、
慈
鎮
和
尚
の
愚
管
抄
に
見
る
様
な
道
理
観
が
根
柢
に
あ
っ
て
、
其
を
貫
徹
し
又
明
確
に
組
織
す 

る
だ
け
の
力
は
な
い
な
が
ら
、
自
ら
頼
む
心
に
導
か
れ
て
、

他
流
の
思
想
を
わ
け
も
な
く
自
己
の
道
理
観
に
入
れ
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
。
従
っ
て
憲
法 

に
於
け
る
太
子
の
御
精
神
を
汲
ま
う
と
い
ふ
敬
虔
忠
実
の
態
度
は
一
向
に
見
え
な
い
。

只
此
様
な
思
想
や
文
章
を
も
憲
法
の
前
文
と
し
て
書
い
た
y

け 

は
、
太
子
崇
敬
の
一
端
た
る
に
は
違
ひ
な
い
。
(中
略
)

右

、
思
想
観
念
の
混
沌
と
竝
む
で
、
文
章
の
拙
劣
も
亦
、
当
時
に
は
珍
ら
し
か
ら
ぬ
事
な
が
ら
、
太
子
の
憲
法
に
附
記
し
た
も
の
と
し
て
、
一
層
月
と
す 

っ
ぽ
ん
と
の
感
を
強
く
す
る
。
此
も
一
々
述
べ
な
い
が
、

特
に
最
後
三
行
の
如
き
は
、
思
想
内
容
と
は
別
に
扱
っ
て
も
悪
文
の
基
し
い
も
の
で
あ
る
。 

此
様
に
見
て
、
足
利
時
代
以
来
、
旧
蹈
を
伝
へ
る
外
に
能
事
の
な
か
っ
た
法
制
伝
承
家
が
、

此
文
を
珍
重
し
て
一
家
の
秘
伝
と
し
た
の
は
已
む
を
得
な 

い
と
し
て
も
、

南
都
の
学
生
が
珍
重
し
て
之
を
伝
写
し
た
心
持
は
、
理
会
に
苦
む
。
然
し
此
も
南
都
教
学
の
低
下
を
示
す
一
例
と
し
て
見
ら
れ
う
。
他



方

、
新
興
仏
教
の
導
師
達
は
、
此
様
な
南
都
の
学
風
に
も
、
又
北
嶺
の
教
風
に
も
永
別
し
て
、
各
々
の
途
を
拓
い
た
も
の
た
る
事
を
思
へ
ば
、

こ
の
一 

文
も
亦
、
そ
の
間
の
消
息
を
語
る
史
料
の
一
つ
に
も
な
ら
う
。
但
し
、
そ
れ
で
も
太
子
崇
敬
と
い
ふ
一
事
だ
け
は
、

そ
の
文
章
や
内
容
の
如
何
に
関
せ 

ず

、
こ
れ
亦
一
史
料
た
る
を
失
は
な
い
。

と

批

評

さ

れ

た

通

り

で

あ

る

。

こ

の

御

記

文

の

観

念

の

浅

薄

混

沌

は

憲

章

条

文

の

用

字

•
訓

点

に

於

て

も

そ

の

擬

古

粉

飾

の

自

家

撞

着

を 

露

呈

し

て

い

る

。
他

本

に

見

な

い

訓

読

は

往

々

舌

足

ら

ず

で

、

野

人

が

敬

語

を

使

う

如

き

ぎ

こ

ち

な

い

誇

張

が

あ

る

。

そ

れ

は

特

に

左

旁 

の

青

筆

訓

に

目

立

つ

。

こ

の

訓

は

奥

書

(
こ

の

奥

書

の

文

意

は

甚

だ

曖

昧

)

に

よ

れ

ば

正

蔵

院

阿

闍

梨

御

坊

本

に

よ

る

ら

し

い

。

し
か
し 

正

蔵

院

即

ち

正

倉

院

に

か

、
る

附

訓

の

憲

法

が

蔵

さ

れ

て

い

た

と

は

考

え

ら

れ

ず

、
或

は

正

倉

院

に

住

す

る

乃

至

は

正

倉

院

係

り

の

阿

闍 

梨

坊

の

本

と

解

す

べ

き

か

も

し

れ

ぬ

。

い

ず

れ

に

せ

よ

こ

の

本

の

奥

書

全

般

に

何

か

疑

惑

を

感

ぜ

さ

せ

る

も

の

が

あ

る

。

こ
の
本
の
訓
点 

は

旧

く

か

ら

の

伝

来

本

を

書

写

移

点

し

た

も

の

で

な

く

、

「
聖

徳

太

子

御

記

文

」

「
法

明

抄

」

「
徳

失

鏡

」
等

を

擬

作

せ

る

一

派

が

、

本
文 

を

刊

定

し

、

且

つ

従

来

の

種

々

の

訓

を

輯

綴

参

照

し

て

新

に

加

点

し

た

も

の

と

思

わ

れ

る

。

本

写

本

が

そ

の

原

本

で

あ

る

か

、

そ
の
転
写 

で

あ

る

か

は

別

と

し

て

、

そ

れ

は

嘉

禎

か

そ

れ

を

あ

ま

り

溯

ら

ぬ

頃

で

あ

ろ

う

。

ヲ

コ

ト

点

も

旧

来

の

一

定

の

一

つ

の

点

に

準

拠

し

た

わ 

け

で

な

く

、
博

士

家

点

を

勝

手

に

変

形

し

、

左

程

学

問

が

あ

っ

た

わ

け

で

な

い

か

ら

、
点

の

複

雑

な

の

が

古

態

と

思

っ

て

、
徒

に

煩

雑

化 

し
、
自

家

撞

着

を

来

し

な

が

ら

、
当

時

は

ヲ

コ

ト

点

が

か

な

り

形

式

化

し

て

い

た

の

で

、
細

い

所

は

気

づ

か

な

か

っ

た

の

で

あ

ろ

う

。

本 

写

本

を

後

世

の

偽

物

視

す

る

一

説

も

あ

り

、

と

も

角

こ

の

本

は

今

後

究

明

さ

る

べ

き

疑

点

の

多

い

問

題

の

本

で

あ

る

。

本

写

本

の

ヲ

コ

ト

点

は

正

確

に

解

読

で

き

な

か

っ

た

の

で

、

こ

の

諸

本

対

照

訓

読

に

は

残

念

な

が

ら

割

愛

せ

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

。 

名

古

屋

大

学

附

属

図

書

館

蔵

応

仁

三

年

写

本

一

冊

外

題

「
聖

徳

太

子

御

製

記

」
。

神

宮

皇

学

館

大

学

旧

蔵

。

聖

徳

太

子

御

製

記

五

八

ヶ

条

•
聖

徳

太

子

御

記

文

及

び

憲

法

を

収

む

。

憲
法

ニ
九



は

首

に

「
聖

徳

太

子

十

七

箇

条

憲

法

」

と

題

し

、

次

行

「
御

歳

□

三

夏

四

月

手

書

奏

之

」

と

前

書

し

、

後

書

に

伝

暦

の

「
天
皇
大
悦
云 

々
」

の

後

書

を

記

し

、

尾

題

「
聖

徳

太

子

十

七

箇

条

憲

法

」

と
。
憲

法

に

は

墨

筆

を

以

て

訓

点

•
声

点

.
濁

点

を

附

し

、
朱

筆

の

訂

正

追 

補

を

施

し

、
僅

か

な

が

ら

、

さ

程

時

を

距

て

ぬ

別

手

の

別

訓

の

書

入

が

あ

る

。

卷

末

に

「
于

時

応

仁

三

年

11:£,
五

月

日

兵

部

書

」

の
奥
書 

が

あ

る

。尊

経

閣

文

庫

蔵

明

応

五

年

写

本

一

冊

(
略

称

「
尊
経
閣
」
)

外

題

「
御

成

敗

式

目

」
。

御

成

敗

式

目

.
聖

徳

太

子

十

七

箇

条

憲

法

.
聖

徳

太

子

御

記

文

•
得

失

経

.
起

注

文

を

収

む

。

全

巻
に
朱
筆 

の

返

点

•
音

訓

符

•
連

合

符

、

墨

筆

の

送

仮

名

•
声

点

.
濁

点

を

附

し

、

巻

末

書

写

奥

書

に

、

「
明

応

五

年|

初

夏

之

比

書

之

/

珠

寅

之

」 

と
。

こ

、
に

録

さ

れ

た

「
得

失

鏡

」

は

題

下

に

「
聖

徳

太

子

御

作

」

と

署

す

る

が

、
他

の

諸

本

と

違

っ

て

、
所

謂

「
徳

失

鏡

」

の
末
句
に 

行

を

改

め

ず

直

に

「
法

明

抄

」

が

続

け

ら

れ

、

尾

に

「
得

失

鏡

一

巻

」

と

題

さ

れ

て

い

る

。

こ

、
の

「
聖

徳

太

子

御

記

文

」

は
他
の
本
で 

は

「
聖

徳

太

子

未

来

記

」

と

題

す

る

文

で

、

た

ゾ

末

に

r

即
昔
列
ニ
霊
山
説
法
之
庭
；
玫

相
一一承

大

師

ニ

伝

之

法
一
豈

是

有
一
一
一
字
一
言
之
失 

錯
一
哉
」

の

句

が

加

っ

て

い

る

。

龍

谷

大

学

図

書

館

蔵

永

正

元

年

写

本

一

冊

(
略

称

「
龍
谷
大
」
)

写

字

台

本

。

外

題

「
十

七

箇

条

憲

法

」
。

内

題

「
聖

徳

太

子

十

七

箇

条

憲

法

」
。
末

に

伝

暦

の

「
天

皇

大

悦

云

々

」

の

後

書

及

び

「
上
宮
太 

子

三

十

三

御

歳

夏

四

月

肇

製

憲

法

十

七

箇

条

奏

之

其

状

云

云

」

の

前

書

を

記

し

、

次

に

「
告

永

正

元

十

二

月

書

之

」

と
。

伝

暦

本

系

。
朱 

筆

を

以

て

勛

点

を

附

し

、

別

に

墨

筆

に

よ

る

別

勛

の

振

仮

名

送

仮

名

の

追

記

が

あ

る

。
朱

•
墨

共

に

ほ

ゾ

同

手

と

見

ら

れ

る

。

別
本
に
よ 

っ

て

別

訓

を

追

補

し

た

も

の

で

あ

ろ

ぅ

。

龍

門

文

庫

蔵

永

禄

十

年

写

本

一

冊

(
略

称

「
龍
門
永
禄J

)



外

題

「
聖

徳

太

子

未

来

記

•
建

武

式

目

」
(
後

人

筆

〕
。
故

三

浦

周

行

博

士

旧

蔵

。

聖

徳

太

子

未

来

記

•
同

太

子

徳

失

鏡

•
聖

徳

太

子

天 

王

寺

馬

脳

御

記

文

•
聖

徳

太

子

十

七

箇

条

憲

法

章

•
建

武

式

目

を

収

む

。

巻

末

書

写

奥

書

に

、

「
永

禄

十

丁

卯

孟

春

廿

又

七

書

之

」

と
。 

憲

法

の

部

は

、

「
聖

徳

太

子

十

箇

条

憲

法

章

」

と

題

し

、

「
仁

王

三

十

四

代

推

古

天

皇

治

三

十

六

年

甲

子

正

月

始

賜

官

位

四

月

太

子

肇

製

十 

七

箇

条

憲

法

手

書

奏

之

其

状

云

」

と

前

書

し

、

末

に

「
字

并

点

不

審

多

之

後

見

者

改

焉

可

也

」

と
。
訓

点

を

附

す

。

九

州

大

学

附

属

図

書

館

蔵

天

正

十

九

年

写

本

一

冊

「
十

七

箇

条

憲

法

」

と

題

し

、

訓

点

な

し

。

末

に

小

字

を

以

て

、

「
推

古

天

皇

十

二1

年

太

子

三

十

三

，
御

歳

夏

四

月

肇

製1

一
十
七
ヶ
条
" 

憲

法I

奏

之

天

皇

太

悦

以

為

王

道

之

佐

」

と

記

し

、

次

に

書

写

奥

書

ぁ

り

、

「
云

悪

筆

云

老

后

年

以

所

恥

入

也\

雖

然

此

ケ

条

古

今

明

鏡

不 

用

誰\

人

因

茲

為

城

犬

千

代

殿

令

書

遣

之

所\

文

字

誤

於

後

見

之

仁

可

被

直

大

坂\

東

坊

少

輔

以

所

書

本

写

之\

天

正

十

九

年

正

月

日

/ 

神

祇

従

五

位

下

大

炊

助

ト

部

定

冨

入

道

脩

襟

而

□

書

之

」

と
。

天

理

図

書

館

蔵

〔
室

町

〕

写

本

一

冊

(
略

称

「
天
理
」
)

題

簽

「
太

子

憲

法

」
。

内

題

な

く

、

首

に

「
推

古

天

皇

十

二

年

夏

四

月

戊

辰

皇

太

子

親

肇

作

1

一

憲

法

十

七

条

」

の
前
書
が 

あ

る

。

本

文

と

同

時

頃

の

動

点

が

附

さ

る

。

天

理

図

書

館

蔵

淸

原

秀

賢

点

〔
近

世

初

〕

写
本
一

冊

題

簽

に

「
太
子
憲
法
并1

1
g
」
。

憲

法

の

次

に

聖

徳

太

子

御

記

文

•
徳

失

鏡

を

附

す

。
憲

法

は

首

に

「
推

古

天

皇

十

二

年

夏

四

月

戊

辰

、
 

皇

太

！̂

、
親

肇

、

作
一
一
憲
法
十
リ
七
知
一
」

の

書

紀

の

文

を

記

し

、

全

巻

に

朱

筆

句

点

墨

筆

訓

点

が

加

え

ら

る

。

巻

末

奥

書

に

、
 

「
右

一

冊

以

累

家

秘

本

令

謄

写

/

則

加

秘

点

者

也

于

時

慶

長

十\

年

仲

秋

上
擀

\

 

吏

部

郎

中

清

原

秀

賢

」

と
。

大

和

文

華

館

蔵

〔
近

世

初

〕

写

本

一

冊

(
略

称

「
大
和
文
華
館
」
)

三

一



「
黄

石

公

三

略

」

の
後
に
附
綴
。
吉

田

神

社

社

家

鈴

鹿

家

旧

蔵

本

。

朱

筆

句

点

墨

筆

訓

点

が

附

さ

れ

、
清

原

家

本

系

で

、
以
上
三
部
は 

本

文

.
訓

点

共

に

類

似

し

て

い

る

。

陽

明

文

庫

蔵

〔
江

戸

〕

写

本

一

冊

(
略

称

「
陽
明
」
)

外

題

に

「
太

子

憲

法

」
。

首

に

、

r
l
r

天

皇

十

二

年

夏

四

月

A

辰

皇

尤

子

親

肇

作

，一

憲

法

ヤ

七

条

、一」

と

前

書

が

あ

る

。
 

P
点

が

加

え

ら

れ

て

い

る

。

広

隆

寺

蔵

〔
室

町

末

〕
写

本

一

巻

後

補

絹

表

紙

を

添

え

、

銀

紙

を

以

て

裏

打

補

修

を

加

え

た

卷

子

装

。
料

紙

斐

紙

。

「
聖

徳

太

子

憲

法

」

と

題

し

、

「
推

古

天

皇

十

ニ

年

-7¥ 

夏

四

月

肇

製\

憲

法

十

七

箇

条

手

書

奏

之

其

状

云

」

の
前
書
、

末

に

「
天

皇

大

悦

群

臣

各

写

一

本

云

云

」

の

伝

暦

と

同

文

の

後

書

が

あ

る

。
 

巻

末

別

紙

を

継

い

で

「
広

隆

寺

宝

庫

(
印

)
」

(
印

文

「
広

隆

寺

」
)

と

署

し

、

そ

の

紙

背

に

「
此

憲

法

式

目

者

征

夷

将

軍

義

輝

公\

筆
跡 

也

依

旧

損

加

修

補

訖

\

文

政

九

年

丙

戍

秋

八

月

末

大

僧

都

\

周

賢

」

な

る

補

修

識

語

が

あ

る

。

識

語

に

よ

れ

ば

、

足

利

義

輝

(
弘

治

八

年

歿

)

の

筆

と

伝

え

る

が

、

筆

写

年

代

は

室

町

末

近

世

初

間

と

見

る

べ

き

で

あ

ろ

ぅ

。

も
と
朱 

睾

で

P
点

が

附

し

て

あ

っ

た

が

、

全

て

削

り

と

ら

れ

て

、
僅

に

痕

跡

'か

残

っ

て

い

る

。

京

都

大

学

文

学

部

国

史

研

究

室

蔵

〔
近

世

初

〕

写
本
一
冊

本

文

共

紙

表

紙

。

仮

綴

。
外

題

に

「
聖

徳

太

子

徳

失

之

鏡

」

と
。
前

に

聖

徳

太

子

徳

失

之

鏡

•
聖

徳

太

子

碼

碯

御

記

文

•
上

宮

法

王

法 

明

抄

が

あ

り

、
最

後

に

「
聖

徳

太

子

十

七

条

憲

法

」

と

題

し

、

憲

法

全

文

を

掲

ぐ

。

全

巻

本

文

同

筆

の

訓

点

を

附

す

。
首

に

「
円

融

蔵

」 

の

蔵

印

あ

り

。

〔
慶

長

〕
刊

古

活

字

版



|
斯

道

文

庫

•
四

天

王

寺

•
宮

内

庁

書

陵

部

•
国

立

国

会

図

書

館

蔵

。

四

周

双

辺

(
ニ

ー

.
五

X

一
 

五

•
四

極

)
有

界

七

行

、
 

毎

行

十

七

字

。

版

心

粗

黒

ロ

双

黒

魚

尾

、

「
太

子

憲

法

(
太

子

四

節

•
徳

失

•
瑙

碼

)

(
丁

付

、

小

題

毎

別

丁

)
」
。

聖

徳

太

子

憲

法

十

七 

箇

条

(
尾

題

「
上

宮

太

子

十

七

箇

条

憲

法

畢

」

五

丁

)
、

聖

徳

太

子

四

節

文

(
ニ
丁
)
、

聖

徳

太

子

徳

失

鏡

(
ニ
丁
)
、

聖

徳

太

子

碼

碯

御 

記

文

(
一
丁
)

を

収

む

。
慶

長

十

五

年

刊

日

本

書

紀

と

同

活

字

を

使

用

。

四

天

王

寺

本

は

四

節

文

が

な

く

、

書

陵

部

本

•
国

会

本

は

徳

失 

鏡

の

次

に

四

節

文

が

綴

ぢ

ら

れ

、

国

会

本

に

は

最

後

に

解

脱

上

人

学

徒

誡

詞

(
六

丁

)

が

附

さ

れ

て

い

る

。

四
天

王

寺

本

は

第

一

条

の 

「
人

皆

有

党

」

が

「
賞

」

と

誤

植

さ

れ

、

斯

道

文

庫

本

は

そ

の

一

字

が

切

り

と

ら

れ

、

書

陵

部

•
国

会

本

は

切

り

と

っ

た

あ

と

に

「
党

」 

と

刷

っ

た

小

紙

片

が

貼

っ

て

あ

る

。

四

天

王

寺

本

が

初

摺

で

、
他

は

誤

植

に

気

づ

き

訂

正

し

た

も

の

で

あ

ろ

ぅ

。

こ

の

古

活

字

版

は

誤

植 

が

多

い

。

四

天

玉

寺

•
斯

道

文

庫

両

本

は

共

に

京

都

の

平

等

心

王

院

旧

蔵

。

慶

長

十

三

年

跋

刊

本

(
略

称

「
秀
賢
跋
刊
本
」
)

亀

井

孝

氏

•
大

倉

精

神

文

化

研

究

所

蔵

。

表

紙

中

央

に

「
十

七

憲

法

\

徳

失

鏡

」

と

印

刷

。

首

に

「
推

古

天

皇

十

二

年

四

月

戊

辰

皇

太 

子\

親

肇

作

，一

憲

法

十

七

条

一

」

と

前

書

。

尾

題

「
十

七

条

終

」
。

次

に

「
聖

徳

太

子

御

記

文

」

r

徳

失

鏡

」

を

附

し

、

次
に
左
の 

本

奥

書

並

に

刊

語

が

あ

る

。

右
一
冊
以
累
家
秘
本
令
謄
写
則
加
秘
点
/
者
也
于
時
慶
長
十
年
仲
秋
上擀

\
吏
部
郎
中
清
原
秀
賢

挙
直
錯
諸
枉
者
聖
君
之
業
也
勧
善
懲
悪
者
良
臣
/
之
則
也
爰
伊
州
太
守
源
朝
臣
勝
重
公
因
心
明
性
淳
也
/

而
伝
奉
行
於
天
亦
匡
法
令
於
雒
陽
宴
無
不
賞 

頭
其
忠
/
罸
当
其
罪
故
近
里
浴
恩
沢
遐
邦
望
仁
風
矣
公
猶
慮
俾
/
天
下
之
人
普
知
法
度
課
正
因
軒
玄
忠
居
士
以
聖
徳
太
子
十
有
/

七
箇
憲
法
新
鏤
板
傍 

又
清
原
秀
賢
詳
加
訓
点
蓋
為
令
俗
\
士
容
易
読
之
也
戯
於
公
之
用
心
可
謂
仁
矣
/

于
時
慶
長
十
三
歳
舎
戊
申
良
月
吉
且

即

ち

京

都

所

司

代

板

倉

勝

重

が

正

因

軒

玄

忠

居

士

を

し

て

、

前

掲

の

清

原

秀

賢

加

点

本

に

ょ

っ

て

開

板

せ

し

め

た

も

の

で

あ

る

。
前

掲

天



理

図

書

館

蔵

秀

賢

加

点

本

に

比

し

、

こ

の

刊

本

の

方

の

訓

点

は

振

仮

名

が

や

、
簡

略

で

あ

る

。

〔
江

戸

後

期

〕
勢

州

安

濃

津

寛

栗

堂

刊

本

(
覆

慶

長

十

三

年

序

刊

本

)

一
冊 

京

都

大

学

附

属

図

書

館

•
豊

橋

市

立

文

化

会

館

等

蔵

。
前

掲

本

の

忠

実

な

覆

刻

で

、

前

掲

本

の

奥

書

•
刊

語

の

次

に

、

次
の
跋
文
が
小 

字

を

以

て

刻

さ

る

。

右
以
，一
度
会
四
位
弘
訓
神
主
所
蔵
慶
長
板
本一

令
，

一

翻
刻一

者
也

又
一
写
本
徳
失
鏡
蔵
，一
于
北
野
宮
寺
，其
本
外
題
云
徳
失
鏡1

1

其
跋
文
云
右
一
冊
以
ュ
累
/

家
秘
本
，
令
，

I

勝

写

一

則

加

，
一
秘
点

t

者
也
于
時
慶
長
十
年
仲
秋 

上
溝
吏
部
郎
中
清
原
秀
賢

件
一
冊
者
宝
永
第
四
丁
亥
歳
仲
夏
三
八
日
以
，一
清
原
氏
家
本一

令
，一
書
写
一
之
未X

定，1

作
者
，先

年

/

閲
，一
興
福
寺
光
明
院
僧
正
実
暁
正
筆
習
見
聰
該
集一

第 

一
載
-
一

紀

徳

失

鏡

-

s
f l
竊
以
云
云
/
十

失

顏g
敬
神
帰
仏
云
云
寧
非
国
宝
s

f
ilt
f

S I
l l
l s
f也
給
今
年
見ir

度
会
/

神
主
行
忠
撰
古
老

P
実
伝
一
日
如 

在
礼
儀
用
心
書
十
七
箇
条
憲
法g

g
#

徳
失
鏡|

|
\
貞

観
政
要
云
云
如n

件
文1

者
作
者
存
，一
両
説
一
頃
徳
失
鏡
参
考
十
七
箇
条
憲
法
大
意
同
唯
敬
/
神
帰
仏 

此
文
反
覆
憲
法
或
抄
日
用
明
天
皇
信11

仏
法1

祟
，

一

神
道
，聖
徳
太
子
信
，

一

神
道1

崇n

仏
法
一
/

彼
是
無
i

徳

失

鏡

為

ュ

天

満

天

神

1

^

1 |
| |
述

作

之

明

也
 

猶
賢
覧
者
自
択
可x

備
而
/

已

次

葉

に

「
勢

州

安

濃

津

寛

栗

堂

蔵

板

」

の

刊

記

が

あ

る

。
右

跋

文

は

釈

宗

淵

の

撰

に

な

る

か

。

慶

應

義

塾

図

書

館

蔵

元

和

四

年

写

本

一

冊

(
略

称

「
g

補
犬
」
)

首

に

「
憲
法
十
七
ヶ
条
」

と

題

し

、

憲

法

の

次

に

「
小

人

行

儀

論

」

な

る

教

訓

書

ー

篇

を

附

写

。

憲

法

末

奥

書

に

「
法

隆

寺

阿

弥

陀

院 

以

直

説\

点

之

畢

\

元

和

四

年

孟

秋

下

浣

諸

国

分

衛

\

守

光

已

得

\

之

記

念

」

と
。
御

家

流

の

書

風

で

写

さ

れ

、

返

点

•
送

仮

名

•
音
訓 

連

続

符

•
清

濁

点

が

附

さ

る

。
音

読

が

多

く

な

り

、
室

町

ま

で

の

古

訓

に

よ

っ

て

点

し

た

も

の

で

は

な

い

。
譌

脱

が

多

い

。



寛

永

十

四

年

法

隆

寺

観

音

院

釈

高

栄

刊

本

東

大

寺

図

書

館

(
巻

子

装

)
•
法

隆

寺

(
帖

装

)
•
四

天

王

寺

(
帖

装

)
•
京

都

国

立

博

物

館

(
巻

子

装

'
 

憲

法

の

み

)
蔵

。

首

に

r

聖 

徳

太

子

憲

法

并

制

条

」

と

題

し

、

伝

暦

の

前

書

•
後

書

を

首

尾

に

添

え

、

次

に

「
五
十
八
箇
条
制
禁
上
官
太
子
御
製
記
文
」
を

附

し

、

巻
末 

の

刊

記

に

「
寛

永

十

四

年

十

月

三

日

願

主

法

隆

寺

観

音

院

\

高

栄

」

と
。

訓

点

を

附

刻

。

な

お

こ

の

本

に

基

づ

い

て

翻

刻

せ

る

無

刊

記

の 

江

戸

前

期

刊

本

(
四

天

王

寺

蔵

)
が

あ

る

。

憲

法

注

釈

書

異
本
上
宮
太
子
伝
并
憲
章
註
(
略

称

「
広
島
大
」
)

広

島

大

学

所

蔵

江

戸

末

影

鈔

本

一

冊

の

外

他

に

所

在

を

見

な

い

孤

本

で

、

内

•
外

題

共

に

な

く

、

旧

蔵

者

黒

川

春

村

筆

の

目

次

に

ょ

つ 

て
、

今

標

題

の

如

く

通

称

さ

れ

て

い

る

。

本

鈔

本

の

太

子

伝

は

、
前

半

を

欠

い

て

、

十

七

条

憲

法

第

二

条

の

「
何

人

非

貴

是

法

」
に

始

り

、
 

伝

は

年

代

記

風

の

略

伝

で

、

末

に

「
大

唐

国

衡

州

衡

山

道

場

釈

思

禅

師

七

代

記

云

」

と

し

て

そ

の

引

録

を

添

え

、

次

に

「
聖

徳

憲

章

序

」

(聖
)

を

冠

し

て

「
上

官

聖

徳

太

子

憲

法

十

七

条

御

製

後

註

」

と

題

す

る

、

注

を

小

字

双

行

に

揷

入

せ

る

憲

法

が

書

写

さ

れ

、

末

に

「
□

徳
太
子 

十
七
憲
章
一
卷
并
序
註
」

と

題

し

、
そ

の

下

に

「
書

主

僧

〔
聞

〕
員

」

と

署

さ

れ

て

い

る

。

次

に

春

村

の

書

写

に

な

る

「
伝

述

一

心

戒

文

」 

卷

下

所

載

並

に

「
政

事

要

略

」

卷

六

十

一

所

載

の

太

子

伝

が

合

綴

さ

れ

、

そ

の

各

々

に

左

の

春

村

の

識

語

が

あ

る

。

右

聖

徳

太

子

伝

| 1
娜
涵
|
黯

1 1
^

1 |
\

者

以

承

和

元

年

延

暦

寺

戒

檀

院

光

定

撰

伝

述

ー

心

\

戒

文

卷

下

所

載

鈔

録

訖

嘉

永

ニ

年

五

月 

廿

七

日

(
花

押

)

右

上

官

太

子

伝

者

政

事

要

略

巻

第

六

十

一

所

載

也

而

頗

多

誤

\

字

他

日

得

善

本

可

訂

正

云1

8

5

^

+

\

嘉

永

三

年

晚

夏

中

旬

(
花

押

} 

次

葉

遊

紙

に

「
卯

花

園

随

筆

」

卷

四

中

の

太

子

伝

に

関

す

る

記

事

の

抄

録

が

あ

る

。
今

こ

の

摹

本

の

原

本

は

発

見

さ

れ

ず

、

こ
の
本
に
も



原

本

に

関

す

る

注

記

識

語

が

な

く

、

春

村

自

ら

の

摹

写

に

な

る

か

、
或

は

春

村

が

こ

の

摹

写

本

を

偶

々

入

手

し

た

の

か

明

か

で

な

く

、

卷 

初

に

「
下

総

崎

房

秋

葉

孫

兵

衛

蔵

書

」

の

朱

印

が

あ

る

。
憲

法

注

は

「
一
日
以
和
為
貴
無
忤
為
宗
」

と

書

き

出

し

て

、

そ
の
行
の
以
下
の 

字

並

に

次

の

三

行

が

空

白

に

な

り

、

そ

の

空

欄

の

下

端

に

花

押

が

署

し

て

あ

る

。

そ

の

花

押

は

、

小

倉

豊

文

氏

の

調

査

に

よ

れ

ば

、
知
恩 

院

蔵

平

安

鈔

本

「
上宫

聖

徳

法

王

帝

説

」

に

署

さ

れ

た

花

押

と

同

じ

く

、

ま

た

そ

の

花

押

は

、

荻

野

三

七

彦

氏

に

よ

れ

ば

、
東

大

史

料

編 

纂

所

蔵

「
法

隆

寺

文

書

」

中

の

永

承

五

年

十

二

月

九

日

付

の

地

券

の

「
領

主

法

隆

寺

五

師

」

の

花

押

と

一

致

す

る

。

即

ち

「
法
隆
寺
別
当 

記

」

に

も

そ

の

名

の

見

え

る

法

隆

寺

五

師

で

あ

っ

た

千

夏

の

花

押

た

る

こ

と

が

判

明

し

た

。

即

ち

こ

の

原

本

は

知

恩

院

蔵

「
上
宮

聖

徳 

法

王

帝

説

」

と

共

に

平

安

朝

十

一

世

紀

中

期

頃

の

法

隆

寺

千

夏

の

所

持

本

で

、

こ

の
摹

写

本

に

も

平

安

中

期

の

書

体

の

面

影

が

遺

っ

て

い 

る
。
原

本

は

聞

員

な

る

僧

の

書

写

で

あ

っ

た

ら

し

く

、

こ

の

写

本

は

伝

•
憲

章

註

共

に

一

筆

で

、

虫

害

破

損

の

跡

も

記

し

た

模

写

で

あ

る 

が

、

原

本

と

は

九

百

年

の

距

り

が

あ

り

、

直

接

の

模

写

で

は

な

く

、
幾

次

か

の

転

写

を

経

た

ら

し

く

、

訛

舛

著

し

く

、

な
ま
じ
摹
写
だ
け 

に
、

却

て

誤

謬

が

多

い

よ

ぅ

で

あ

る

。

本

鈔

本

前

半

の

太

子

伝

は

「
聖

徳

太

子

全

集

」
巻

三

、
憲

章

註

は

そ

の

巻

一

に

翻

印

所

収

。

憲

章

註

は

、

次

に

解

説

す

る

成篑

堂

文

庫

旧

蔵

憲

法

註

、

「
聖

徳

太

子

憲

法

玄

恵

註

抄

」
、

「
玉

林

抄

」
等

に

「
明

一

伝

云

」

と
し
て
引 

用

さ

れ

て

い

る

注

に

一

致

す

る

。

「
明

一

伝

」

と
は

、

法

空

の

「
聖

徳

太

子

平

氏

伝

雑

勘

文

」
上

一

に

「
聖

徳

太

子

伝

。
大

和

州

諾

良

都 

東

大

寺

法

相

宗

沙

門

釈

明

一

撰

」

と

録

さ

れ

て

い

る

が

、
今

亡

ん

で

見

る

を

得

な

い

佚

書

で

あ

る

。

法

空

は

続

け

て

、

「
此

伝

者

。

法
花 

宗

付

法

縁

起

中

。
讃
ニ
太
子
1段
ュ
ハ
不
レ
略
ニ
ー
字
—0
被
レ
載
ニ
此
伝
—0
彼

縁

起

者

。

伝

教

大

師

之

製

作

也

」

と
、

即

ち

伝

教

の

「
天

台

法

華

宗 

付

法

縁

起

」

の

中

に

明

一

伝

の

全

巻

が

収

載

さ

れ

て

い

る

と

述

べ

て

い

る

。

し

か

し

こ

の

「
天

台

法

華

宗

付

法

縁

起

」
も
今
亡
逸
し
て
い 

る
。

伝

教

の

弟

子

光

定

の

撰

に

な

る

「
伝

述

一

心

戒

文

」

に
は
、

「
上

官

厩

戸

豊

聡

耳

皇

太

子

伝

云

」

と

し

て

太

子

伝

が

録

さ

れ

、

そ
れ 

が

師

伝

教

の

引

載

せ

る

太

子

伝

を

踏

襲

し

た

も

の

で

な

い

か

と

推

定

さ

れ

て

い

た

が

、

最

近

飯

田

瑞

穂

氏

は

、

尊

経

閣

文

庫

架

蔵

の

室

町



時

代

の

興

福

寺

僧

実

暁

の

雑

記

た

る

「
習

見

聴

諺

集

」

に

、
同

寺

東

院

の

書

潰

十

合

の

目

録

を

記

録

し

た

中

に

、
「
上

宮

厩

戸

^ *
聡
耳
^i
太 

子1
姑
預

运

釈

明

一

撰

」

と

あ

る

の

を

発

見

さ

れ

、

そ

れ

が

明

一

伝

た

る

こ

と

を

確

証

し

た

。

し

か

も

「
伝

述

一

心

戒

文

」
所

引

の

太

如
レ
此
在
之
、
全
ト
見
了

子

伝

に

は

こ

の

異

本

上

官

太

子

伝

の

文

と

殆

ど

同

文

が

録

さ

れ

て

い

る

か

ら

、

憲

章

註

が

「
明

一

伝

云

」

と

し

て

引

か

れ

て

い

る

こ

と

と 

併

せ

考

え

れ

ば

、

こ
の
書

が

明

一

伝

た

る

可

能

性

が

大

き

い

。

し

か

し

か

く

断

定

す

る

上

に

支

障

と

な

る

の

は

、
甚

だ

不

完

全

な

引

録

の 

仕

方

で

は

あ

る

が

「
上

宮

太

子

拾

遺

記

」
卷

五

に

引

か

れ

た

明

一

伝

の

佚

文

が

こ

の

広

島

本

に

含

ま

れ

て

い

な

い

こ

と

で

あ

る

。

も
っ
と 

も

広

島

本

は

明

一

伝

の

完

本

で

は

な

く

、

或

は

抄

略

本

と

見

る

推

測

も

可

能

で

あ

ろ

う

。

こ

の

伝

の

末

に

引

か

れ

た

「
七

代

記

」

は

伝

暦

そ

の

他

の

諸

本

に

此

と

同

文

が

引

か

れ

、

「
太

子

伝

古

今

目

録

抄

」

に

「
七

代

記

。

宝 

亀

ニ

年

教

明

作

。
」

と

録

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

こ

の

広

島

本

の

「
上

宮

太

子

造

立

寺

合

八

所

云

々

」

の

文

が

「
拾

遺

記

」
は

七

代

記

云

と

引 

き

、

末

に

r

已

上

八

箇

寺

者

、

伝
教
大
師
付
法
縁
起
中
引
ニ
明
一
伝
一
之
処
有
レ
之
、

至

-一
注
文
二
字
無
レ
差
」

と

注

し

、

明

一

伝

も

同

文

た 

る

こ

と

を

示

し

て

い

る

。

ま

た

こ

の

文

は

「
太

子

伝

玉

林

抄

」

に

は

「
天

王

寺

障

子

伝

」

と

し

て

引

か

れ

て

い

る

。

同

伝

は

玉

林

抄

等

に 

「
四

天

王

寺

障

子

伝

一

巻

{
_

■
鎌
f
s
l

l l
、之
宝
」

と

記

さ

れ

て

い

る

。

以

上

の

所

か

ら

、

従

来

顧

ら

れ

な

か

っ

た

本

書

を

顕

彰

さ

れ

た 

小

倉

豊

文

氏

は

本

書

を

「
四

天

王

寺

障

子

伝

」

で

あ

ろ

う

と

推

定

さ

れ

た

。

さ

ら

に

飯

田

氏

は

、

こ

の

「
異

本

上宫

太

子

伝

」

こ
そ
が 

「
明

一

伝

」

で
あ
り
、

そ

れ

は

一

名

「
七

代

記

」

や

「
天

王

寺

障

子

伝

」

と

も

呼

ば

れ

た

と

解

さ

れ

た
{
て
「
」聖^ 1
日
子
本
％

ぜ

山£ m

i I

* I

*f
-i o

所

ぃ

収
)。

し 

か

し

「
七

代

記

」
が

「
明

一

伝

」

の

異

称

と

す

れ

ば

、

「
明

一

伝

」

と

推

定

さ

れ

る

本

書

に

「
七

代

記

云

」

と

し

て

、

引
用
の
形
を
と
っ 

て

い

る

こ

と

は

不

自

然

で

、

「
伝

述

ー

心

戒

文

」
も

「
上

官

厩

戸

豊

聡

耳

皇

太

子

伝

云

」r

大

唐

国

衡

州

衡

山

道

場

釈

思

禅

師

七

代

記

日

」 

と

両

書

を

夫

々

別

書

と

し

て

引

い

て

い

る

。

も

っ

と

も

飯

田

氏

は

「
大

唐

国

衡

州

衡

山

道

場

釈

思

禅

寺

七

代

記

」

は

「
七

代

記

」

に
先
行 

す

る

別

本

で

、
両

書

を

別

々

の

書

と

解

し

て

お

ら

れ

る

よ

う

で

あ

る

。

し

か

し

「
上

宮

太

子

拾

遺

記

」
卷

五

に

は

「
七

代

記

者

。

具

云1

一
大



唐

国

衡

州

衡

山

道

場

釈

慧

思

禅

師

七

代

記

？

云

云

伝

教

大

師

付

法

縁

起

文

。
如
レ
是
。
私

云

。
彼

七

代

記

者

。
非

，1唐

土

，也

。
以
レ
何
知
レ
之 

者

。
彼

文

挙

，ー
片
岡
飢
人
事

--0
以
可
レ
知
レ
之
也
」

と

七

代

記

は赂

名

な

る

旨

を

記

し

て

い

る

。

「
明

ー

伝

」

と

「
七

代

記

」

と
は
別
書
と
看 

做

す

べ

き

で

あ

ろ

う

。

「
天

王

寺

障

子

伝

」

に

関

し

て

も

、

「
上宫

太

子

拾

遺

記

」
巻

四

「
障

子

伝

云

。
其

年

窺

g
+ a
s

)

為

，
一
大
花
元
年
一 

文
」

や

同

卷

五

の

太

子

遷

化

の

条

に

「
障

子

伝

日

」

と

し

て

引

く

文

が

、

本

書

に

は

見

え

な

い

か

ら

、

恐

ら

く

本

書

は

「
天
王
寺
障
子 

伝

」

で

も

あ

る

ま

い

。

ま

た

「
障

子

伝

」
、

「
明

一

伝

」
、

「
七

代

記

」

は

同

一

書

の

別

名

で

は

な

く

、

恐

ら

く

そ

れ

ぞ

れ

別

書

で

あ

ろ

う

。

本

書

の

伝

は

上

記

の

如

く

、

#-
半

を

失

い

、
推

古

天

皇

十

ニ

年

の

憲

法

よ

り

以

下

を

存

す

る

残

欠

本

で

あ

る

が

、

恐

ら

く

誕

生

よ

り

年 

譜

式

に

叙

さ

れ

た

も

の

で

あ

ろ

う

が

、

伝

の

末

、

七

代

記

を

引

く

前

に

、r
g
j

陳
抑g

g
l
」

と

の

双

行

注

が

挿

ま

れ

、
事

実

こ

の

伝

は

殆

ど 

書

紀

の

文

そ

の

ま

、
で
、
所

々

字

句

を

僅

に

変

換

し

た

に

す

ぎ

な

い

。

た

ゾ

書

紀

に

は

な

い

小

野

妹

子

を

し

て

前

世

の

所

持

経

を

求

め

し 

め

る

説

話

を

増

し

、

片

岡

山

飢

者

の

記

事

に

は

増

補

が

加

っ

て

い

る

。

当

時

の

太

子

伝

は

前

行

の

伝

の

文

を

も

踏

襲

し

て

増

削

潤

色

し

て 

い

る

の

が

常

で

、

そ

の

最

後

の

集

大

成

が

伝

暦

と

な

っ

て

い

る

。
恐

ら

く

「
明

一

伝

」

「
七

代

記

」
「
四

天

王

寺

障

子

伝

」

は
そ
の
文
章
詞 

句

の

上

で

相

互

に

共

通

す

る

所

が

多

か

っ

た

も

の

と

思

わ

れ

る

。

従

っ

て

零

文

の

引

用

の

一

二

の

み

を

以

て

直

ち

に

同

一

書

か

否

か

を

断 

定

す

る

こ

と

は

困

難

で

あ

る

。

こ

の

「
異

本

上

宮

太

子

伝

」
が

「
明

一

伝

」

た

る

確

率

の

大

な

る

こ

と

は

認

め

得

る

が

、
然

り

と

断

定

す 

る

に

は

ま

だ

躊

躇

せ

ざ

る

を

得

な

い

。

次

に

本

写

本

の

憲

章

註

が

後

の

憲

法

注

の

引

文

に

記

さ

れ

た

如

く

「
明

一

伝

」

な

る

か

否

か

に

つ

い

て

は

、

「
単

な

る

太

子

伝

が

此

の 

如

き

詳

細

な

憲

章

註

を

そ

の

中

に

含

ん

で

ゐ

た

と

い

ふ

こ

と

に

は

聊

か

疑

な

き

を

得

な

い

。
」
(
&
聖

肝

®

と

疑

念

が

抱

か

れ

て

い

る

。 

本

写

本

は

前

半

を

欠

く

の

で

、

正

確

に

は

わ

か

ら

ぬ

が

、

現

存

の

形

か

ら

判

断

す

れ

'は
、

別

々

の

ニ

書

が

後

人

に

よ

っ

て

便

宜

上

一

冊

に 

合

写

合

綴

さ

れ

た

と

推

測

す

る

の

が

穏

当

の

よ

う

に

見

う

け

ら

れ

る

。

偶

々

本

鈔

本

の

如

き

合

綴

の

形

で

伝

承

さ

れ

た

の

で

、
前
の
伝
が



明

一

伝

で

あ

っ

た

か

或

は

明

一

伝

と

信

じ

ら

れ

た

結

果

、

後

の

本

注

も

明

一

伝

と

呼

ば

れ

る

に

至

っ

た

と

も

考

え

ら

れ

る

。

ま
た
両
書
が 

一

冊

の

中

に

合

写

さ

れ

て

い

る

か

ら

に

は

或

は

両

書

に

は

何

等

か

の

関

聯

が

あ

っ

た

と

も

見

ら

れ

、

一
歩
譲
れ
ば
こ
の
憲
章
注
も
伝
と
同 

一

の

作

者

(
或

は

明

一

)

に

よ

っ

て

撰

さ

れ

た

独

立

の

ニ

書

と

も

推

し

得

よ

ぅ

。

こ

の

憲

章

註

を

成篑

堂

本

憲

法

註

そ

の

他

の

諸

書

が

「
明

一

伝

云

」

と

し

て

引

い

て

い

る

の

で

あ

る

か

ら

、

本

注

の

撰

者

を

明

一

と

す 

る

説

を

軽

々

に

否

定

す

る

わ

け

に

ゆ

か

ぬ

。

飯

田

瑞

穂

氏

は

、
推

古

天

皇

十

一

年

の

冠

位

十

二

階

制

制

定

の

月

を

書

紀

等

は

十

二

月

と

す 

る

に

対

し

、

「
太

子

伝

玉

林

抄

」
が

伝

教

大

師

附

法

縁

起

所

引

明

一

伝

の

意

を

と

っ

て

、

十

一

月

に

か

け

、

ま

た

冠

位

の

順

序

を

、
書
紀 

法

王

帝

説

等

が

徳

仁

礼

信

義

智

と

記

し

、

伝

暦

が

徳

仁

義

礼

智

信

と

録

す

る

の

に

対

し

、

明

一

伝

は

徳

仁

礼

義

智

信

と

な

し

て

い

る

。

こ 

の

憲

章

註

は

そ

の

「
聖

徳

憲

章

序

」

に

「
即

位

十

一

年

癸

亥

冬

十

一

月

、

始

製

，一
十
二
階
之
冠
位
一
也
、

是

国

家

賜一一

冠
位
一
之
始
也
、

所
謂 

大

徳

小

徳

大

仁

小

仁

大

礼

小

礼

大

義

小

義

大

智

小

智

大

信

小

信

也

」

と

述

べ

て

、

明

一

伝

と

合

致

し

て

い

る

こ

と

は

、

こ

の

憲

章
註
と
明 

一
伝
が
同
じ
も
の
か

、

或

は

両

者

が

極

め

て

近

い

関

係

(
例

ば

著

者

が

同

一

人

乃

至

同

系

統

の

如

き

)

に

あ

る

こ

と

を

指

摘

し

て

い

る 

(
逸

「I
」

一f

央

±i
g
l
籠

i
S M
四
一
十伝1
号

の

)
の

は

注

目

す

べ

き

で

あ

る

。

し

か

し

こ

の

「
異

本

上

宮

太

子

伝

」

と

「
憲

章

註

」

の

著

者

を

同

一

人

、

或 

は

共

に

明

一

伝

と

す

る

に

は

些

少

疑

念

が

な

い

で

は

な

い

。

伝

に

引

か

れ

た

憲

法

条

文

と

註

の

そ

れ

と

は

、

多

少

出

入

が

あ

る

に

せ

よ

、

共

に

岩

崎

本

等

の

書

紀

古

本

系

に

最

も

近

い

。

両
者
を
比 

較

す

る

と

、

(
五

条

)
乏

者

之

訟

(
六
条

)
則

説

下

過

(
則

ノ

下

「
好

」
ナ
シ
)

(

十

五

条

)
其

亦

是

悦

歟

等

の

他

の

本

と

特

に

異

る 

特

色

は

合

致

し

て

い

る

か

ら

、

ほ

'、
同

系

と

看

做

す

べ

き

で

あ

ろ

ぅ

が

、
他

に

出

入

異

同

が

あ

っ

て

、

全

く

一

致

す

る

と

言

い

得

な

い

。 

鈔

手

は

同

一

人

で

あ

り

な

が

ら

、

伝

の

方

は

さ

ほ

ど

で

も

な

い

が

、

憲

章

註

の

方

は

全

般

に

訛

脱

が

極

め

て

多

い

の

が

目

立

つ

。

伝

の

漢 

文

は

、

殆

ど

書

紀

の

文

を

そ

の

ま

、
と

り

、
書

紀

の

文

に

非

ざ

る

文

も

さ

程

未

熟

で

は

な

い

。

之

に

反

し

憲

章

註

の

漢

文

は

和

臭

が

甚

し



四
〇

く

、

文

法

上

体

を

成

さ

ざ

る

所

が

多

く

、

文

意

が

通

ぜ

ず

未

熟

で

あ

る

。

転

写

の

過

程

中

に

重

な

っ

た

誤

写

脱

落

に

そ

の

一

端

の

責

め

は 

あ

る

か

も

し

れ

ぬ

が

、

そ

れ

ば

か

り

で

は

な

い

よ

う

で

あ

る

。

明

一

は

「
平

氏

伝

雑

勘

文

」
上

一

の

引

く

所

に

よ

れ

ば

、

「
延

暦

僧

録

第 

五

巻

云

。

智

名

僧

沙

門

釈

明

一

伝

。
釈

明

一

者

。

大

宅

朝

臣

。

大

和

国

法

相

宗

。

名

東

大

寺

宗

匠

。
慈

恩

法

師

之

文

字

。

富

流

略

詞

。

旋 

風吳

11波

濤

—0
江

海

吐

11納

風

雲

—0
六

足

機

枢

。

三

蔵

開

鍵

。

蓋

法

門

之

龍

象

也

。

毎

年

維

摩

及

金

光

明

会

竝

預

，1詳

論

1未

；,能

，1繁

叙

--0 

云
云
」

と

称

さ

れ

る

。

伝

は

過

賞

が

習

い

で

あ

る

か

ら

、
額

面

通

り

に

受

け

取

る

要

は

な

い

と

し

て

も

、

本

注

の

文

章

は

東

大

寺

の

宗

匠 

法

門

の

龍

象

の

作

に

し

て

は

悪

文

す

ぎ

て

、
伝

の

方

と

同

一

人

の

撰

と

は

思

え

ぬ

も

の

が

あ

る

。

本

注

の

撰

者

が

誰

で

あ

ろ

う

と

、

そ

の

成

立

が

平

安

前

期

を

下

ら

ぬ

こ

と

は

事

実

で

、

そ

の

文

章

の

未

熟

生

硬

は

そ

の

撰

が

奈

良

朝

末 

平

安

初

間

に

な

る

こ

と

を

推

測

せ

し

め

、

現

存

憲

法

注

の

権

輿

を

な

す

も

の

で

あ

る

。

内

典

外

典

を

引

い

て

出

典

用

例

を

示

し

て

い

る 

が

、

引

用

は

後

世

の

注

に

比

し

て

少

く

、

自

ら

の

言

葉

を

以

て

注

解

を

下

し

て

い

る

所

が

多

い

。

文

章

か

ら

察

す

る

と

、
書
名
を
明
記
し 

て

い

な

い

が

、

外

典

で

は

論

語

•
孝

経

、

特

に

古

文

孝

経

孔

伝

の

影

響

が

見

ら

れ

、

文

も

そ

れ

に

襲

沿

す

る

所

が

あ

る

。
当

時

広

く

誦

読 

さ

れ

た

外

典

が

論

語

•
孝

経

で

あ

っ

た

こ

と

を

反

映

し

て

い

る

の

で

あ

ろ

う

。

本

鈔

本

は

太

子

伝

引

載

の

憲

法

の

初

よ

り

第

十

二

条

ま

で

に

限

っ

て

訓

が

施

さ

れ

、

他

は

伝

•
憲

章

共

に

訓

点

が

加

え

ら

れ

て

い

な 

い
。

こ

、
の

訓

読

並

校

異

に

は

、

附

訓

の

太

子

伝

引

載

の

方

を

掲

げ

、

憲

章

註

の

本

文

は

校

勘

の

方

に

於

て

参

照

す

る

こ

と

に

し

た

。
 

聖

徳

太

子

十

七

ヶ

条

之

憲

法

并

註

成篑

堂

文

庫

旧

蔵

お

茶

の

水

図

書

館

現

蔵

永

禄

十

一

年

写

本

一

冊

の

外

類

本

が

な

い

。

「
聖

徳

太

子

全

集

」
巻

一

に

翻

印

所

収

。

巻
末

こg

ソ
良
憲
法
者
。
蓋
是
公
家
武
家
之i

鏡
。
内
典
外
典
之
神
珠
也
。
可
f

e

%

暎
"
-
日
新
仏
之
金
言
ニ
=
非
^

—

法
灯
聖
人
之
良
4
1
哉

。



m
テ
而
一
??
之
。
篤

? 1
三
宝
-之
諝
。

是
上
求
菩
提
之
%

也
。
? =
民
以
&

云

諺

。

亦
下
化
衆
生
之
憐
也
。

仰

而

守

：
憲
法
之
宗
4
伏

而

持

：
上
宮 

之
ィk

-

云
々
。

1

是

註

者

於

-
一

文

永

九

年

法

隆

寺

宝

光

院

ー

談

議

評

定

。

而

諸

経

諸

論

内

外

ニ

典

之

集

ニ

明

文

一

所

k
選

也

。
深
可
ビ
秘
k
之
云
々
。

と
、

文

永

九

年

法

隆

寺

の

談

議

評

定

に

於

て

撰

輯

さ

れ

た

由

来

を

述

べ

、

書

写

奥

書

に

、

于
時
永
禄
十
一I
南

呂

日

任

-
一
旧
本
ー
写
焉
。

烏

焉

馬

之

誤

。

魚

魯

之

差

。

愚

拙

未

k
知
者
也
。
伏
希
後
見
之
智
者
匡
Z
之
。
多
幸
々
々
。

と
。

識

語

の

示

す

如

く

、

内

典

外

典

国

書

ょ

り

出

典

.
用

例

を

引

録

集

輯

し

た

注

で

、

明

一

伝

も

引

か

れ

、

前

掲

の

所

謂

明

一

伝

の

引

書 

は

極

め

て

少

か

っ

た

が

、

此

は

広

範

に

わ

た

っ

て

豊

富

に

な

っ

て

い

る

。

全

巻

に

訓

点

が

附

さ

れ

、

訓

説

の

注

も

あ

り

、

後
に
説
明
す
る 

仲

範

点

が

、

「
中

範

点

云

」

と

し

て

標

示

さ

れ

て

い

る

。

し

か

し

後

に

記

す

如

く

仲

範

が

伝

暦

を

講

義

し

た

の

は

元

亨

四

年

で

あ

る

か

ら

、
 

此

は

後

の

転

写

の

段

階

で

書

入

さ

れ

た

も

の

で

あ

ろ

ぅ

。

残

念

な

が

ら

原

本

を

閲

覧

す

る

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

の

で

、

こ

、
の
訓
読
並 

に

校

異

に

は

掲

載

を

割

愛

せ

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

。

聖

徳

太

子

憲

法

〔
玄

恵

〕

注

鎌

倉

末

南

北

朝

初

間

、

程

朱

の

学

を

唱

ぇ

た

玄

恵

法

印

の

撰

と

伝

ぇ

る

が
、
確

証

は

な

い

。

以

下

に

見

る

如

く

本

注

の

古

写

本

中

撰

者 

名

を

題

す

る

も

の

は

一

つ

も

な

く

、

た

ゾ

寛

永

刊

本

に

至

っ

て

、

「
法

印

玄

恵

注

」

と

題

署

す

る

。

後

掲

の

講

者

未

詳

の

「
聖

徳

太

子

御 

憲

法

玄

恵

註

抄

」

は
、

本

注

を

詳

細

に

敷

衍

解

説

せ

る

室

町

期

の

抄

物

で

あ

る

が

、
筆

者

は

同

書

の

原

鈔

本

を

見

て

い

な

い

の

で

、

同
書 

の

題

が

元

来

あ

っ

た

も

の

か

後

人

の

附

し

た

も

の

か

、

断

定

す

る

わ

け

に

ゆ

か

ぬ

が

、

そ

の

巻

尾

に

「
右

或

ハ
憲

法

ノ

本

文

ニ

付
キ
、

或 

ハ
同

註

ノ

文

章

ニ

付

テ
、

シ

ハ

く

諸

記

ヲ

集

メ

、

カ

ツ

ぐ

諸

抄

ヲ

録

シ

畢

ン

ヌ

。

」

と

記

し

て

、

「
同

註

」

と

称

す

る

の

み

で

、

ま 

た

本

文

中

に

本

注

が

玄

恵

の

注

た

る

こ

と

に

言

及

せ

る

所

が

な

い

。

r

玄

恵

註

抄

」

の
書
名
は
、

内

題

に

な

く

、

後

人

の

附

し

た

外

題

で 

は

な

か

ろ

ぅ

か

。

し

か

し

、

本

注

が

東

方

君

子

国

を

釈

し

て

は

、

本

朝

の

万

国

に

す

ぐ

れ

た

神

国

な

る

こ

と

を

力

説

し

て

い

る

所

に

、
蒙

四
一



四
ニ

古

襲

来

に

触

発

さ

れ

て

湧

き

起

っ

た

、

元

亨

釈

書

や

神

皇

正

統

記

等

の

神

国

思

想

の

影

響

が

見

ら

れ

、

左

伝

を

引

い

て

君

臣

の

名

分

を

論 

じ
、

ま

た

「
ヲ
ョ
ソ
物

々

ニ
体

用

ア

リ

。

礼

ハ
体

。

和

ハ
用

ナ

リ

」

の
如
き
、

宋

学

の

論

法

が

些

少

看

取

さ

れ

る

。

従

っ

て

鎌

倉

末

南

北 

朝

間

の

思

潮

を

反

映

し

て

い

る

作

で

あ

る

こ

と

は

間

違

な

く

、

建

武

式

目

の

制

定

に

際

し

十

七

条

憲

法

へ

の

関

心

が

高

ま

り

、

同

法

制

定 

に

玄

恵

が

関

与

し

て

い

た

事

情

等

を

勘

え

合

せ

れ

ば

、

本

注

の

内

容

か

ら

玄

恵

を

聯

想

し

、
撰

者

を

玄

恵

に

擬

す

る

こ

と

は

、

導

か

れ

易 

い
発
想
で
、

必

し

も

荒

唐

無

稽

の

説

と

な

す

わ

け

に

ゆ

か

ぬ

。

本

注

に

は

天

理

図

書

館

.
陽

明

文

庫

蔵

本

の

如

き

平

仮

名

本

が

あ
り
、
内 

容

が

こ

の

所

謂

玄

恵

注

と

同

じ

で

あ

る

こ

と

に

従

来

気

づ

か

れ

て

い

な

い

。

こ

の

平

仮

名

本

に

は

「
永

和

元

年

八

月

一

日

自

太

閤

被

遣

大 

樹

大

閤

御

筆

作

」

の

奥

書

が

あ

る

の

で

、

当

時

の

太

閤

即

ち

ニ

条

良

基

の

撰

述

に

擬

さ

れ

て

い

る

。

し

か

し

此

も

良

基

が

将

軍

に

既

成

の 

注

釈

書

を

手

写

し

て

進

呈

し

た

と

も

解

せ

ら

れ

る

。
撰

者

未

詳

と

す

べ

き

で

あ

ろ

ぅ

。

玄

恵

か

良

基

の

撰

か

否

か

は

別

と

し

て

、

永
和
元 

年

の

本

奥

書

の

写

本

が

あ

る

か

ら

、

南

北

朝

時

代

前

期

を

下

ら

ぬ

成

立

で

あ

る

。

本

注

は

極

め

て

平

易

明

解

な

和

文

の

解

釈

を

下

し

、

前

行

の

注

が

仏

教

に

拘

牽

し

て

憲

法

の

本

旨

を

見

失

い

が

ち

な

出

典

を

示

す

に

と 

ど

ま

っ

た

の

に

対

し

、

そ

れ

等

の

影

響

を

受

け

な

が

ら

も

、
憲

法

の

本

旨

に

外

れ

る

こ

と

な

く

、

仏

に

付

会

せ

ず

、
文

義

を

忠

実

に

講

釈 

し
、

出

典

の

掲

示

も

当

時

と

し

て

は

ほ

ゾ

妥

当

で

あ

る

。

本

注

が

以

後

室

町

時

代

を

通

じ

盛

行

し

た

の

も

故

な

き

で

は

な

い

。

慶

應

義

塾

図

書

館

蔵

〔
室

町

末

〕

写

本

一

冊

(
略

称

「
1

5 1
」
)

憲

法

全

文

を

掲

げ

、

注

は

低

一

格

。

朱

句

点

.
朱

引

•
朱

鉤

点

を

附

し

、
憲

法

に

は

訓

点

を

附

し

、

毎

条

首

に

は

朱

筆

の

合

点

鈎

点

が 

附

し

て

あ

り

、

上

欄

行

間

に

出

典

や

傍

注

の

書

入

が

加

え

て

あ

る

。

外

題

は

後

世

の

筆

、
内

題

な

く

、
尾

題

は

「
憲
法
終
」
。

本

写

本

は

憲 

法

条

文

の

前

書

は

他

の

諸

本

と

同

じ

く

書

紀

の

文

に

よ

っ

て

い

る

が

、

た

ゾ

末

に

「
右

天

皇

太

悦

群

臣

各

写

一

本

読

伝

天

下

大

悦

」 

の

伝

暦

の

文

一

行

を

附

記

す

る

。



尊

経

閣

文

庫

蔵

天

正

ニ

年

釈

梵

舜

書

写

本

一

冊

(
略

称

r
g
l
f
」
)

単

辺

有

界

八

行

の

烏

糸

欄

に

、

憲

法

を

大

書

し

、

注

を

そ

の

下

に

小

字

双

行

に

記

す

。

題

簽

に

「
太

子

憲

法

抄

」

と

題

す

。

朱

筆

句 

点

、

墨

筆

訓

点

を

附

す

る

。

巻

末

本

奥

書

に

於
本
書
者
以
日
本
書
紀
推
古
書
写
之
於
注
釈
者
以
或
本
書
加
之
訖
/

永
正
十
年
三
月
廿
二
日 

少
納
言
清
原
朝
臣
判 

此
注
本
云
永
和
元
年
八
月
一
日
自
太
閤
被
遣
大
樹
大
閤
御
《毛
作
曇
瑛
清
書
云
々

次

葉

に

「
太

子

未

来

詩

」

八

行

を

抄

録

し

、

末

に

「
天

正

ニ

年

十

二

月

廿

五

日

写

之

終

者

也

\

 

梵

舜

蔵

主

(
花

押

)
廿
三
才
」

と
。 

即

ち

こ

の

本

は

、

永

正

十

年

清

原

宣

賢

が

憲

法

は

書

紀

に

よ

っ

て

記

し

、

そ

の

注

は

永

和

元

年

本

奥

書

本

(
後

述

)

に
よ
っ
て
挿
ん
だ
こ 

と

が

わ

か

る

。

憲

法

の

訓

点

は

ほ

ゾ

吉

田

本

に

よ

っ

て

い

る

。
書

写

者

の

梵

舜

は

宣

賢

の

男

で

吉

田

家

の

養

子

と

な

っ

た

兼

右

の

男

(
兼 

見

の

弟

)

で
あ
る
。

宫

內

庁

書

陵

部

蔵

〔
室

町

末

近

世

初

間

〕

写

本

一

冊

(
略

称

r
gl l
」
)

外

題

に

「
憲

法

抄

并

建

武

式

」

と
。

首

に

憲

法

全

文

を

写

し

、

訓

点

(
句

点

•
返

点

.
音

訓

連

続

符

は

朱

筆

)

を

附

し

、

末

に

「
本
奥 

云
/

以

日

本

記

推

古

記

点

以

下

令

校

正

早\

 

給

事

中

清

原

朝

臣

」

と
。

次

に

葉

を

改

め

て

玄

恵

注

を

掲

げ

、

次

に

又

葉

を

改

め

て

建 

武

式

目

の

全

文

が

附

し

て

あ

る

。

た

、：

A

こ

の

玄

恵

注

に

は

、
他

の

諸

本

と

異

り

、

本

文

に

入

る

前

に

太

子

の

略

年

譜

(
伝

暦

に

基

づ

く

) 

と

律

令

格

式

.
御

成

敗

式

目

制

定

の

沿

革

概

略

を

記

し

た

仮

名

文

が

冠

さ

れ

、

又

所

々

行

間

に

本

文

同

筆

の

和

文

の

注

が

増

補

書

き

入

れ 

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

本

は

憲

法

末

の

奥

書

か

ら

見

て

、

恐

ら

く

清

原

家

系

統

の

本

で

あ

ろ

ぅ

。

西

尾

市

立

図

書

館

岩

瀬

文

庫

蔵

文

亀

ニ

年

釈

朗

俊

書

写

本

一

冊

(
略

称
「
U

恵
！J)

消

息

•
連

歌

懐

紙

を

ニ

つ

折

に

し

て

翻

し

た

紙

背

に

書

写

さ

る

。

朱

句

点

墨

訓

点

を

附

せ

る

憲

法

の

各

条

文

毎

に

行

を

改

め

て

注

が

平

四
三



四
四

仮

名

交

り

(
僅

に

片

仮

名

を

交

う

)

で

記

さ

れ

、

朱

点

朱

引

が

附

さ

る

。

首

に

「
聖

徳

太

子

憲

法

」
、

尾

に

「
聖
徳
太
子
憲
法
十
七
箇
条
」

と

題

し

、

巻

末

書

写

奥

書

に

、

「
文

亀

ニ§

三
月
十
日
/ 

朗

俊

」

と
。

日

付

と

署

名

の

間

に

「
仁

和

寺

/

菩

提

院

」

の

双

行

の

朱

印 

が

鈐

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

注

文

は

前

掲

諸

本

に

比

し

、

些

少

簡

略

で

、

後

掲

の

寛

永

刊

本

と

合

致

す

る

。

天

理

図

書

館

蔵

〔
室

町

〕

写
本
一
冊

憲

法

の

条

文

は

掲

げ

ず

、

注

の

み

の

平

仮

名

交

り

文

で

、

漢

字

に

は

か

な

り

詳

し

く

片

仮

名

の

振

仮

名

が

附

し

て

あ

る

。

首

に

「
聖
徳 

太

子

憲

法

」

と

題

し

、

尾

題

な

く

、

巻
末
奥
書
に

此
注
本
云
/
永
和
元
年
八
月
一
日
自
大
閤
被
遣
大
樹
大
閤
御
筆
作
曇
瑛
清
/
書
云
云 

大
永
八
年
三
月
八
日
如
此
奥
書
以
証
本
令
校
合
以
朱
墨
直
付
者
也

次

葉

遊

び

紙

に

「
比

丘

尼

末

コ

ノ

句

ノ

哥\

カ

ヘ

ル

ト

モ

行

ト

モ

ヮ

レ

ハ

ヲ

モ

ハ

ネ

ハ

タ

ヒ

ノ

ヤ

ト

モ

古

里

モ

ナ

シ

」

と

の

墨

書

が

あ
 

る
。

以

上

の

奥

書

か

ら

し

て

、

永

和

年

間

太

閤

で

あ

っ

た

ニ

条

良

基

が

将

軍

足

利

義

満

の

為

に

撰

述

せ

る

注

と

解

す

る

推

定

説

が

あ

る

。 

し

か

し

本

注

が

所

謂

玄

恵

注

と

一

致

す

る

こ

と

は

従

来

気

づ

か

れ

て

い

な

い

。

本

注

を

良

基

撰

と

す

る

こ

と

も

右

の

奥

書

か

ら

は

一

応

成 

立

し

得

よ

う

が

、
他

に

傍

証

の

出

ぬ

限

り

、
撰

者

が

玄

恵

か

良

基

か

は

今

の

所

未

詳

と

す

べ

き

で

あ

ろ

う

。

本

書

写

本

の

本

文

は

前

の

岩 

瀬

文

庫

本

や

寛

永

刊

本

と

一

致

し

て

、
他

よ

り

や

、
簡

略

で

あ

る

が

、

慶

應

本

そ

の

他

の

前

掲

諸

本

に

あ

っ

て

此

に

欠

く

文

が

、

本
写
本 

で

は

行

間

に

細

書

を

以

て

傍

記

さ

れ

て

い

る

。

こ

の

部

分

は

或

は

後

の

追

補

書

入

か

も

し

れ

ぬ

。

た

ゾ

こ

の

傍

記

の

書

入

を

欠

く

と

文

義 

が

や

、
通

じ

難

い

箇

所

も

存

す

る

か

ら

、

脱

文

で

あ

る

か

、

ど

ち

ら

と

も

定

め

難

い

。

陽

明

文

庫

蔵

〔
近

世

初

〕

写

本

一

冊

前

掲

本

と

同

種

で

、
奥

書

•
比

丘

尼

末

コ

ノ

句

ノ

哥

.
傍

記

書

入

も

同

じ

。



陽

明

文

庫

蔵

〔
江

戸

〕

写

本

一

冊

前

掲

本

の

重

写

で

、
奥

書

そ

の

他

も

同

じ

で

あ

る

が

、
旁

記

の

書

入

は

初

め

の

部

分

の

み

で

全

卷

に

及

ん

で

い

な

い

。

彰

考

館

文

庫

蔵

元

禄

八

年

写

本

一

冊

題

簽

に

「
憲

法

仮

名

抄

全

」
。

首

に

「
聖

徳

太

子

憲

法

」

と

題

し

、

次

行

「
推

古

天

皇

十

二

年

夏

四

月

戊

辰

皇

太

子

親

作

一
一

憲
法 

十

七

条

」

と
。

憲

法

を

各

条

毎

に

全

文

を

訓

点

を

附

し

て

掲

げ

、

注

は

一

格

を

低

し

て

平

仮

名

。

注

文

に

は

天

理

図

書

館

本

等

に

見

る

傍 

記

文

が

な

く

、

次

の

寛

永

刊

本

と

平

仮

名

片

仮

名

の

差

以

外

は

ほ

ゾ

同

じ

。

巻

末

奧

書

左

の

如

し

。

上

京

住

人

右
一
冊
慈
尊
院
御
所
持
候
を
令
懇
望
書
写
旱\

 

天
正
五
年
八
月
廿
二
日
木
春
軒

憲
法
仮
名
抄

右
元
禄
こ
亥
季
夏
以
京
師
人
烏
/
帽
匠
三
宅
近
江
守
本
写
之
大
串
/
元

善

奉

命
 

寛

永

二

十

一

年

意

閑

刊

本

一

冊

大

東

急

記

念

文

庫

•
斯

道

文

庫

等

蔵

。

元

題

簽

に

「
太

子

御

製1

鎌

§
+51
1
1」
と

あ

る

如

く

、

玄

恵

注

•
聖

徳

太

子

記

録

合

伍

拾

例

箇

条

.
 

聖

徳

太

子

碼

碯

御

記

文

•
聖

徳

太

子

四

節

文

•
聖

徳

太

子

徳

失

鏡

の

五

種

の

合

刻

本

で

、

巻

末

刊

記

に

、

「
寛

永

武

拾

一

歳

三

月

吉

且 

意

閑

板

行

」

と

あ

る

。
憲

法

注

は

、

首

に

「
聖

徳

太

子

憲

法 

法

印

玄

恵

注

」
、

末

に

「
上

宮

太

子

十

七

箇

条

憲

法

畢

」
と

題

す

。

四
周 

双

辺

無

界

、

注

十

六

行

小

字

双

行

。

間

々

字

句

に

訛

譌

脱

文

が

見

ら

れ

る

。

こ

の

刊

本

を

底

本

と

せ

る

翻

印

に

奧

田

正

造

氏

校

本

(
昭
和 

十
一
年
森
江
書
店
刊
)
•
聖

徳

太

子

全

集

第

一

卷

所

収

本

が

あ

る

。

高

野

山

金

剛

三

昧

院

蔵

g i
g

l ^
l
l天
明

八

年

写

本

一

冊

首

に

「
太

子

憲

法

」
、

末

に

「
聖

徳

太

子

十

七

箇

条

御

憲

法

并

註

記

畢

」

と

題

し

、

次

に

r

于

時

天

明

八g

霜

月

上

旬

八

嶋

氏

令

書

写
 

之

者

也

」

の

書

写

奥

書

が

存

す

る

。

寛

永

刊

本

玄

恵

注

と

ほ

ゾ

一

致

す

る

が

、

各

条

注

末

に

「
又

義

云

」

と

し

て

、

所

謂

玄

恵

注

に

弓

か

四
五



四
六

れ

な

か

っ

た

諸

書

の

引

文

が

追

補

し

て

あ

る

。

法

隆

寺

に

は

こ

の

所

謂

玄

恵

註

前

半

の

残

欠

十

七

葉

の

室

町

写

本

を

蔵

す

る

が

未

見

。

聖

徳

太

子

御

憲

法

玄

恵

註

抄

今

知

ら

れ

て

い

る

写

本

は

法

隆

寺

に

架

蔵

さ

れ

る

二

部

の

み

で

、

そ

の

一

を

底

本

と

せ

る

奥

田

正

造

氏

校

本

(
昭

和

十

五

年

刊

)
、

他 

の

一

本

を

底

本

と

せ

る

「
聖

徳

太

子

全

集

」
巻

一

所

収

本

(
昭

和

十

七

年

刊

)

の
翻
印
が

あ

る

。

一
は
室
町
末
写
本
、
他

は

故

妻

木

直

良 

氏

施

入

本

と

い

ぅ

。
筆

者

は

法

隆

寺

蔵

両

本

閲

覧

の

機

に

恵

ま

れ

な

い

の

で

、

翻

印

本

に

ょ

っ

て

解

説

す

る

。

本

書

は

所

謂

玄

恵

注

に

基 

づ

い

て

さ

ら

に

詳

細

な

注

解

を

下

し

た

も

の

で

、

室

町

時

代

の

講

義

聞

書

体

、

即

ち

仮

名

抄

物

で

あ

る

。

巻

末

に

、

右
或
ハ
憲
法
ノ
本
文
ニ
付
キ
、
或
ハ
同
註
ノ
文
章
ニ
付
テ
、
シ

ハ

く

諸

記

ヲ

集

メ

、

ヵ
ツ
ぐ
諸
抄
ヲ
録
シ
畢
ン
ヌ
。

文
ニ
於
テ
モ
理
ニ
於
テ
モ
畀 

ラ
ザ
ル
事
ノ
ミ
ナ
ル
べ
シ
。

雖
\
然
重
テ
正
ク
本
拠
ヲ
勘
へ
、
類
説
ヲ
拾
テ
添
削
ヲ
加
へ
、
再
治
セ
ン
力
為
二
且
ラ
ク
抄X

之
而
已
。

外
見
憚
リ
ア
リ
、
 

深
ク
函
底
へ
秘
ス
ペ
シ
。

と

あ

る

如

く

、

室

町

時

代

最

も

広

く

行

な

わ

れ

た

所

謂

玄

恵

注

を

基

礎

に

し

、
先

行

の

憲

法

注

釈

類

を

縦

横

に

参

照

駆

使

し

て

、

憲
法
本 

文

の

校

異

、

字

義

の

訓

詁

、

訓

説

の

考

証

に

始

っ

て

、
多

数

多

種

な

る

内

典

外

典

国

典

を

博

く

引

き

、

出

典

•
用

例

を

示

し

て

、
義
解
を 

な

し

、

且

つ

引

用

文

の

字

義

文

意

に

つ

い

て

も

微

に

入

り

細

に

亘

っ

て

講

釈

し

、

そ

の

故

事

を

縷

々

と

語

っ

て

止

ま

ず

、

委
曲
を
尽

し

な 

が

ら

、

そ

の

講

説

に

は

生

彩

が

躍

動

し

、

読

者

を

し

て

倦

ま

し

め

な

い

。

講

者

の

和

漢

内

外

の

学

に

通

じ

た

る

非

凡

の

才

を

思

わ

し

め

、
 

正

し

く

本

書

は

室

町

時

代

以

前

の

憲

法

注

の

集

大

成

に

し

て

、

憲

法

注

釈

書

中

の

白

眉

と

評

し

て

ょ

い

。

そ

の

解

釈

は

所

謂

玄

恵

注

同 

様

、

中

世

時

代

仏

家

特

有

の

秘

伝

•
口

説

の

類

を

捨

て

、

啓

蒙

的

で

あ

り

な

が

ら

、
当

時

と

し

て

は

周

到

な

学

術

的

考

証

の

格

調

を

有

し 

て

V
る
。



本

抄

は

、

そ

の

撰

者

成

立

年

代

を

録

し

て

い

な

い

の

で

、

全

て

未

詳

で

あ

る

。

た

y
本

抄

に

は

清

原

宣

賢

の

抄

物

を

引

用

す

る

こ

と

が 

多

く

、

且

つ

清

原

家

の

家

説

が

基

礎

に

な

り

、

か

た

ぐ

吉

田

神

道

の

影

響

が

あ

る

か

ら

、

講

者

は

清

原

宣

賢

後

の

清

原

家

の

人

乃

至

は 

そ

の

門

下

親

縁

者

で

あ

ろ

う

。

講

者

は

外

典

の

み

な

ら

ず

、

和

歌

物

語

並

に

仏

典

に

も

な

み

く

な

ら

ぬ

造

詣

を

有

し

て

い

る

。

こ
の
抄 

物

の

口

調

は

、

京

都

大

学

附

属

図

書

館

蔵

清

原

文

庫

の

「
三

略

集

注

」

六

冊

(
天

正

十

三

年

清

原

国

賢

等

写

、

撰

者

未

詳

)

と

一

豚

通

ず 

る

も

の

が

あ

る

。
筆

者

は

秘

か

に

こ

の

両

抄

物

は

、
清

原

宣

賢

の

門

人

で

、

古

今

集

の

奈

良

伝

授

や

饅

頭

屋

本

笳

用

集

で

も

名

高

い

奈

良 

の

林

宗

ニ

の

講

義

に

非

ざ

る

か

と

想

像

し

て

い

る

が

、

も

と

よ

り

確

証

あ

る

も

の

で

な

く

、

一
 

臆

測

に

止

る

に

す

ぎ

な

い

。

本

抄

は

所

謂

玄

恵

注

の

疏

に

あ

た

る

も

の

で

あ

る

が

、

本

抄

は

全

て

に

亘

っ

て

微

に

入

り

細

を

穿

ち

な

が

ら

、

そ

の

基

礎

と

な

っ

た

註 

の

撰

者

に

つ

い

て

は

、

言

及

す

る

所

が

な

く

、
勿

論

玄

恵

の

注

で

あ

る

こ

と

も

一

言

も

触

れ

て

い

な

い

。

法

隆

寺

本

は

両

本

と

も

内

題

は 

な
い
ら

し

く

、

共

に

外

題

に

「
聖

徳

太

子

御

憲

法

玄

恵

註

抄

」

と

あ
る
よ
う
で

あ

る

が

、

此

は

恐

ら

く

後

人

が

附

記

せ

る

も

の

で

あ
ろ 

う

。

当

時

こ

の

注

は

撰

者

不

明

で

行

わ

れ

た

も

の

で

、

そ

れ

が

後

に

玄

恵

法

印

に

仮

託

さ

れ

、

一

般

に

玄

恵

註

と

称

さ

れ

た

の

は

、
寛
永 

刊

本

以

後

と

思

わ

れ

る

。

高

野

山

金

剛

三

昧

院

蔵

(
高
野
山
大
学
図
書
館
寄
託
)
長

享

元

年

写

本

一

冊

(
略

称

「
金
剛
三
昧
院
」
)

外

題

に「
太

子
；!：1

竹I
g
l
l
」

と
。

憲

法

の

前

書

•
後

書

は

伝

暦

と

同

文

。

各

条

毎

に

一

格

を

低

し

て

片

仮

名

和

文

の

注

を

附

し

、
憲 

法

の

次

に

十

徳

十

失

.
天

王

寺

馬

脳

御

記

文

.
起

注

文

を

録

し

、

卷

末

に

「
長

享

元

年

年

訂

天

霜

廿

四

日

/

紀
州
浜
中
長
保
寺
吉
祥
院
ー 

覧

之

/

間

為

児

童

之

昭

鏡

即

時

書

之

可

秘

/

そ

そ

穴

賢

-

そ
」

と
。

次

に

別

手

で

「
金

剛

三

昧\

善

識

」

の

署

名

が

あ

る

、

此

は
表
紙
に 

も

あ
り
、
所

有

者

の

署

名

で

あ

る

。

注

は

田

舎

僧

の

説

法

じ

み

て

鄙

俚

で

あ

る

が

、
当

時

の

憲

法

亨

受

の

一

面

が

知

ら

れ

る

。

聖

徳

太

子

十

七

箇

条

之

憲

法

〔
注

〕

四
七



四
八

宮

内

庁

書

陵

部

蔵

永

正

七

年

•
十

一

年

写

古

雑

記

所

録

本

鷹

司

家

旧

蔵

の

「
古

雑

記

一

名

古

聞

書

」

中

に

録

さ

る

。

首

に

「
聖

徳

太

子

十

七

箇

条

之

憲

法

」

と

題

し

、

毎

条

「
第

幾

日

」

と
記
し 

て
、
行

を

改

め

て

条

文

を

記

し

、

次

に

一

格

を

低

し

て

、

漢

文

の

注

を

記

し

、

末

に

「
推

古

天

皇

、

十

二

年

、
吉

貴

元

年

、

甲

子

、

卯
月 

日
、

聖

徳

太

子

、

生

年

ノ

三

十

三

歳

、

肇

製

，一

十

七

箇

氣

之

憲
踭

一

レ

之V
/

天

皇

大

恐

悦

、
ル

為

-一

王

道

之

、

良

：

者

、
」 

と

の

後

書

が

あ

り

、

次

に

徳

失

鏡

を

写

し

、

そ

の

後

ニ

行

を

へ

だ

て

て

、

「
虫
日
永
正
七
年
、
庚

午

、
季

春

念

八

日

、
於

摂

州

西

成

郡

、
擾
並 

瑞

光

山

下

、

竹

庭

軒

、
書

焉

」

の

書

写

奥

書

が

あ

る

。

全

体

に

か

な

り

詳

細

な

訓

点

、

朱

筆

の

勾

点

•
句

点

•
朱

引

が

附

さ

れ

、

ま
た
本 

文

同

筆

の

音

義

注

等

の

書

入

が

あ

る

。

本

写

本

の

巻

末

に

は

さ

ら

に

「
永

正

十

一

年

甲

戍

藤

月

念

五

日

大

和

^'
高

市

郡

於

五

条

石

パ

庄

龍 

安

山

丈

室

書

焉

」

の

書

写

奥

書

を

有

す

る

。

こ

の

本

の

憲

法

の

本

文

は

訛

脱

が

多

く

、

ま

た

各

条

の

末

句

の

殆

ど

に

「
矣

」
或

は

「
焉

」 

等

の

助

辞

が

あ

る

。

そ

の

訓

点

は

伝

統

的

な

訓

に

よ

っ

た

も

の

で

な

く

、
音

読

が

多

い

自

己

流

の

訓

で

、

極

め

て

誤

謬

が

多

く

、

「
篤
丨 

敬

三

宝

也

」

の

如

き

例

は

枚

挙

に

遑

が

無

い

ほ

ど

で

あ

る

。

尊

経

閣

文

庫

蔵

〔
江

戸

〕

写
本
一
冊

前

掲

本

と

同

種

で

あ

る

が

、

た

f
首

に

「
聖

徳

太

子

十

七

箇

条

御

憲

法

」

と

題

し

、

各

条

「
幾

日

」

と

記

し

、

次

に

行

を

改

め

て

条

文 

(
附

訓

点

)

を

写

し

、

次

に

一

格

を

低

し

て

、

例

え

ば

第

一

条

は

「
故
孔
子
日
在
レ
上
不
レ
驕
高
而
不
レ
危
…

…

」

の
如
く
、

注
を
記
す
こ 

と

は

前

掲

本

に

同

じ

。

但

し

後

書

の

文

が

な

く

、

末

に

「
聖

徳

太

子

十

七

箇

条

御

憲

法

」

と

題

し

、

尾

題

に

続

く

奥

書

に

、r

于
時
天
文 

八

己

亥

歳

舎

暮

春

仲\

旬

望

越

之

中

州

福

満

而

閲

之

此

\

一
 

篇

聖

之

要

軍

之

枢

仁

臣

之

道\

君

子

之

徳

可

謂

無

価

之

珍

矣

於\

潜
龍
軒
下 

覔

之

仍

卒

筆

之

主

盟

\

于

時

於

儿

上

餅

饗

予

予

嚼

□

而\

慰

積

欝

不

覚

書

終

者

也

俄\

然

而

潤

色

不

可

足

而

已

」

と
。

次

に

「
得
失
鏡
聖 

徳
太
子
御
製
作
」

を

写

す

。

も

と

綴

葉

装

の

表

紙

の

右

下

端

に

「
前

田

貞

醇

献

品

」

と

朱

書

せ

る

小

紙

片

が

貼

っ

て

あ

る

。

全

巻

に

訓

点



が

あ

る

が

、

こ

の

訓

は

前

掲

本

の

そ

れ

と

同

じ

で

は

な

く

、

注

文

も

前

掲

本

と

は

繁

簡

の

出

入

が

あ

る

。

本

注

は

漢

文

の

注

で

、

主

と

し

て

諸

書

よ

り

の

引

文

を

録

す

る

が

、

所

々

自

ら

の

文

章

を

以

て

注

す

る

。

そ

の

引

用

は

、
先

行

の

注

を 

襲

わ

ず

、

独

自

の

特

色

を

有

し

、

必

し

も

原

意

に

適

し

て

い
る
と
は
言

い

得

ぬ

が

、

仏

教

臭

が

殆

ど

な

く

、

例

に

第

二

条

の

注

の

全

文

を 

書

陵

部

本

に

よ

っ

て

引

け

ば

、

1

%

食
5 =

や
鈍
刀
^

，

1
齡

，
一g

之g
r

重
-

■
ノ
^

"

ト
ハ
(

| 1
神

」

「重
)
亦邮

ラ
S I

%

挺|ニ智情-銕

リ

也

、1
くむ人倫、

» |

1
ト仏

ア
サ
一
—

サ
レ
ト
モ
タ
メ
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
ナ
ヲ
シ

と
。
簡

単

な

我

流

の

注

で

は

あ

る

が

、

室

町

戦

国

時

代

ら

し

い

特

色

が

出

て

い

る

。

憲

法

単

行

の

未

見

本

に

、

高

野

山

正

智

院

蔵

寛

正

五

年

書

写

「
聖

徳

太

子

十

七

箇

条

憲

法

」

一
冊
、

同

院

蔵

正

長

ニ

年

•
明

応

九

年

奥 

書

「
憲

法

註

」

一
冊
が

あ
る
。
憲

法

注

に

は

単

行

の

外

に

、

「
聖

徳

太

子

伝

暦

」
の

注

釈

書

は

殆

ど

憲

法

の

箇

所

に

注

を

施

し

て

い

る
(
前 

掲

拙

稿

参

照

)
。

出

色

の

注

は

、

法

空

の

「
聖

徳

太

子

平

氏

伝

雑

勘

文

」
並

に

「
上

宮

太

子

拾

遺

記

」

と

法

隆

寺

の

訓

海

の

「
太
子
伝
玉 

林

抄

」

で
あ
る
。
「
太

子

伝

金

玉

抄

」

「
太

子

伝

阿

弥

陀

院

抄

」

に

は

憲

法

注

に

は

自

抄

を

施

さ

ず

、

所

謂

玄

恵

註

を

以

て

添

え

て

い
る
。

既

に

記

し

た

如

く

、

伝

暦

の

訓

点

に

つ

い

て

は

、

伝

暦

の

注

釈

書

や

伝

暦

の

書

入

等

に

仲

範

点

仲

範

説

と

し

て

引

か

れ

る

訓

説

が

あ

っ 

て
、

重

要

な

地

位

を

占

め

て

い

る

。

伝

暦

の

訓

点

の

由

来

に

つ

い

て

は

多

く

の

伝

暦

抄

に

ほ

ゾ

同

内

容

の

記

述

が

見

ら

れ

る

。

そ
の
一

例 

と

し

て

法

隆

寺

の

実

秀

の

「
太

子

伝

撰

集

抄

別

要

」

(寛
文
刊
)

か

ら

引

用

す

れ

ば

、

「
左

助

谷

大

蔵

仲

範

ハ

天

下

第

一

ノ

文

者

也

元

亨

年 

中

二

先

代

九

代

ノ

末

方

高

時

法

師

宗

鑑

ヵ

時

当

寺

住

侶

湛

舜

法

印

播

州

鵃

庄

ノ

義

付

テ

七

箇

年

在

鎌

倉

時

仲

範

ト

互

太

子

伝

講

説

ノ

時

題

四
九



五
〇

号

二

三

ノ

点

ヲ

ヨ

マ

レ

タ

リ

通

要

ニ

記

ス

ル

カ

コ

ト

シ

加

点

不

同

ハ

カ

リ

也

太

平

記

ニ

ハ

南

家

儒

者

刑

部

小

輔

仲

範

ト

載

タ

リ

惣

当

伝

家 

々
点
差
異
ア
リ
ト
見
タ
リ
或
伝
奥
承
久
元
年
九
月
阿
闍
梨
賢
任
与
一
一
小
野
宮
大
納
言
師
頼
ー
相
令
レ
点
其
後
仁
賢
弟
子
天
王
寺
阿
闍
梨
範
覚 

舜

賢

供

僧

栄

信

次

第

写

之

巧

又

相

承

一

本

伝

奥

書

ニ

ハ

以=1

石

見

入

道

並

守

朝

已

講

被

点

之

本

薬

師

寺

前

律

師

御

房

被

，一
点
撰一

御

—
座
本 

以
レ
之
点
写
焉

保

元

五

年

三

月

十

三

日

文

朝

5 5
又

木

幡

上

人

云

此

伝

為

長

卿

之

点

有

之

；§
何

レ

モ

ー

流

ツ

、

ノ

点

ア

リ

ト
聞
へ
タ
リ
私
云 

多

分

当

寺

用

来

レ

ル

文

点

也

赶

何

レ

ノ

点

何

流

ト

云

事

サ

タ

カ

ナ

ラ

ス

ト

聞

へ

タ

リ

彼

仲

範

ハ

橘

寺

法

空

ト

談

ア

リ

ト

見

タ

リ

法

空

ト

申 

ハ

久

我

殿

ノ

御

息

橘

寺

律

師

ト

成

テ

ヨ

リ

第

ニ

ノ

長

老

也

了

達

房

申

キ

」

と
。

こ

の

仲

範

の

伝

暦

講

義

の

聞

書

の

写

本

一

冊

が

法

隆

寺

に 

蔵

さ

れ

て

い

る

。

残

念

な

が

ら

未

だ

眼

福

を

得

な

い

が

、

同

書

に

は

「
元

亨

四

年f

二
月
十
二
日g

午

時

始

也\

於

鎌

倉

談

義

也\

読
師 

鎌

倉

左

助

谷

大

蔵

大

輔

仲

範

」

の

奥

書

ぁ

り

と

云

ぅ

。

こ
の
仲

範

の

訓

説

は

前

掲

の

成篑

堂

文

庫

旧

蔵

の

憲

法

註

、

太

子

伝

玉

林

抄

、

聖 

徳

太

子

御

憲

法

玄

恵

注

抄

等

に

引

か

れ

て

い

る

。
本

訓

読

文

並

校

異

の

注

の

次

に

、

玉

林

抄

.
玄

恵

注

抄

に

引

載

の

仲

範

の

訓

説

を

輯

集 

せ

る

も

の

を

附

し

た

か

ら

、

参

照

さ

れ

た

い

。

こ
の
輯

集

は

玉

林

抄

は

法

隆

寺

蔵

本

の

模

写

た

る

東

京

国

立

博

物

館

蔵

本

を

主

と

し

て

、
 

東

大

寺

•
内

閣

文

庫

•
尊

経

閣

文

庫

蔵

本

を

参

照

し

、

玄

恵

注

抄

は

奥

田

氏

校

刊

本

に

ょ

っ

た

。

十
七
条
憲
法
校
勘
記

凡 

例

一
、

本
校
勘
記
は
東
洋
文
庫
蔵
岩
崎
本
日
本
書
紀
所
引
文
を
底
本
と
し
、
上
記
解
題
に
著
録
せ
る
諸
本
と
対
校
せ
る
も
の
で
ぁ
る
。

一
、

対
校
諸
本
の
ぅ
ち
、
次
掲
の
訓
読
文
対
校
に
使
用
せ
る
諸
本
に
つ
い
て
は
そ
の
略
称
を
使
用
(
次
掲
訓
読
文
の
凡
例
参
照
)
、
そ
の
他
の
諸
本
は
左
の



略
称
を
用
い
た
。

聖
徳
太
子
伝
暦
甲
類 

岩

瀬

(
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
蔵
本
)

同

乙

類

北

野

伝

(
北
野
天
満
官
蔵
本
)

内

閣

伝

(
内
閣
文
庫
蔵
本
)

米

沢

(
米
沢
市
立
図
書
館
蔵
本
)

四
天
王
寺
別
(
四
天
王
寺
蔵
本
)

復

原

(
藤
原
猶
雪
校
復
原
聖
徳
太
子
伝
暦
)

単
行
類 

憲

章

註

(
広
島
大
学
蔵
聖
徳
太
子
十
七
憲
章
并
序
註
)

成

簣

(
成
簣
堂
文
庫
旧
蔵
聖
徳
太
子
十
七
ヶ
条
之
憲
法
并
註
)

嘉

禎

(
四 

天
王
寺
蔵
嘉
禎
ニ
年
写
本
)

宗

性

(
陽
明
文
庫
蔵
釈
宗
性
手
写
本
)

弘

安

(
弘
安
八
年
刊
本
)

天
理

秀

賢

跋

(
天
理
図
書
館
蔵
慶
長
十
年 

清
原
秀
賢
跋
写
本
)

名

大

(
名
古
屋
大
学
図
書
館
蔵
応
仁
三
年
写
本
)

九

大

(
九
州
大
学
図
書
館
蔵
天
正
十
九
年
写
本
)

広

隆

寺

(
広
隆 

寺
蔵
室
町
末
写
本
)

京

大

(
京
都
大
学
国
史
研
究
室
蔵
近
世
初
写
本
)

彰

考

(
彰
考
館
文
庫
蔵
元
禄
八
年
写<

天
正
五
年
本
奥
書>

憲
法
仮 

名
抄
)

天

明

(
高
野
山
金
剛
三
昧
院
蔵
天
明
八
年
写
本
)

古

活

字

(
古
活
字
版
十
七
条
憲
法
)

寛

永

(
寛
永
十
四
年
刊
聖
徳
太
子
憲
法
并 

制
条
)

古

雑

記

(
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
永
正
七
年
写
「
古
雑
記
」
所

収

「
聖
徳
太
子
十
七
箇
条
之
憲
法
」
)

拾

芥

抄

(
寛
永
十
九
年
西
村
吉
兵 

衛
刊
本
)

一
、

「
聖
徳
太
子
伝
暦
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
異
同
が
、
伝
暦
諸
本
の
全
て
、
或
は
そ
の
甲
類
、
或
は
そ
の
こ
類
の
各
所
属
本
間
で
は
一
致
し
て
い
る
場 

合
は
、
各

々

「
伝
暦
」
、
「
伝
暦
甲
類
」
、
「
伝
暦
こ
類
」
と
総
称
し
て
、

一
々
の
諸
本
名
を
省
い
た
。

一
、

文
字
は
特
別
の
支
障
の
な
い
限
り
、
通
行
活
字
体
を
以
て
表
記
し
、
古
鈔
本
に
あ
り
ふ
れ
た
俗
字
異
体
宇
等
、

ま
た
振
仮
名
そ
の
他
か
ら
見
て
明
か 

に
書
写
者
の
不
注
意
か
ら
犯
せ
る
誤
宇
に
つ
い
て
は
、
そ
の
異
同
を
特
記
し
な
い
。
我
が
旧
鈔
本
で
は
混
淆
し
て
使
用
さ
れ
る
の
が
常
例
で
あ
る
「
無
」 

と

「
无
」
、
「辨
」
と

「
辯
」

の
如
き
、

そ
の
異
同
を
記
さ
な
い
。
餮

(
五
条
)
濫

(
七
条
)
雖
皿
(
八
条
)
の
如
き
は
諸
本
多
く
誤
字
に
作
る
が
、

ー
 々

明
記
し
な
い
。

五
一



(
一
条
)

以

和

為

貴 

嘉

禎

「和
」

r

龢

」

(
和

ノ

古

文

)

ニ
作
ル
、

已 

下

同

ジ

。

亦

少

達

者 

慶

應

大

元

和

「
亦

」

「
又
」

ニ
作
ル
、
非

是

。

或

不

順

君

父 

成

簣

.
竜

門

永

禄

「
或

」

脱

。
嘉

禎 

r

不

」 

「
弗

」

ニ
作
ル
、

已

下

同

ジ

。

乍

違

于

隣

里 

憲

章

註

「
乍

」

ノ

上

「
或

也

」

ア
リ
、
旁
注 

ノ

竄

入

ナ

ラ

ン

。

然

上

和

下

睦 

慶

應

大

元

和 

r

然

」
ノ

下
r

而

」

ア
リ
、

衍

。

諧

於

論

事 

成

簣

「
於

」
脱

。

竜

門

永

禄

「
論

」

「
諸

」

ニ
作
ル
、

非

是

。

広

隆

寺

「
論

」

脱

。

竜

谷

大

「
論

」

一一
 

見

消

ヲ

附

シ

、
「
諸
ィ

」

ト

旁

記

。

則

事

理

自

通 

高

野

山

宝

寿

院

•
嘉

補

「
則

事

」

ナ
シ
。

興 

福

寺

•
徳

島

本

願

寺

•
西

本

願

寺

(
「
事

」

旁

記

)
.
法

隆

寺

.
 

岩

瀬

•
憲

章

註

•
九

大

「
事

」

ナ

シ

、
脱

力

。

何

事

不

成 

古

雑

記

「成
」
ノ
下

r

焉

」

ア
リ
、

已
下
各

条 

ノ

末

句

多

ク

「
焉

」

ノ

字

ア

リ

、

衍

。

篤

敬

三

宝 

古

雑

記

宝

ノ

下

「
也

」

ア
リ
、

衍

。

三

宝

者
仏
法
僧
也 

九

大

「者
」
ナ
シ
。
拾

芥

抄

「仏
法 

僧

也

」

ノ

四

字

小

字

双

行

注

ニ

作

ル

。

竜

門

永

禄

コ

ノ

四

字

脱

。

則

四

生

之

終

帰 

四

天

王

寺

「
之

」
「
也

」

ニ
誤
ル
。

竜
門
永 

禄

•
玄

恵

注

慶

應

大

「
之

」
脱

。

竜

門

永

禄

「
帰

」
「
号

」

ニ
誤
ル
。

万

国

之

極

宗 

成
篑

•
尊

経

閣

•
天

明

「
之

」
脱

。

竜
谷
大 

r

宗

」

誤

テ

「
祟

」

ニ
作
ル
。
慶

應

大

元

和 

r

宗

」

ノ
下 

「
也

」

ア
リ
、

衍

。

何
世
何

人 

三

千

院

「
何

世

」

ナ
シ
、

「
何
世
ィ
」
ヲ
上
襴
ニ

書

入

。

非

貴

是

法 

成

篑

「
非

」r

不

」

ニ
作
ル
。

竜

谷

大 

r

是 

法

」

二
見
消
ヲ
附
ス
。

人
鮮
尤
悪 

真

福

寺

「人
」
脱
。

竜
谷
大
コ
ノ
四
字
ニ 

見

消

ヲ

附

ス

。



能

教

従

之 

嘉

禎

「
従

」

「
羽

」
(
从

、
従

ノ

本

字

)

ニ
作
ル
。 

何

以

直

枉 

復

原

「何
」
ノ
上
「貝
」
ア
リ
、
衍
。

(
三

条

)

君
則
天
之 

伝

暦

乙

類

.
復

原

「
君

則

」
顚

倒

。

真
福
寺 

「
之

」

誤

テ

「
臣

」

ニ
作
ル
。

臣
則
地
之 

伝

暦

乙

類

(
四

天

王

寺

別

ヲ

除

ク

)
•
復

原

r

臣 

則

」

顚

倒

。
大

東

急

•
四

天

王

寺

•
慶

應

大

元

和

「
之

」
脱

。
 

天

覆

地

載 

興

福

寺

•
西

本

願

寺

(
「
載

」

別

記

)
•
法

隆

寺

.
 

狩

野

•
天

理

甲

•
大

東

急

•
高

野

山

宝

寿

院

•
四

天

王

寺

(
「
載

」 

旁

記

)
•
岩

瀬

•
竜

門

正

安

•
京

大

•
天

明

「
載

」

「
戴

」

ニ 

作

ル

、
非

是

。

万
気

得

通 

内
閣
•寛

文

版

「万
」
誤
テ
「方
」
ニ
作
ル
。

竜

門

永

禄

「気
」
ノ
下
「之
」
ア
リ
、
衍
。

則

致

壊

耳 

伏

見

•
続

類

従

•
真

福

寺

•
興

福

寺

(
「
致
本
」
旁 

記

)
•
天

理

甲

(
「
致

」
旁

記

)
•
高

野

山

宝

寿

院

•
成
篑

•
竜 

門

正

安

•
名

大

「
致

」

「
到

」

ニ
作
ル
、
恐

ハ

非

是

。

古
活 

字

「壊
」
誤
テ
「懐
」
ニ
作
ル
。

上

行

下

靡 

伝

暦

こ

類

「
靡

」

「
効

」

ニ
作
ル
、

恐

ハ

非

是

。 

真

福

寺 

r

行
」
ノ
下
「>
」
ア
リ
、
衍
。

(
四
条
)

羣

卿

百

寮 

伝

暦

乙

頮

.
復

原

.
慶

應

大

元

和

•
寛

永

「
寮

」 

「
僚

」

ニ
作
ル
、
僚

通

ジ

テ

寮

ニ

作

ル

。

其

治

民

之

本 

憲

章

註

「其
」
ナ
シ
。
広
隆
寺
誤
テ
「其 

治

之

民

也

本

」

ニ
作
ル
。

要

在

乎

礼 

成

篑

「
在

」

誤

テ

「
有

」

ニ
作
ル
。

興

福

寺

*
 

法

隆

寺

•
狩

野

.
高

野

山

宝

寿

院

.
大

東

急

•
四

天

王

寺

.
伝 

暦

こ

類

•
復

原

•
成
篑

•
三

千

院

.
尊

経

閣

•
竜

門

永

禄

•
金 

剛

三

昧

院

•
玄

惠

注

慶

應

大

•
玄

恵

注

岩

瀬

•
彰

考

.
九

大

.
 

竜

谷

大

•
名

大

•
慶

應

大

元

和

•
古

雑

記

•
古

活

字

•
寛

永

.
 

拾

芥

抄

「乎
」
「于
」
ニ
作
ル
。

上

不

礼

而

下

非

斉 

古

活

字

「不
」
「無
」
ニ
作

ル
。
大
東 

急

•
四

天

王

寺

(
「
而
ィ
」

ノ

旁

記

ア

リ

〕
.
寛

永

版

•
国

会

甲

.
 

京
大
(「上
」
ノ
上
ニ
「而
」
ア
リ
)

「面
」
脱
。
伝
暦
乙
類 

(
寛

永

版

ヲ

除

ク

)
•
寛

永

「
非

」

「
弗

」

ニ
作
ル
、
寛

永

版

.



復
原
•古

活

字

「不
」
ニ
作
ル
。

下

無

礼

以

必

有

罪 

憲

章

註 

r

以

必

」

「
者

也

以

」

ニ
作
ル
、
 

旁

注

ノ

竄

入

力

。

是

以

羣

臣

有

礼 

竜

谷

大 

r

以
」
ノ
下
「必
」
ア
リ
、
衍
。
 

寛

文

版

•
伝

暦

•
成
篑

•
宗

性

•
九

大

•
名

大

•
竜

門

正

安

.
 

竜

門

永

禄

•
金

剛

三

昧

院

•
京

大

•
寛

永

r

羣
」
「君
」
ニ
作 

ル
。

広
島
大 

r

羣
」
ニ
「君
ィ
」
旁
記
。
四
天
王
寺
「君
」
 

ニ

「
群
ィ
」
旁

記

。

嘉

禎

•
天

理

秀

賢

跋

•
秀

賢

跋

刊

本

•
竜 

谷

大

(
「
臣

」
旁

記

)

r

臣

」

「
卿

」

ニ
作
ル
。

国
家
自

治 

復

原

「国
」
ノ
上
「則
」
ア
リ
、
衍
。

(
五

条

)

明

辯

訴

訟 

内

閣

•
伏

見

•
高

野

山

宝

寿

院

•
天

理

甲

•
四
天 

王

寺

•
天

理

こ

•
尊

経

閣

.
金

剛

三

昧

院

.
名

大

•
広

隆

寺

.
 

彰

考

館

•
天

明

•
古

活

字 

r

訟
」
誤
テ

r

詔

」

ニ
作
ル
。

已 

下

同

ジ

。

但

シ

伏

見

•
四

天

王

寺

下

「
訟

」

ニ
作
ル
。

其

百

姓

之

訟 

憲

章

註

「其
」
ナ
シ
。
東
大
寺
明
応
.玄
恵 

注

慶

應

大

•
玄

恵

注

岩

瀬

•
慶

應

大

元

和

「
訟

」

誤

テ

「
詔

」

一
日
千
事 

成

簣

「千
」
ノ
下
「度
也
」
ア
リ
、
旁
注
ノ
窠 

入
力
。

一
日
尚尔
 

玄
恵
注
慶
應
大
「尚
」
脱
、
「尚
ィ
」
旁
記
。
 

況

乎

累

歳 

寛

永

版

•
成

簣

•
竜

門

永

禄

「
乎

」

脱

。
伏

見

.

続
類
従
.真

福

寺

「歳
」
「年
」
ニ
作
リ
、
「歳
」
旁
記
。

頃

治

訟

者 

憲

章

註

•
広

島

大

•
広

隆

寺

•
古

雑

記

•
彰
考 

底
本
ニ
同
ジ
、
他

ノ

諸

本

「頃
」

r

須
」
ニ
作
ル
、
恐
ハ
非 

是

。

興

福

寺

.
天

理

甲

•
徳

島

本

願

寺

•
西

本

願

寺

(
「
須

」
旁 

記

)
•
法

隆

寺

•
高

野

山

宝

寿

院

•
岩

瀬

.
三

千

院

•
宗

性

•
竜 

谷

大

「
頃

」

ナ
シ
、

恐

ハ

非

是

。

竜

門

永

禄

•
玄

恵

注

慶

應 

大

(
下

同

ジ

)
•
玄

恵

注

岩

瀬

(
下

同

ジ

)

r

訟

」
誤

テ

「
詔

」 

ニ
作
ル
。

見

賄

聴

讖 

広

隆

寺

「賄
」
ノ
下
「便
」
ア
リ
、
衍
。
竜
谷 

大

「_
」
二
見
消
ヲ
附
シ
、
「獄
」
ヲ
旁
記
。

便

有

財

之

訟 

慶
應
大
元
和
「財
」
ノ
下
「者
」
ア
リ
、
衍
。
 

九

大

「之
」
誤
テ
「者
」
ニ
作
ル
。
竜
谷
大 

r

訟
」
脱
。



如

石

投

水 

古

雑

記

誤

テ

「如
投
石
於
水
」
ニ
作
ル
。

乏

者

之

訴 

伏

見

•
真

福

寺

•
興

福

寺

•
西

本

願

寺

•
狩

野

.
 

大

東

急

•
四

天

王

寺

•
寛

永

版

•
復

原

•
成
篑

•
京

大

「
之

」 

脱

。

法

隆

寺

•
大

東

急

•
四

天

王

寺

(
「
訴
ィ
」
旁

記

)
.
憲
章 

註

•広
島
大
•竜

門

永

禄

「訴
」

r

訟
」
ニ
作
ル
。
復
原 

r

訴
」
脱
。

似
水
投
石 

玄
恵
注
慶
應
大
•玄

恵

注

書

陵

部

「似
」

ニ
 

「如
ィ
」
旁
記
。
九

大

「似
以
」
ニ
作
ル
、
衍
。
古
雑
記 

誤

テ

「
似

投

水

於

石

」

一
一
作
ル
。

是

以

貧

民

則

不

知

所

由 

復

原

「則
」
脱
、
「所
」
「其
所
」

ニ
作
ル
、

衍

。

臣

道

亦

於

焉

闕 

三

千

院

「亦
」
誤
テ
「ニ
」
ニ
作
リ
、
「亦 

ィ
」
旁

記

。

法

隆

寺

•
大

東

急

•
四

天

王

寺

•
京

大

「
亦

」 

脱
。
四
天
王
寺
別
「於
」
脱
。
続
類
従
•真
福
寺

 

r

闕

」

ニ

「
闘
ィ
」

ヲ

旁

記

、

「
闘

」
非

是

。

(
六

条

)

懲

悪

勧

善 

復

原

•
古

雑

記

誤

テ

「
勧

善

懲

悪

」

一

一
作
ル
。

古

之

良

典 

狩

野

「之
」
脱
。
拾

芥

抄

「典
」
ノ
下
「也
」
 

ア
リ
、
旁

訓

ノ

竄

入

ナ

ラ

ン

。

无

匿

人

善 

慶

應

大

元

和

「人
」
ノ
下
「之
」
ア
リ
、
衍
。

其

諂

詐

者 

成篑

 

r

詐

」

誤

テ

「
訴

」

一

一
作
ル
。

則

為

覆

国

家

之

利

器 

竜

門

永

禄

「則
」
脱
。
国
会
甲
•成 

篑

•竜
門
永
禄
•天

明

「之
」
脱
。

為

絶

人

民

之

鋒

剣 

尊

経

閣

「為
」
脱
。
復

原

「民
」
誤 

テ

「
氏

」

ニ
作
ル
。

竜

門

正

安

•
竜

門

永

禄

•
陽

明

•
玄

恵

注 

慶

應

大

「之
」
脱
。

亦

侫

媚

者 

三

千

院

「亦
」
誤
テ
「ニ
」
ニ
作
リ
、
「亦
ィ
」
 

ヲ
旁
記
。

成

篑

「
亦

」

「
又
」

ニ
作
ル
。
慶

應

大

元

和

「
亦

」 

脱

。

対

上

則

好

説

下

過 

伏
見
•続
類
従
(「好
」
旁
記
)
•
憲
章 

註

•広

島

大

「好
」
ナ
シ
、
恐
ハ
非
是
。
竜

門

永

禄

「説
」
 

誤
テ

r

詋

」
ニ
作
ル
。
竜

門

正

安

「説
」
脱
。

逢

下

則

誹

謗

上

失 

三

千

院

「上
」
「其
上
」
ニ
作
ル
、
衍
。

皆

无

忠

於

君 

復

原

「忠
」

r

忠
貞

j

ニ
作
ル
。
天

明

「於
」

五
五



脱

、

下

同

ジ

。

无

仁

於

民

是

大

乱

之

本

也 

復

原

「仁
」
「仁
慈
」
ニ
作
ル
、
 

貞

•
慈

注

字

ノ

實

入

力

。

憲

章

註

「
民

是

」
顧

倒

。

寛

永

版

.
 

復
原
•広
隆
寺
.寛

永

「之
」
脱
。

(
七

条

)

人

各

有

任 

成

簣

「人
」
脱
。
岩

瀬

「有
」
脱
。

掌

宜

不

濫 

成
簣
•古

活

字

「掌
」
誤
テ
「宰
」
一一作ル。
 

其

賢

哲

任

官 

成

簣 

r

哲
」
ノ
下
「之
」
ア
リ
、
衍
。
 

頌

音

則

起 

嘉
禎
•天
理
秀
賢
跋
.秀

賢

跋

刊

本

「音
」
 

「
声

」

ニ
作
ル
、

恐

ハ

非

是

。

釘

者

有

官 

成

簣

「者
」
ノ
下
「之
」
ア
リ
、
衍
。
伝
暦
こ 

類

•
復

原

•
竜

門

永

禄

•
慶

應

大

元

和

•
寛

永

「
有

」

「
在

」 

ニ
作
ル
。

復

原

•
天
明 

r

官
」
ノ
下
「則
」
ア
リ
、
衍
。

世

少

生

知 

広

隆

寺

「知
」

r

智

」

ニ
誤
ル
。

尅

念

作

聖 

四

天

王

寺

(
「
尅
ィ
」
旁

記

)
•
伝

暦

こ

類

•
竜
谷 

大

•
玄

恵

注

岩

瀬

•
天

明

•
彰

考

•
慶

應

大

元

和

.
古

雑

記

.
 

古

活

字

•
寛
永 

r

尅

」

(
剋

ノ

俗

字

)
「
克

」

ニ
作
ル
、

尅

克

五
六

通
用
。
三
千
院
誤
テ
「対
」
ニ
作
リ
、
「尅
」
旁
記
。

事

無

大

少 

書

紀

諸

本

•
興

福

寺

•
法

隆

寺

•
憲

章

註

.
広
島 

大

•
三

千

院

•
玄

恵

注

慶

應

大

•
玄

恵

注

岩

瀬

•
竜

谷

大

.
政 

事

要

略

引

ヲ

除

ク

諸

本

皆

「少
」
「小
」
二
作
ル
。

時

無

急

緩 

興

福

寺

(
「
急
一
本
」
旁

記

)
•
徳

島

本

願

寺

(
「
キ 

ゥ
」

ト

附

訓

)

•
天

理

甲

(
「
ス
ミ
ヤ
力
」

ト

附

訓

)

•
西
本
願 

寺

(
見

消

ヲ

附

シ

、

急

ト

脚

注

)
•
岩

瀬

(
「
ト
キ

」

ト
附
訓)

•

 

竜
門
正
安
(「急
ィ
」
ト
旁
記
)

「急
」
誤
テ

r

忽

」

ニ
作
ル
。 

因

此

国

家

永

久 

竜

谷

大 

r

此

」r

玆

」

ニ
作
ル
、

非

是

。 

社

稷

勿

危 

広

島

大

「危
」
ヲ
塗
抹
シ
「絶
」
ニ
作
ル
。

故
古
聖

王 

広

隆

寺

「古
」
ノ
下
「之
」
ア
リ
、
衍
。
竜
谷 

大

•広

隆

寺

「王
」
誤
テ
「主
」
ニ
作
ル
。

為

人

不

求

官 

内
閣
•寛

文

版

「為
人
」
脱
。
成

篑

コ
ノ 

句
ノ
下
「任
宰
宜
不
濫
」
ア
リ
、
衍
。
古

雑

記

「不
為
人
求 

官

矣

」

ニ
誤
ル
。

(
八

条

)

羣

卿

百

寮 

伝

暦

こ

類

•
復

原

•
慶

應

大

元

和

•
寛

永

「
寮

」



r

僚
」
ニ
作
ル
。

公
事
靡
鹽 

四

天

王

寺

ハ

「
公
ィ
」
旁

記

)
•
伝

暦

乙

類

(
東
大 

寺

文

明

•
国

会

甲

.
内

閣

伝

ヲ

除

ク

)

•
復

原

•
竜

門

正

安

.
 

竜

谷

大

•
慶

應

大

元

和

.
寛

永

「
公

」

「
王
」

二
作
ル
。

西
本 

願

寺

「王
ィ
」
旁
記
。
玄
恵
注
書
陵
部
「靡
」
誤
テ
「無
」

ニ
作
ル
。

不

逮

于

急 

天
明 

r

不
」
ノ
上
「則
」
ア
リ
、
衍
。
竜
谷
大 

「
于

」

脱

。

伏

見

•
徳

島

本

願

寺

•
興

福

寺

(
見

消

ヲ

附

シ

、
 

「
急

」

別

記

〕
•
天

理

甲

•
西

本

願

寺

(
見

消

ヲ

附

シ

、
「
急

」 

別

記

)
•
高

野

山

宝

寿

院

.
岩

瀬

•
竜

門

正

安

•
金

剛

三

昧

院 

「急
」
誤
テ
「忽
」
二
作
ル
。
竜
門
永
禄
誤
テ
「怠
」
ニ
作

レ
0

必

事

不

尽 

天

明

「必
」
ノ
上
「則
」
ア
リ
、
衍
。
成
* 

コ

ノ

句

ノ

下

「
群

卿

百

寮

早

朝

晏

退

」

ア
リ
、

衍
。

(
九

条

)

要

在

于

信 

成

篑

「
在

」

誤

テ

「
有

」

ニ
作
ル
。

嘉

禎

•
天 

理

秀

賢

跋

•
秀

賢

跋

刊

本

•
陽

明

「
£

「
乎

」

ニ
作
ル
。

羣

臣

共

信 

寛

文

版

•
尊

経

閣

•
九

大

•
天

明

•拾

芥

抄

「
羣

」 

「
君

」

ニ
作
ル
、

下

同

ジ

。

九
大 

r

臣
」
誤
テ
「王
」
ニ
作 

ル
。
成
簣
•慶

應

大

元

和

「信
」
ノ
上
「有
」
ア
リ
、
衍
。
 

復

原

「信
」
ノ
下
「則
」
ア
リ
、
衍
。

(
十

条

)

絶

忿

棄

瞋

不

怒

人

違 

大

東

急

•
四

天

王

寺

(
「
怒

ィ

」r

瞋
ィ
」 

旁

記

)
•
京

大 

r

瞋

」

「
怒

」

ニ
作
リ
、

「
怒

」

「
瞋

」

ニ
作
ル
、
 

非

是

。

彼

是

則

我

非 

竜

門

永

禄

「則
」
脱
。

我

必

非

聖 

尊

経

閣

「我
必
」
顚
倒
。
玄
恵
注
慶
應
大 

「
非

」r

不

」

ニ
作
ル
、

非

是

。

彼

必

非

愚 

成
*

「彼
必
」
脱
。
広

島

大

「愚
」
誤
テ 

「
遇

」

ニ
作
ル
。

共

是

凡

夫

耳 

竜

門

永

禄

「耳
」
脱
。
天

明

「共
是
凡
以 

彼

夫

耳

」

ニ
誤
ル
。

是
非
之

理 

金
剛
三
昧
院
•竜

谷

大

「之
」
脱
。

詎

能

可

定 

伝

暦

甲

類

(
法

隆

寺

ヲ

除

ク)
.

憲

章

註

•
広

島

五
七



大

•
嘉

禎

.
天

理

秀

賢

跋

•
秀

賢

跋

刊

•
成

簣

•
尊

経

閣

•
竜 

門

正

安

•
竜

門

永

禄

•
竜

谷

大

•
金

剛

三

昧

院

•
広

隆

寺

•
京 

大

.
陽

明

•
彰

考

•
玄

恵

注

慶

應

大

•
玄

恵

注

岩

瀬

•
天

明

.
 

九
大
•名
大
.古
雑
記
•古

活

字

「詎
」
「誰
」
ニ
作
ル
。

如

鐶

无

端 

伝

暦

(
東

大

寺

文

明

•
東

大

寺

明

応

•
天
理
乙
ヲ 

除

ク

)
•
憲

章

註

•
広

島

大

*
成
*

•

尊

経

閣

•
金

剛

三

昧

院

.
 

竜

門

永

禄

•
京

大

•
陽

明

.
彰

考

•
玄

恵

注

慶

應

大

•
玄

恵

注 

書

陵

部

(
「
鐶
ィ
」
旁

記

)
•
玄

恵

注

岩

瀬

.
天

明

.
竜

谷

大

.
 

九

大

•
名

大

•
古

雑

記

•
古

活

字

•
寛

永

•
拾

芥

抄 

r

鐶

」 

「環
」
ニ
作
ル
。
吉
田
•大

和

文

華

館

「環
ィ
」
旁
記
。

(
十

i

)

賞

罸

必

当 

尊

経

閣

「当
」
ノ
下
「当
」
ア
リ
、
衍
。

日

者

賞

不

在

功 

広

島

大

「者
」
ノ
下

r

必

」

ヲ
揷
入
、

非 

是
。
天

明

「日
昔
省
賞
不
在
功
」
ニ
誤
ル
。

罸

不

在

罪 

天

理

甲

「罸
」
誤
テ
「罪
」
ニ
作
ル
。
北
野
.
 

書

陵

部

•
内

閣

.
寛

文

版

•
金

剛

三

昧

院

•
拾

芥

抄

「
罪

」 

誤

テ

S

J
ニ
作
ル
。

五
八

宜
明
賞
罸 

興

福

寺

「明
」

脱
。
天

理

甲

「賞
」

脱
。

(
士

一

条

)

国

司

国

造 

岩

瀬

下

ノ

「国
」
脱
。

勿

斂

百

姓 

伝

暦

乙

類

等 

r

毅

」

r

斂
」
ニ
作
リ
、
或
本 

r

歛

」

ニ
作
ル
、

下

同

ジ

。

斂

ハ

斂

ノ

俗

字

、

斂

.
歛
別
字
ナ 

レ
ド
、
俗
二
通
用
。
徳
島
本
願
寺
「姓
」
「性
」
二
誤
ル
、
下 

同

ジ

。

国

非

二

君 

伝
暦
こ
類
•慶

應

大

元

和

「非
」
「靡
」

ニ
作 

ル
。
西

本

願

寺

「靡
」
旁
記
。

皆

是

王

臣 

竜

門

永

禄

「是
」
脱
、
「臣
」
ノ

下

r

是

」■

ア 

リ
、

衍

。

三

千

院

ニ

示

性

•
竜

門

正

安 

r

臣

」
誤

テ

「
民

臣

」

ニ
作
ル
。

賦

毅

百

姓 

竜

谷

大

「姓
」
ノ
下
「乎
」
ア
リ
、
衍
。

(
十

三

条

)

同

知

職

掌 

成
篑

•名

大

「掌
」
誤
テ
「幸
」
ニ
作
ル
。
尊 

経

閣

「掌
」
脱
。

或

病

或

使 

伏

見

上

ノ

「或
」
畳
ス
、
衍
。
竜
谷
大
下
ノ



「或
」
脱
。
天

明

「使
」
ノ
下
「時
」
ア
リ
、
衍
。

有

闕

於

事 

成

簧

「有
」
「在
」
ニ
作
ル
、
非
是
。

天
明 

「
於

」
脱

。

然

得

知

之

日 

憲

章

註 

r

然

」

「
然

ー

」

一
一
作
ル
。

和

如

曾

識 

嘉

禎

•
秀

賢

跋

刊

本

「
和

」

「
未
皿
」

ニ
作
ル
、
盍 

通
ジ
テ
和
ニ
作
ル
。
四

天

王

寺

「和
」
誤
テ
「知
」
ニ
作
リ 

「和
ィ
」
旁
記
。
成
簣
•竜
門
永
禄
•古

雑

記

「識
」
誤
テ 

「職
」
ニ
作
ル
。

勿

防

公

務 

法

隆

寺

•
大

東

急

•
四

天

王

寺

•
伝

暦

乙

類

•
復 

原

•
広

島

大

•
成
篑

•
竜

門

永

禄

•
竜

谷

大

•
京

大

•
彰

考

•
 

天

明

•
名

大

•慶

應

大

元

和

•
古

雑

記

.
古

活

字

.
寛

永

「
防

」 

r

妨

」

ニ
作
ル
。

狩
野 

r

妨
ィ
」
旁
記
。
竜
門
正
安
誤
テ 

「方
」
ニ
作
ル
。

(
十

四

条

)

羣

臣

百

寮 

伝

暦

乙

類

•
復

原

.
慶

應

大

元

和

•
寛

永

「
寮

」 

「僚
」
ニ
作
ル
。

無

有

嫉

妬 

北

野

(
「
妬

」
旁

記

)
•
徳

島

本

願

寺

.岩

瀬

「
妬

」

r

妮

」

ニ
作
ル
。

徳

島

本

願

寺

•岩

瀬

下

同

ジ

、

妮

.
妬
別
字 

ナ

レ

ド

我

ガ

旧

鈔

本

往

々

垢

ヲ

妬

ノ

俗

字

ト

ス

。
名

大

「
妒

」 

ニ
作
ル
、

妒

妬

ニ

同

ジ

。

我

既

嫉

人 

天

理

甲 

r

既
」
誤
テ

r

更

」

ニ
作
ル
。

金
剛
三 

昧

院

「嫉
人
」
顚
倒
。

人
亦
嫉
我 

慶

應

大

元

和

「亦
」
誤
テ
「又
」
ニ
作
ル
。
真 

福

寺

•
伝

暦

乙

類

.
復

原

•
慶

應

大

元

和

r

嫉

」

「
妬

」

ニ
誤 

ル
。
西

本

願

寺

「妬
」
別
記
。
竜
門
正
安
•玄
恵
注
慶
應 

大

「疾
」
ニ
誤
ル
。
慶

應

大

元

和

「我
」
誤
テ
「吾
」
ニ
 

作
ル
。
京

大

「我
」
ヨ
リ
以
下
「則
不
」
ニ
至
ル
十
七
字
脱
。

嫉

妬

之

患 

天
理
こ
•
四
天
王
寺
別
「之
」
脱
。
広
隆
寺 

コ
ノ
四
字
脱
。

所

以

智

勝

於

己 

竜

門

永

禄

「所
以
」
「所
謂
」
ニ
誤
ル
。
慶 

應

大

元

和 

r

処

以

」

ニ
誤
ル
。
憲

章

註

r

智

」

「
知

」
ニ
作 

ル
。
伝

暦

乙

類

•
慶

應

大

元

和 

r

智

勝

」

顛

倒

。

則

不

悦 

玄

恵

注

岩

瀬

•
天

明

r

悦

」

「
説

」

ニ
作
ル
、
非

是

。

才
優
於
己 

伝

暦

乙

類

•
復

原

•
慶

應

大

元

和 

r

才
優
」
顚

五
九



倒

。

広
島
大 

r

才

」r

丈
」
ニ
誤
ル
。

則
嫉
妬 

玄

恵

注

尊

経

閣

•
大

和

文

華

館

•
天

理

(
「
則

」

旁 

記
)

「則」
脱
。

是

以

五

百

之 

吉

田

(
「
之

」

一
一
「
歳
或
作
」
旁

記

)
•
内

閣

.
 

天

理

甲

•
宗

性

•
広

隆

寺

.
玄

恵

注

書

陵

•
天

明

「
五

百

之

」 

「五
百
之
後
」
ニ
作
ル
。
底
本
第
三
次
点
•名

大

「之
」
ノ 

下
旁
「後
」
ア
リ
、
北

野

「後
ィ
」
ア
リ
。
徳
島
本
願
寺
.
 

法

隆

寺

•
狩

野

•
高

野

山

宝

寿

院

•
大

東

急

•
伝

暦

こ

類

•
復 

原

•
成

簣

•
尊

経

閣

•
玄

恵

注

慶

應

大

•
九

大

•
京

大

•
慶
應 

大

元

和

•
古

活

字

•
寛

永

•
拾

芥

抄

「
五

百

歳

之

後

」

ニ
作 

ル
。

続

類

従

•
真

福

寺

•
興

福

寺

「
百

」
ノ

下

「
歳

」
、

「
之

」 

ノ

下

「
後

」
ノ

旁

記

ア
リ
。
西

本

願

寺

「
之
」
ノ

下

「
歳

」
旁 

記

、

「
之

」
ノ

下

r

後

」

ア
リ
。
嘉

禎

•
天

理

秀

賢

跋

•
秀

賢

跋

刊
 

本

•
竜

谷

大

•
大

和

文

華

館

•
陽

明

「
五

百

歳

後

」

ニ
作
ル
。 

玄

恵

注

尊

経

閣

.
彰

考

•
古

雑

記

「
五

百

歳

」

ニ
作
ル
。

四 

天

王

寺

「五
百
歳
之
」
ニ
作
ル
。
天

理

「五
百
之
歳
後
」

ニ
作
ル
。
金

剛

三

昧

院

「五
百
歳
後
之
」
ニ
作
ル
。
岩
瀬

六
〇

「
五

百

後

」

ニ
作
ル
。

乃

今

遇

賢 

広
島
大
「乃

」r

〔
秀
〕
」

ニ
作
ル
、
非

是

。
吉
田 

(
「
今

」
旁

記

)
•
北

野

•
書

陵

部

•
内

閣

•
寛

文

版

•
嘉

梢

.
 

天

理

秀

賢

跋

•
秀

賢

跋

刊

本

.
大

和

文

華

館

•
玄

恵

注

書

陵
 

部

•
竜

門

永

禄

•
天

理

•
玄

恵

注

尊

経

閣

•
玄

恵

注

慶

應

大

•
 

玄

恵

注

岩

瀬

•
天

明

•
古

活

字

.
拾

芥

抄

「
今

」

「
令

」

ニ
作 

ル
。
陽

明

「
今

令

」

ニ
作
ル
。

底

本

第

三

次

点

•
四
天
王
寺 

「今
」
二
「令
ィ
」
旁
記
。
米
沢
•名

大

「今
」
ニ
「令
」
 

ヲ
旁
記
。
北

野

「遇
」
誤
テ
「過
」
ニ
作
ル
。

千

載

以

難

待

一

聖 

拾

芥

抄

「載
」
「歳
」
ニ
作
ル
。
興
福 

寺

•
高

野

山

宝

寿

院

•
竜

門

正

安

誤

テ

「
戴

」

ニ
作
ル
。

大 

東

急

•
宗

性

•
成
篑

•
三

千

院

.
竜

門

永

禄

•
金

剛

三

昧

院

.
 

名

大

•
京

大

.
天

明

•
慶

應

大

元

和

(
「
待

」
旁

記

)
•
古

活

字

.
 

古

雑

記

•
拾

芥

抄

「
待

」

「
得

」

ニ
作
ル
。
竜

門

正

安

•
玄
恵 

注

慶

應

大

「待
」
ニ
「得
」
ヲ
旁
記
。
北

野

「待
」
「持
」

S

ル
。

其

不

得

賢

聖 

竜

門

永

禄

「其
」
脱
。



何

以

治

国 

古

活

字 

r

以

」

脱

。

(
十

五

条

)

背

私

向

公 

玄

恵

注

慶

應

大

「
私

」

ノ

下

r

而

」

ア
リ
、
衍

。
 

是

臣

之

道

矣 

大

東

急

.
四

天

王

寺

•
嘉

禎

.
竜

谷

大

•
天
明 

「
之

」
脱

。

尊

経

閣

•
九

大

•
慶

應

大

元

和 

r

矣

」
脱

。 

凡
人
有

私 

北

野

•
内

閣

•
寛

文

版

•
彰

考

「
凡

人

」
「
凡
夫 

人

」

ニ
作
ル
、

恐

ハ

「
夫

」
衍

。
成

簣

「
人

」

脱

。
広
島
大 

「
有

」

脱

。

有慽

必

非

同 

書

紀

其

他

諸

本 

r

慽

」r

憾

」

ニ
作
ル
、

是

。
 

憾

•慽

別

字

ナ

レ

ド

我

ガ

古

鈔

本

多

ク

俗

二

通

用

。

伝

暦

こ

類

.
 

復

原

•
慶

應

大

元

和

「
恨

」

ニ
作
ル
、

下

同

ジ

。

古

活

字 

「
有慽

」

脱

。

三

千

院

•
宗

性

「
非

」

「
不

」

ニ

作

ル

、

非 

是

。
寛

永

版

•
復

原

「
同

」
誤

テ

「
固

」

ニ
作
ル
、

下

同

ジ

。 

慶

應

大

元

和

「
同

」

二
見
消
ヲ
附
シ
、

「
固

」

ニ
作
ル
。

寛 

永

「
同

」

「
調

」

ニ
作
ル
、
非

是

、

下

同

ジ

。

非

同

則

以

私

妨

公 

岩

瀬

•
国

会

甲

.
竜

門

永

禄

「
非

同

」 

脱

。
竜

谷

大

「
同

」
ノ

下

「
之j

ア
リ
、

衍

。

広

隆

寺

「
公

」

「
君

」

ニ
作
ル
、

非

是

。

慽

起

則

違

制

害

法 

四
天
王
寺 

r

慽

」

「
恨

」

ニ
作
リ
、

「
憾 

ィ
」
旁

記

、

「
則

」
脱

。

四

天

王

寺

(
「
憲

」

一
一
「
ィ

无

」

ノ
旁 

記

)
•
竜

門

永

禄

「
法

」

「
憲

法

」

ニ
作
ル
、

非

是

。

故

初

章

云 

北

野

(
「
初

ィ

」
旁

記

)
•
書

陵

部

「
初

」
脱

。

嘉

禎

「
云
」

「
日
」

ニ
作
ル
、

恐

ハ

非

是

。

上

下

和

諧 

四

天

王

寺

(
「
諧
ィ
」

旁

記

)
•
伝

暦

乙

類

•
復 

原

•
竜

門

永

禄

•
慶

應

大

元

和

r

諧

」

「
陸

」

ニ
作
ル
、

西
本 

願

寺

「
睦
ィ
」
旁

記

。

続

類

従

•
法

隆

寺 

r

睦

」
旁

記

。 

三

千

院

•
金

剛

三

昧

院

•
名

大

•
広

隆

寺

•
拾

芥

抄

「
上
和 

下

諧

」

ニ
作

ル

。

宗

性

「
上

和

下

□

諧

」

一
一
作
ル
。

九
大 

「
上

和

下

睦

」

ニ
作

ル
。

其

亦

是

情

歟 

九

大

「
其

」
脱

。

憲

章

註

•
広

島

大

「
是 

情

」r

悦

」

ニ
作
ル
。

伏

見

「
情

」

ニ

r

悦

ィ

」
旁

記

。

天
理 

甲 
r

是

常

情

」

ニ
作
ル
、

衍

。

尊

経

閣

•
竜

谷

大

•
九
大 

「
欺

」
脱

。
(
士

ハ

条

)

六
一



古

之

良

典 

竜

門

正

安

•
慶

應

大

元

和

「
之

」
脱

。

故

冬

月

有

間 

竜

谷

大

「
有

」

脱

。

以

可

使

民 

九
大 

r

以

可

」

顛

倒

。

真

福

寺

「
可

」
脱

。

従

春

至

秋 

古

雑

記

「
至

」

ノ

下

「
于

」

ア
リ
、

衍

。

農

桑

之

節 

竜

門

永

禄

•
古

活

字

「
之

」

脱

。

不

可

使

民 

九

大

「
可

」
脱

。

其

不

農

何

食 

興

福

寺

•
尊

経

閣

•
竜

門

永

禄

•
玄

恵

注

慶

應 

大

(
「
其
ィ

」
旁

記

)

「
其

」

脱

。

(
十

七

条

)

夫

事

不

可

独

断 

書

紀

諸

本

(
但

シ

吉

田

「
夫

」

ノ

下

「
大
或 

有
」
旁

記

)

•

広

島

大

.
大

和

文

華

館

•
玄

恵

注

尊

経

閣

.
天 

理

(
「
夫

」

ニ

「
犬
或
有
」
旁

記

；>
.
陽

明

.
拾

芥

抄

ノ

外

ノ

諸 

本

「
夫

事

」

「
大

事

」

ニ
作
ル
。

但

シ

興

福

寺

.
狩

野

•
高
野 

山

宝

寿

院

•
竜

門

永

禄

•
玄

恵

注

慶

應

大

(
「
夫
ィ
」
挿

入

)
. 

玄

恵

注

書

陵

部

(
「
夫

」

二
見
消
ヲ
附
シ
、

「
或

无

或

有

」

ノ
注 

記

ア

リ

)

「
夫

大

事

」

ニ
作
ル
。

少

事

是

軽 

真

福

寺

•
狩

野

•
伝

暦

こ

類

•
復

原

•
宗

性

•
尊

六
ニ

経

閣

•
大

和

文

華

館

.
竜

門

永

禄

.
玄

恵

注

慶

應

大

.
玄
恵
注 

書

陵

部

•
彰

考

•
天

明

.
九

大

•
広

隆

寺

•
古

活

字

.
古

雑

記

.
 

拾

芥

抄 

r

少

」

「
小
」

ニ
作
ル
。

不

可

必

衆 

尊

経

閣

「
可

」

ノ

下

「
論

」

ア
リ
、
衍

。
慶
應 

大

元

和

•
古

活

字

「
必

」

ノ

下

「
与

」

ア
リ
、
衍
。

故

与

衆

相

辨 

広
隆
寺 

r

辨

」

ノ

下

「
時

」

ア
リ
、
衍

。

辞
則

得

理 

三

千

院

.
竜

谷

大

•
玄

恵

注

慶

應

大

(
「
辞
ィ
」
旁 

記

)
.
天

明

.
広

隆

寺

•
拾

芥

抄

•
古

雑

記

「
辞

」
ナ

シ

、
恐 

ハ
脱
。

復

原

「
辞

則

」
顚

倒

。
竜

門

永

禄

「
則

」

「
時

」

一一
 

作

ル

、
非

是

。

伝

暦

(
伏

見

•
続

類

従

.
真

福

寺

ヲ

除

ク

、

四 

天

王

寺

「
ィ

无

」

注

記

)

•

成
*

•

金

剛

三

昧

院

.
広

隆

寺

.
 

京

大

•
彰

考

•
九

大

.
慶

應

大

元

和

.
寛

永

「
理

」

ノ
下 

「
矣

」

ア
リ

、
衍

。

古

雑

記

「
焉

」

ア

リ

、

衍

。


